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　──ここは、何ど処こだろう。

　わたしの周囲は白い光に包まれている。

　何も見えない。音も聴こえない。感触もない。

　──わたしは、何者なんだろう。

　ただただ白い世界のなか、わたしは独りぼっちだった。




「私の声が聞こえる？」




　優しいけれど、どこか悲しげな男性の声がわたしに問いかけ──。




　わたしは目を覚ます。




　夜だった。

　気づいたときには、わたしは、見知らぬ綺き麗れいな夜の街角にポツンと佇たたずんでいた。足もとには石いし畳だたみ。丸く刈かり込まれた植え込みが道沿いに並び、夜風に緑の葉を揺ゆらしていた。欧州建築風の石造りの建物の窓にまばらに光が灯っている。

　懐なつかしいような愛いとおしいような切ない気持ちと、どうして自分がここにいるのかがわからない不安な気持ちがこみ上げてくる。

　記き憶おくもなく、迷子で、何処に向かっていいのかもわからない。

　立ち尽つくしていると大きなフクロウが１羽、わたしのもとに飛んできた。しかも普通のフクロウではない。黒い博士はかせ帽ぼうとマント、モノクルを身につけて、左右にピンとのびた立派な口ヒゲをたくわえている。

　驚おどろくわたしの前に下り立ち、フクロウが言う。

「おやおや。これは不ふ思し議ぎな魂たましいを持った子ですね」

　博士帽に下がっている飾り房は白く、ドクロの形だった。ドクロといっても、怖さはない。むしろとてもユーモラスで愛らしく、人の言葉を話すフクロウにしっくりと似合っている。

「自分のことがわからないんだね。大丈夫、悩まなくてもよろしい。キミのように過去の記憶をなくした子がこの世界に来てしまうのは、ままあることです。不安に思うことはありません。迷える魂を迎え入れる場所──ここはそういう場所なのだから」

　ホッホッホッ……とフクロウが片羽で口を覆おおい、笑った。

「ここは冥府ネザーワールド。天国と地じ獄ごくに最もつとも近く、そして最も遠い場所に存在する世界です。本来、人の魂というのは一生を終えたあと、天国、もしくは地獄のどちらかにたどりつくものです。ですが例外がある。その魂が強い『未練』を持っている場合、天国にも地獄にも行くことができず、死後の世界をさまようことになる。冥府は、そんな迷える魂達が集つどう場所なんです」

　おかしなことにフクロウの説明はわたしの心にすとんと心地よく落ちてきた。

　──そうなんだ。わたしは死んでしまっているんだ。

　だから何も覚えていないんだ。だから博士帽にモノクルをつけたフクロウが語りかけてくるんだ。

「キミを新しい生徒としてボクの学校に招き入れよう。さあ、一緒に行こう」

　フクロウが告げたと同時に、御ぎよ者しやのいない馬車が走ってきて、わたし達の横にぴたりと止まった。




　そしてわたしはフクロウの「校長先生」と共に馬車に乗り、「ココロ」という名前を与えられ──。




『死神養成学校』で、死神になるために学びはじめる事になったのだ。
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　死神養成学校は冥府ネザーワールドの街はずれ、森のずっと奥にある全寮制で一年制の学校だ。

　校舎は石と煉れん瓦がを積み上げた中世の西欧建築風の城である。広大な敷地の真ん中に、見上げると首が疲つかれて痛くなるくらいに高い塔とうをいくつも抱え、外側を歩ほ廊ろうがぐるりと囲んでいる。

「はぁ～、また今日も居眠りして怒おこられちゃった」

　学校の中庭で、少女ががっくりと肩を落としてため息をついていた。ブレザーとスカートの学校の制服姿。白いシャツの襟えりに赤いリボン。リボンの結び目に三み日か月づきのブローチを留めている。

　少女の名はココロ。ひと月ほど前、冥府に迷い込んだところを、フクロウの校長先生に拾われ「キミには適正がある」と言われて死神養成学校の生徒になった。

　瞬まばたきすると音がしそうな大きな瞳はまっすぐに澄すんでいる。ショートカットの柔やわらかな赤毛の髪かみ。素す直なおになんでも気持ちが出てしまう、くるくると変わる表情が愛らしい。

　花か壇だんには色とりどりの花が咲き、噴ふん水すいの水しぶきがきらきらと光を反射している。

「わたしって、どうしてこうもダメなんだろう。校長先生は、死神になる適正があるって言ってくれたのになぁ……」

　死神候補生として学びはじめてみたものの、学校の授業はどれもココロには手て強ごわすぎた。『防衛実習』に『魔ま獣じゆう飼育学』と、わけのわからないものばかり。『歴史学』に至っては、毎回、魔法のようにココロを睡眠に誘さそうのだ。

（わたしが転てん生せいできずに冥府に来たのって、あまりにもダメ人間で、未練ばかり残してたからだったりして……）

　自分以外の生徒達は当たり前のように授業をこなしているのに、ココロだけ取り残され、教師達に怒られる毎日だった。

「こんなところで落ち込んでたって、どうにもならないのはわかってるけど。もう明日には、ペア決めの試験がはじまっちゃうんだもんなぁ……」




　──『死神』──。

　それは、現世で寿命を迎えようとしている人間の魂たましいを狩かり取り、あの世へ送り届ける存在の事。

　死神になれるのは、この『死神養成学校』を卒業して死神の資格を手に入れた、選ばれた者だけなのだ。

　死神は『生せい歌か』という特別な歌を歌い、人の身体からだから魂を引きずりだす。そしてその魂を死神の鎌かまで狩るのだ。

　死神という職業は、人の命を扱あつかい、様々な危険を伴ともなうため、原げん則そく、２人１組で行動する事が義務付けられている。そのため、死神の卵である死神養成学校の生徒達も、同じようにペアを組んで行動しなければならない。




（ペアは、明日行われる〝ペア決め試験〟の成績に加えて、今までの成績、普段の授業態度、もともとの性格とかを踏ふまえて先生達が決めるって話だけど）

「テストの成績……ほぼ赤点。授業態度……居い眠ねむり常習犯。性格、元気なのだけが取とり柄え……。うぅっ！　何も良いところがないっ！　やっぱり考えれば考えるほど落ち込む!!」

　１つ１つ確認し指を折って数えるごとに、ココロの気持ちが降下していく。

　ずんと落ち込み、ため息が零こぼれた。

「って、ダメダメ！　ため息は、幸せも一緒に吐はき出しちゃうんだから！　よしっ、元気が出るように歌でも歌おうっ」

　ココロは歌が好きだった。前世の記き憶おくはなくしていたのに、歌を歌うことでこみ上げてくる弾はずんだ気持ちは忘れていなかった。

　嬉うれしいときだけではない。今のように落ち込んでいるときも、歌を歌うと勇気が湧わいてくるのだ。

　最初は小さな歌声だったが、歌っているうちに声がのびていく。噴水で弾ける水しぶきにも似た、透とう明めいで輝かがやくような歌声だった。

「……ふぅ、すっきりしたぁ。やっぱり、歌っていいなぁ……。心も身体も、元気になる気がする」

　笑顔が戻ったココロの後ろから、足音が近づいてくる。

「おっ、ココロじゃねーか！」

　名前を呼ばれ、振り返ったココロの声が跳はね上がった。

「あっ、ゼン！」

　ゼンは死神界のエリートだ。漆しつ黒こくの髪にエメラルドグリーンのきつい双そう眸ぼう。有能ゆえに許ゆるされる傲ごう岸がんさが態度のすべてから溢あふれている。手にした鎌の刃先すら、自信たっぷりに煌きらめいているように見える。

「こんにちは、ココロ」

　ゼンの隣で静かに頭を下げるのは、パートナーのリッカだ。彼もまたゼンと並ぶエリートである。

「それに、リッカさんも！」

　すっぽりとかぶった死神のマントの端はしから、後ろでゆるくたばねた銀色の長い髪がのぞいている。右が漂ひよう白はくしたような淡あわいブルー、左が深い碧みどりのオッドアイ。その切れ長の双そう眸ぼうはいつも静ひつさを湛たたえていた。

「どうしたの？　今日も学校に遊びに来たの？」

　問いかけたココロにゼンが顔をしかめ、ココロの頭を大きな両りよう拳こぶしでぐりぐりと挟はさみ込む。

「ちげーよ。オレ様はそんなに頻ひん繁ぱんに遊びに来るほど暇ひまじゃないっての！」

「わ～。ぐりぐりするのやめてよ～」

　ゼンにとってココロは体ていの良いおもちゃらしい。よくこの手の意地悪や、からかいを受ける。ゼンのこの、唯ゆい我が独どく尊そんで自分の触りたいように触ってくる部分が、何もわからず学校に入学してきたココロにはありがたかった。誰とも馴な染じめなかったらどうしようという不安を拭ぬぐってくれたのは、ゼンだったのだ。

　ダメダメなココロはいつも間違いばかりしでかして、クラスメイト達はそんなココロを遠巻きに見ていた。ココロと向き合って話してくれるのはゼンとリッカと校長先生だけだった。

　リッカがゼンの言葉を補足するように言う。

「これから現世に仕事ですよ。その前に少し校長に用事があったので、立ち寄っただけです。ところでお前はこんなところで何をやっているんですか？」

「えっと、特に何かしてたわけじゃないんだけど……」

「大おお方かた、まーた授業中に居眠りぶっこいたのを怒おこられてへこんでたとか、そんなとこだろ？」

　なんでもお見通しという顔つきでゼンが言う。図ず星ぼしだ。ニッとほくそ笑むその顔をココロは頰ほおを引ひき攣つらせて見上げる。

「あんまり失敗ばかりしてると、誰ともペアを組ませてもらえない落ちこぼれになっちまうぞ～」

「えっ？　誰ともペアを組んでもらえないことなんてあるの？」

　ココロは慌あわてて聞き返した。

　死神はみんなペアで行動しているから、どんなに不ふ出で来きでもどうにかなるのだとばかり……。

「ええ、ありますよ。すべての生徒に才能があるわけではありませんからね」

　リッカの静かな言い方がココロの胸にチクリと刺さった。

「……誰とも組めなかったらどうなるの？」

「……知りたいか？」

　ゼンの笑みが深くなる。

「し、知りたい……」

「学校の隠かくされた廊ろう下かを進んだ奥の奥に、どんな悲ひ鳴めいも他の教室に届かないような、暗ぁ～い教室があるんだ。元は学校関係者に刃向かった者の監かん獄ごくとして使われていた部屋らしいけどな」

　声もだんだん低く、小さくなっていく。ココロは耳を澄まし、思わずゼンへと顔を寄せた。

「落ちこぼれ達は全員その部屋に押し込められて、虐ぎやく待たいまがいの授業を受けさせられるんだ。おっそろしいだろ～？」

「ぎゃ、虐待まがい!?」

　今の授業でもついていけないのに、さらに困難な授業になるということ!?

「む、無理無理！　絶対無理～～!!」

　上うわずった声をあげ、ぶんぶんと頭を左右に振って半泣きになったココロを見て、ゼンが破は顔がんする。

「ハハッ！　いい顔で脅おびえるよなぁ、お前～」

「ゼン、大人おとなげないですよ」

　リッカがゼンをたしなめる。一いち縷るの望みをかけてココロはリッカへと尋たずねた。

「リッカさん、今の話って本当なんですか？」

「……まぁ、噂うわさ話ばなしの類たぐいでしょうね。私は、落ちこぼれには縁えんがなかったので詳くわしい事は知りません。ですが、くだらない噂に踊おどらされないぐらいにお前も頑がん張ばりなさい。落ち込むのは、それからのはずですよ」

「は、はい」

「ンだよ、シケた返事だな。もっと腹から声出せ、腹から！」

「は、はい!!」

「よ──っし、その意気だ！　んじゃあリッカ、オレらもそろそろ仕事に行くとするか」

「ええ。……では、また」

「はい！　２人とも、いってらっしゃい」

　ココロに向けてそれぞれ頷うなずくと、２人は背を向けて歩き出す。巨大な鎌を軽々と持ち歩く２人の姿は、颯さつ爽そうとしていて格好良い。

　死神になると、現世への出入りが許きよ可かされる。それだけではなく政治や行政も、出世した死神達が携たずさわっていると授業で習った。

　難しい仕事である分、憧あこがれも大きい。

「うん、わたしももっと頑張ろう！」

　ココロは勉強を頑張る決意をして自室へと戻った。
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　翌日──試験の日である。

　教室の雰ふん囲い気きはいつも以上にピリピリしていた。みんな熱心にノートや教科書を眺ながめ、テスト開始のぎりぎりまで知識を頭に詰め込んでいる。

　友人同士で互たがいに質問を出し合っている生徒もいるが、ココロは１人。

　試験への不安だけではなく、孤独感もココロの気持ちをぎゅっと強く握にぎりつぶしていた。

（ペアの決まらない死神になっちゃったらどうしよう……）

　ゼンが言っていた話がココロの脳のう裏りを不吉に過よぎる。

　チャイムが鳴って、ドアが開く。

「おーい、席に着け～」

　入ってきたのはココロが見たことのない教師だった。教師は眼鏡めがねをくいっと持ち上げ、気けだるげに教室内を見渡した。

　ルーズに切った髪型がさまになっているのは、顔だちが整っているからだろう。ファイルを片手でだるそうに掲かかげ、ボタンを留めず前を開いた白衣姿だ。

「あー……今回、このクラスの試験監かん督とくを行うナミだ。まあ、適当に頑張ってくれ……ふわぁ」

　あくび混じりに告げてナミが教卓に座る。

　彼が入った途と端たん、空気のなかに見えないスパイスを振り混ぜたみたいだった室内が、ふわっとゆるんだ。

「試験用紙を配くばるぞ。後ろに回せ～」

　用紙がココロの机にも配られる。後ろに回し、筆記用具を手にして試験に向き合う。

（余計な事を考えていたらダメだ。今は、試験に集中しなくちゃ！　やる事なす事ダメダメなわたしだけど、それでもわたしなりに、この１カ月、一生懸命勉強してきたんだ）

　大丈夫。きっと大丈夫だ。

　ココロは深呼吸をしペア試験へと意気込んで挑戦した。




　そして、試験結果発表の日。

「……ぜ、全教科総合２点？」

　さすがのココロも絶ぜつ句くした。我われながらひどすぎる。

　答案をすべて埋うめたのに「２点」って。

　評価を知らされたあとで、生徒達は講堂に集められ、椅い子すに座ってペアの発表を待った。粛しゆく々しゆくとそれぞれの死神ペアの組み合わせが発表されていく。

『ブッ、この点数はないよなぁ～』

『今年の落ちこぼれ組降こう格かくは、彼女で決定でしょうか？』

『こんなバカと、誰もペアにならねーだろ』

　しょんぼりと座っていると、どこからか複数の声が聞こえてきた。ココロはハッとして周囲を見渡す。

　目に見える範はん囲いでそんなことを言っている人間はいない。

『でもさ、この点数は俺達の中でも最下位だよな？』

『とろうと思ってとれるものでもないですしね』

『仕方ねぇよ、正しよう真しん正しよう銘めいのバカなんだろ』

　思わずココロは椅子から立ち上がった。

「バカって言うな───っ!!」

　一いつ斉せいにココロに視線が集まる。ココロには悪口が聞こえていたのだが、周りの誰も口を開いていなかった。

　ココロはいたたまれなさに、立ち上がったのと同じ勢いでストンと椅子に座った。恥はずかしさで頰ほおが熱くなる。

（２点がショックで幻げん聴ちようまで聞こえちゃったのかなぁ）

　しゅんとしたココロは、全校生徒の前で校長代理に「ペアの該がい当とう者しやはいない」という結果を知らされた。




　最終的にココロは『特別補習組』に降格されたのだった。
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　ショックを受けて、頭が真まっ白しろになったココロを現実に引き戻したのは試験の監かん査さで立ち合ったナミだった。叱しかるでもなく、慰なぐさめるでもなく、

「お～い、降格されてショックなのはわかるが、いつまでも呆ほうけていられると、先生が困こまるんだよなぁ」

　とココロに、ゆるく告げた。

　ココロはさっそく荷物を抱かかえて『特別補習組』へと連れていかれることになる。

「付いてこ～い」

　ナミに案内され、廊下を歩いていると、どこからともなくピンク色の猫がやって来て、訳知り顔でココロ達と同じ方向に歩き出した。

　毛並みのよい猫だった。片方の耳と背中にぶちがある。学校の生徒達と同じ色のリボンを首輪がわりに巻いている。

「わぁ、綺麗な猫！　学校で飼かってるんですか？」

　ツンと澄ました顔で我が物顔に歩く猫に見み惚とれながらナミに尋ねると、予想外の返事が戻ってきた。

「いや、勝手に居い座すわってるだけだ」

「へぇ～……。君の名前は何ていうの？　なんて、聞いても喋しやべれないかぁ」

　ココロが猫に話しかけると、ナミが答える。

「いや、喋れるぞ」

「へっ？」

「そいつは、普通の猫じゃないんだよ。俺の使つかい魔まのユユだ」

「えっ、ナミ先生の？」

「お前と寮の同室になる」

「猫が私と同室に？」

（使い魔って、たしか……飼い主ぬしである死神に、特別な『力』を与えられた動物のこと、だっけ？）

　犬、猫、鳥、馬……。冥府ではさまざまな動物が死神に『力』を与えられ、人びとを手伝っていた。初日にココロを学校まで送ってくれた馬車を引いていた馬も使い魔だ。

「ユユっていうんだ。よろしくね」

　声をかけるとユユが立ち止まった。ユユはココロを上から下まで眺ながめ回して──。

　ポンッ。

　軽い音がして猫が人間の男の子に変身する。

「えっ!?」

「あーあ、あそこはユユの部屋だったのに～！　邪じや魔ま者ものがやって来た～っ」

　よく見ると、人型だけれど髪の間から三角の猫の耳が突き出ている。猫のときと同じように首のまわりにリボンが巻いてある。小こ柄がらな身体に制服を無理やり引っかけて着こなしているせいで、ブレザーの肩がずるずると落ちていた。

（ね、猫が、人間の男の子になった!?　そして、喋った!?）

「ユユ。きみの事知ってるよ～。２点をとった、落ちこぼれちゃん。もう、校内で有名人だもん」

　ユユはピッとひとさし指を立てて頰に当て、ココロを見上げてそう言った。

「ね、猫に知られるほど有名になってるの……わたし……？」

「生活に慣なれるまで、ユユはお前に付かせるから好きに扱ってくれ」

　２人のやり取りを無視し、ナミが言葉を投げる。それを聞いてユユがきっと目をつり上げた。

「あっ、ひどい！　っていうか、ユユはナミ先生以外に仕つかえる気はないもんね～だっ！」

　ひょこひょこと動く猫耳が愛らしく、怒おこり口く調ちようでもちっとも怖くない。逆に微笑ほほえましい気持ちになる。

（この子と同室なら楽しいだろうなぁ）

　話し相手が少なくて、ずっと不安だったココロの気持ちがぽわんと弾む。

「わたし、仕えてくれなくて全然いいよ！　むしろ、そのほうが嬉しいっていうか……。いきなり知らない所に来て不安だったけど、あなたみたいな可か愛わいい子が身近にいてくれるならなんだか安心できそうだし。ユユ、わたしと友達になってくれないかな？」

　思いつきみたいに口にした言葉が、ココロの胸のなかで優しく広がっていく。

　ココロは友達が欲しかったのだ。

　冥府に来て、ほとんどの時間を１人で過ごしていた。たまに訪おとずれるゼンやリッカ、そして立場の違う校長先生とだけ話している毎日で──。

（わたし、「友達になって」って、そう言える相手すらいなかったんだもん。こんな可愛い子と色々話せたら、難しい勉強もたくさん頑張れる気がする！）

「友達？　ユユときみが？」

「うん、友達！」

「……ふ、ふ～ん。まぁ、友達っていうことなら、ユユが色々教えてあげても良いけど～。じゃ、ユユ先に帰ってるから。準備できたらユユのお部屋に来てもいいよ」

　ユユはくるんときびすを返し、猫らしくもあり、小さな子どもらしくもある素早さで走り去っていった。

「行っちゃった……」

　ナミはひょいと肩をすくめ、無言で足を進める。仕方なくココロもその後ろを歩く。

　そのまま、これまで足を踏み入れたことのなかった廊下へと向かった。ぐるっと曲がって、さらに奥。ゼンに脅された言葉がふいに蘇よみがえる。もしかして本当に監獄まがいの教室だったらどうしよう……。使い魔の猫ですら、走り去っていくような、そんな怖い場所に連れていかれるのでは？

　けれど──。

「さてと、着いたぞ。ここが『特別補習組』の教室だ」

「えっ、ここが？」

　檻おりがあるわけでもなく、地下に向かうのでもなく、普通の教室で、普通の扉とびらだ。

「まぁ、とりあえず中に入れ。話はそれからだ」

「は、はい」

　教室ってどう言って入っていくものだったっけ。ちょっとだけ考えて、

「お邪じや魔ましま……」

　おっかなびっくり扉を開いたココロを迎え入れたのは、とんでもない爆発音だった。

　床を這はい上がるような破は裂れつ音おんがして、廊下の窓ガラスと空気がビリビリと震ふるえた。

　白い煙けむりが視界を遮さえぎり、何が起きているのか確かめられない。

（な、何!?　爆発!?　いきなり教室が煙だらけで、何も見えない……！）

　開け放した扉から、廊下へと煙がたなびいていく。

　驚おどろいて動きを止めたココロへと、足音が近づいてくる。タッタッタッと軽快に走り寄る音に合わせるように、幕を張ったようだった煙が淡く薄れていった。

「ようこそ、特別補習クラスへっ！」

　足音同様、弾んだ声がした。

「!?」

　曇くもり空ぞらにさっと日が差したみたいだった。

　ココロは目を瞬しばたたかせ、自分を笑顔で見つめる相手を凝ぎよう視しした。

　お日様みたいな少年だった。金色の髪は癖くせ毛げなのか、毛先が少しだけ外に撥はねている。青い双眸は悪いた戯ずらっぽく輝き、口元には茶目っけのある笑みが刻きざまれている。

「あれ？　ノーリアクション？　もしかして、今の気に入らなかったか？」

　咄とつ嗟さに反応できなかったココロに首を傾かしげて言う。

「あのなぁ、カイリ。部屋の中で、爆発物を作るなっていつも言ってるだろ」

　ナミが呆あきれたふうに告げた。

「爆発物じゃなくて花火だよ。新しい仲間を歓迎するための……」

　カイリと呼ばれた少年がそう応じる。

「今回はちょっと、火薬の量が多かったんじゃないですか？」

　落ち着いた声がした。冷静に、今起きた出来事を分ぶん析せきしているかのような言い方だった。

　声の主は、人形のように整った容よう貌ぼうの少年だった。制服のシャツのボタンをきっちりと一番上まで留めて、小さめのリボンタイを結んでいる。

「チッ、教室の中まで煙だらけにしてどうすんだよ」

　舌打ちをしたのは、目つきの鋭するどい長身の少年である。不ふ服ふくそうに口こう角かくを下げた口元と、上がり気味の目が、きつい印象を与える。斜しやに構えた雰囲気が少し不良っぽい。

（同じ制服着てるから、養成学校の生徒なんだろうけど　今まで校内で見たことないような気がする）

　ココロは３人の少年を順じゆん繰ぐりに見つめ、考える。

　みんなはじめて会う人達だ。けれどどこかでこの声に聞き覚えがあるような……？

「はいはい、いいからもう席に着け。焦あせらなくても、ちゃんと紹介してやる。ほら、お前さんもボケーッとしてないで、こっちに来た来た」

「あ、は、はい！」

「それじゃあ、紹介する。こいつはココロ。今年のペア決め試験で、奇跡の全教科総合２点をとった猛も者さだ。よろしくしてやってくれ」

「知ってるよ！　噂の総合２点の答案は、こいつに頼んで、ばっちり覗のぞかせてもらったからさ」

　カイリが懐ふところから取り出したものを手のひらに載のせてにこっと笑う。

　ゲコッという鳴き声と共に披ひ露ろうされたそれは──。

「……か、カエル？」

　ココロの目はカイリの手元に釘くぎ付づけだ。

「お前、いきなり女にカエルなんか見せたらうるせー悲鳴を上げるに決まって……」

　不良っぽい少年が強く言った。

　しかし。

「わぁ、可愛い！　キリっとした顔してるね！」

　ココロはそう言ってカエルに飛びついた。少年達が目を丸くする。

「……………マジかよ」

「予想の斜ななめ上をいく方ですね」

　カイリはというとココロの対応が気に入ったようで、輝く笑顔で説明をはじめた。

「こいつは俺の友達のカエルでマクシミリアンって言うんだ。教室に忍しのび込ませて、一番点数の低い生徒を探ってきてもらったんだ」

「忍び込ませるって……どうしてそんな事を？」

「特別補習組に入ってくる新入生を探るためだ」

「……あれっ？　じゃあ、もしかしてあのとき聞こえてきた声って、君達なの？」

「カエルに通信機を仕込んでいたので、そこから声が漏もれ聞こえたのかもしれないですね」

　淡々と言われ、ココロは思わず感心してしまった。

「つ、通信機って……。どうしてそんな妙みように本格的なの……？」

（だから、さっき『聞いた事のある声』だと思ったんだ）

　講堂で、衝しよう撃げきのあまり自分にだけ聞こえた幻聴なのかと思っていたあの会話は目の前の彼らのものだったのだ。それってつまり……。

「……思い出した」

　そこでココロはハッとして頰を膨ふくらませる。

「よくもバカって言ったなぁぁ───!!」

　食ってかかったら３人とも顔を見合わせた。

「いや、だってさぁ……さすがに２点はないだろ？」

「死神養成学校の歴史に残る、点数ですね」

「バカも突き抜けると、スゲェよな」

　悪意なく素で言われるのが逆につらい。バカだって「バカ」と言われたら傷つくのだ！　当たっているからこそ！

　怒るココロを見てカイリが謝しや罪ざいする。

「ご、ごめんごめんっ！　からかったのは悪かったけど、仲間が増えるんだーって、お前に会えるのを本当に楽しみにしてたんだよ、俺達！」

「……仲間？」

　聞き返した。

　カイリは本当に何気なく言ったのだろう。けれどその言葉はココロの胸に強く響ひびいた。

　教室に入った途端にすごい音をさせて弾けた爆発物と同じくらい、ココロの内側をビリビリと震わせたのだ。

（……わたしが冥府に来てから、わたしのこと「仲間」だって……会えることを「楽しみにしてた」って口に出して言ってくれた人……カイリ君がはじめてだ）

　カイリの笑顔がキラキラと輝いて見えた。

「そっ、特別補習組の仲間！　俺は、カイリ！　よろしく！　それで、こっちの２人が……」

「アメです。よろしくお願いします」

　常時、冷静だった少年が静かに頭を下げる。

　もう１人の不良っぽい少年は、ぼそっと続ける。

「…………シュンだ」

「っ！　あっ、えっと、ココロです。よ、よろしくお願いします」

　つまり彼らも「落ちこぼれ」クラスの同級生ということになる。自己紹介をされ、ココロも挨あい拶さつを返す。

　するとまた１人の少年が教室へと入ってきた。きびきびとした動作で室内を見渡し、カイリの姿を見み咎とがめ足早に近づいてくる。

「おい！　廊下の端まで、不ふ穏おんな爆発音が聞こえてきたぞ。カイリ、お前また何か爆発物を……」

（見たことない人だけど、この人も補習組？）

　黒い髪と黒い双眸。シャープな印象を与える、貴き公こう子しめいた整った容よう貌ぼう。

　彼の視線がココロのところで留まった。吸い寄せられるようにぴたりと貼はりつき、息を吞のんで、つぶやく。
















「お前……」

　何かを続けたそうにしていたが、彼の言葉はそこで止まったままだった。

　カイリが彼の肩を軽く叩たたき、ニッと笑ってココロに向かって言う。

「やっと来たな～ヨル！　ココロ、こいつはクラスメイトの１人のヨルだよ」

（この人もクラスメイトなんだ……）

「は、初めまして。今日からお世話になります、ココロです」

「初め、まして……だと？」

　ヨルの表情が途端に険けわしくなった。睨にらみつけてくるような目つきに、ココロは怯ひるむ。

（っていうか、怒ってる？　なんで、わたし何かした!?）

「よーし、全員揃そろったな～。んじゃあ、面倒くさいけど教師らしく、補習クラスについて説明しとくかな」

　それまで黙だまっていたナミがやっとまとめに入った。ファイルで軽く教卓をトントンと叩く。

　ナミが教きよう壇だんに立つのを見てアメが席に座った。ヨルやカイリ、そしてシュンも自分たちの席に着く。ココロも空あいている席に座ることにした。

「この特別補習組っていうのはな、何らかの理由で授業に付いていけなくなった、落ちこぼれの生徒達が寄せ集められたクラスだ。簡単に言えば、１年で卒業できそうにないヤツらが、卒業するか退学するまで居残る事になるクラスって事だなぁ」

（そ、卒業するか退学するか!?　じゃあ、死神になれないと何年も学生のままってことなんだ）

「とはいえ、俺としてもいつまでもお前らの面倒は見たくない。さっさと死神試験をパスできるように色々教えてやるから、安心していいぞ」

（頼りがいがあるのか、ないのか微び妙みような先生だな……）

「ああ、そうそう。死神のペアについてだけど、このメンツの中で組む事になってるから、あんまりクラス内でイザコザは起こすなよ？　以上、説明は終わりだ。もう、帰って良いぞ～」

（え！　もう終わり？　授業や試験について聞きたいことがあるのに！）

　ココロがあたふたしていると、隣の席のアメが、ちらっとココロを見て眉まゆをひそめ、ひそっと言った。

「あなた、うるさいですね」

「え？」

「もうちょっと静かにできないんですか。隣の席で、そんなにうるさくされると困ります」

　冷たい口調で断定され、ココロは動どう揺ようする。

「ごめん、なさい」

（でも……わたし、そんなに騒そう々ぞうしくしていたかなあ）

　うなだれるココロの斜め後ろの席で、カイリが椅子から立ち上がる。

「よーっし、アメ、シュン！　新しい花火、作ろうぜ！」

「お前、あれだけ爆発させといてこりねぇのかよ」

「じゃあ、街まで材料を買いに行かないと」

「アメ！　お前も、少しは止めろ！」

　シュンは怖そうな見た目に反し、わりと常識的な事を言っている。

「ヨル！　お前も一緒に行くだろ？」

　カイリがヨルを誘い、ヨルは

「……行かないって言っても、無理やり連れていくんだろう？　はあ……」

　と、ため息をついて、４人で教室を出ていった。

　それぞれに個性が違うメンバーだけれど、案外と仲良くやっているようだった。

（『仲良し』なんて……。　落ちこぼれのわたしには、いなかったもんな……）

　揃って遠ざかる４人の背中をココロは羨うらやましい気持ちで、ぼんやりと見送った。




　こうして、ココロの『特別補習組』での毎日がはじまったのであった。
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　一般の生徒達から離れた一いつ軒けん家やが『特別補習組』の寮りようだ。一般生徒の寮とは違い、学園である城から抜け出た森の外れにぽつんと建っている。１階にリビングやキッチンの共有スペースがあり、２階には３室の部屋がある。

　ココロは、ナミに言われたとおりにユユと同室。他の２室は、アメとシュン、ヨルとカイリが合部屋だった。

『特別補習組』の一員になって１週間。

　おそろしいことに『特別補習組』の朝は、午前４時前にはじまる。

　寮りよう母ぼがなんでもやってくれる一般寮と違い、自分達で生活の用意をしなくてはならないためだ。食事の支し度たくに掃そう除じなどあらゆる生活の雑務を当番制で寮のみんなでする。

　それだけではなく学校で飼育している動物達の世話、先生達の雑用などもこなさなくてはならなかった。

「べりーはーど……」

　早朝のキッチンである。

　ごしごしと目を擦こすって、そうつぶやくココロの隣で「口を動かしてる暇ひまがあるなら手を動かせ！」とヨルが冷たく言い捨てる。

　今け朝さの食事当番はココロとヨルだった。

「は、はいっ。えーと、ユユも食べるから卵を６個……ううん。ここは12個でもいいかも。いや、24個くらいあっても食べるよね」

「お前どれだけ食べる気なんだ!?」

「だって、肉体労働が多いせいか、すっごくお腹がすくんだよ～……」

　てきぱきと段取りよくスープとサラダを作るヨルの横で、ココロはフライパンに熱がまわるのを待っていた。

　ベーコンエッグを作るのだ。

「ユユ、手伝って～」

　一緒に起きてきたものの、ユユはリビングのソファで猫の姿で丸くなっている。ふにゃーっとのびをしてから、「ユユはココロの失敗を見守る仕事で忙いそがしいの！」と返事をしてまた丸くなってしまった。

「なんでわたしの失敗前提……って、きゃっ！」

　フライパンに卵を割り入れたら、油が手に跳ねた。手の甲こうに当たったのか、チリッと痛む。驚いてびくっと不用意に腕を引いてしまい、傍かたわらに置いていた卵が引っかかって、床に落ちて割れた。

「あ……」

「何やってんだ」

　ヨルがココロを押しのけてコンロの火を止めた。そのままココロの手をぐいと摑つかんでシンクの蛇じや口ぐちをひねり、流れる水でココロの火傷やけどを冷やす。

「ごめんなさい」

　ヨルはココロを無視し、落ちた卵を拭ふき取った。

「掃除はわたしが……」

「いいから黙って手を冷やしてろ。火傷はすぐに冷やさないと跡あとが残る」

　怒り口調でピシッと告げられ、ココロは申し訳なさに身をすくませた。補習組に来てから、頑がん張ばろうと思っているのに、失敗ばかりだ。

「うぅ、ごめんなさい。ありがとう」

　ヨルがむっつりと口を閉じ、再びフライパンに火をかけてベーコンエッグの残りを作りはじめた。

　ヨルは優しくないけれど──優しい。

　いつも顔つきが険けわしくて、ココロを睨にらみつけてくる。人を叱しかり飛ばす事が多いから、ヨルの事を最初はとっつきづらく感じていたココロだったが、でもこんなふうに、ミスを犯おかしたココロを無言でフォローしてくれる。

（ヨル君は優等生でなんでもできて『落ちこぼれ』になるようにはまったく見えないのに。どうしてここにいるんだろう）

　その端たん整せいな横顔を見つめ、ココロは寮にやって来た初日にヨル達と交わした会話を思い出す。




　冥府ネザーワールドでは人の過去を探るのはタブーなのだそうだ。

　それをはじめにココロに教えてくれたのはアメだった。しかしココロはそう言われてもピンとこなくて怪け訝げんな顔をしていたのだろう。その様子に、ヨルが、アメの言葉の補足をするように詳くわしく説明してくれた。

『……冥府に住んでいるやつは、みんな生前に何かしら未練を持っている〝ワケあり〟の連中ばかりだ。だから、冥府の住民達は、みんな相手の〝過去〟に関して不用意に詮せん索さくしたりしない。互いに、他ひ人とに聞かれたくない事情を持っている事がわかっているからな』

　そうヨルが言っていた。

　記き憶おくを持たないココロは何を聞かれても「わからない」で済むため、過去を問われても何も感じないのだけれど。




「あー、やっぱり失敗したね。ユユの言ったとおり～」

　ソファから飛び下りたユユが、ココロを見て、尻尾しつぽをふるふると振るわせて笑っている。

　チリチリとしていた火傷の痛みが、水で冷やされた事で紛まぎれて消えていく。ひんやりと手の甲を冷やす感触と、ヨルの言動がココロのなかで１つに重なる。

　ヨルは、一見、冷たいけれど実は優しい。怒おこらなくちゃいけないときにちゃんと怒ってくれる。

「……本当だね。でも次はちゃんとやるから！　わたし練習してベーコンエッグを完かん璧ぺきに作れるようになる！　次の当番のときは失敗しない！」

　冷やしてないほうの手で拳こぶしを作り、ぐっと握りしめて宣言すると、ヨルが眉み間けんにしわを寄せ、

「邪魔になるから俺は１人で料理当番をしたいんだがな」

　と、うんざりとしたように言ったのだった。




　みんなで朝食を食べて、そのあとは飼育小屋の掃除だ。

　動物の飼育小屋は、学校へ行く道の真逆に位置している。朝早くから移動も含めて、てんてこまいだ。

　小屋は動物の大まかな種類別になっていて、相性の悪い動物同士は距離を離して場所を作っている。ココロ達はそれぞれに手分けして、小屋の掃除と食事の用意をする事になっていた。

　みんな同時に寮を出る。猫のユユも、ココロの保護者よろしく付いてくる。

「今朝の当番は、牛と馬がココロとアメとシュン。俺はヤギのほうやっとくから、ヨルはニワトリとウサギ頼む！」

　カイリが寮を出るとみんなに指示を出した。カイリはいつも嫌いやみなく、自然にリーダーシップを取っている。

「張り切るのはいいが花火禁止だからな！」

　ヨルがすぐに突っ込んでいた。

　初日の花火事件もそうだが、カイリはかなりの悪いた戯ずら好きのようだ。

「なんでだよ。牛には評判よかったぞ。あいつらは意外と好こう奇き心しん旺おう盛せいだからな。それに、ニワトリやウサギにはやってないだろ？　喜んでくれるやつだけ選んでるから」

「喜ばれようとダメなものはダメなんだ！　常識というものをそろそろ覚えろ！」

　ヨルとカイリが話しながら、遠ざかる。

「わたし達は牛と馬担当ね。干した草を運んで、それから小屋の掃除をして、３人でやったらあっという間だよね～」

　ココロはというと自分で用意した「やることリスト」の用紙をチェックして、やるべきことを確認しながら牛ぎゆう舎しやへと歩く。アメとシュンもココロと同じ方向に歩いていたのだが、分かれ道で、シュンがふらっと違う方向に足を進めた。

「シュン君、どうしてそっちの道？　牛舎があるのはこっちだよ」

　間違ったのかと声をかけたココロに、シュンが凶悪な目つきで振り返った。

「アァ？」

（こ、怖い……）

　怯ひるんだココロからふいっと視線を逸そらし、シュンはそのまま別方向へと歩き去る。

「いつもの事なので、気にしないでください。怒るだけ、労力の無む駄だです」

　少し後ろを歩いていたアメが、落ち着いた声でココロに言う。

「そうなの？」

「カイリさんもそれを見越して、僕とココロさんとシュンの３人で組ませたんでしょうから」

「そうなんだ」

　それきりアメは何も話さない。

　ユユも話さない。

「でも起きてご飯食べて出かけるところまでは一緒って……シュン君ってけっこう、つきあいのいい人だね」

　ぎりぎりまで寝ている事もできたし、寮から出ないこともできたのに。顔つきも態度も悪いのだけれど、実は何かしら筋すじの通ったところのある人なのではとココロは思う。

「え……？　まあ、起きないと朝ご飯を食べ損そこねますし、一緒に出ないとカイリさんとヨルさんがうるさいですから」

　アメがとまどった顔をした。

「怒られても、起きられない人は起きられないと思うけどなぁ。あのね、わたし、一般寮にいるときは、こういう事をみんながしてたんだってぜんっぜん知らなかったよ。動物のご飯当番や、小屋の掃除……あと死神の鎌の刃を研といだり、図書館の本の整理も。みんなすごいなぁって。毎日今までありがとうって思った。だからシュン君にも、ありがとうって思っちゃう」

　そんな雑事の合間に授業があるのだ。ココロは最初の数日は、疲つかれきって夜はへとへとで眠りにつき、朝もなかなか起きられなかった。

　一般生徒達の毎日を『補習組』のみんながずっと支えていたのだと思うと、頭が下がる。

　アメは「ありがとう……ですか」とつぶやいてココロの顔をまっすぐに見た。抑よく揚ようのないアメの言い方からは、なんの感情も読み取れない。

　次の瞬間、アメは綺き麗れいに整った顔を迷めい惑わくそうにしかめ、ふいに告げた。

「本当にあなたはうるさい人ですね」

　きつい口調がココロの感情をぐさっと突いた。

「ご、ごめんなさい」

（わたしってそんなにうるさいのかな？　アメ君には最初から『うるさい』って怒られてばかりな気が……）

　アメは立ち止まったココロを追い抜いて、背中で言う。

「……急がないと朝の授業までに終わりませんよ？　僕は馬を担当するのでココロさんは牛舎の掃除をお願いします」

「え、どうして？　一緒にやろうよ」

「同じ場所を２人で掃除するのは無駄です。僕は、自分の分を終えたら学校へ行くので、ココロさんもそうしてください」

　３人で仲良く分担して掃除をしようと思っていたココロは、シュンのみならずアメにまですげなくされ、落らく胆たんする。

　そのまま次の分かれ道で馬小屋のほうへとすたすたと歩いていってしまうアメを見送り、ココロは肩を落とした。

（仲間になれるって思ってたんだけどなぁ。みんなとはまだ距離が遠いみたい。でもまだ『特別補習組』に来て１週間だし）

　ため息をつくココロを見上げ、ユユが「仕方ないなあ」とポンッと人型に変身した。

「ココロ１人じゃ心配だから、ユユが、ココロが失敗するの見守ってあげるね」

　胸を張って言われ、

「だからどうしてわたしが失敗する前提なの？　もう～」

　頰ほおを膨ふくらませ、ココロは牛舎前に積み重なっている干し草を両手で抱え込む。太陽を浴びていい匂においに乾かわいた草は牛たちの好物の１つだ。

　柵さくのなかに入っていき「おはよう。ご飯だよ！」と声をかける。

　ご飯をあげると今度は竹たけ箒ぼうきを抱えて掃除だ。ユユは宣言どおりに、ココロの側そばで自由気ままにココロのことを見守っている。手伝わない。

「ここの牛や馬は、ユユみたいに人にはならないのかな？」

　猫のユユは人間と同じご飯を食べる事ができるし、ひととおり自分の事はできる。でも飼育小屋の動物達が人間の言葉を話しているのを聞いた事がない。こちらの言っている言葉は理解しているようなのだが……。

　疑問に思っていた事の１つをぶつけると、

「ユユは特別なの」

　えっへんと威い張ばってユユが答えた。

「ユユはエリート『使い魔』だから、なんでも１人でできるし変身もできるの。死神にもらえる『力』が少ないと人にはなれないんだよ。ユユはナミ先生にいっぱい『力』をもらったからね！　ナミ先生は実はすっごい、すっごい実力のある死神だから、ユユにたくさん『力』を渡しても平気なだけで、普通の死神だったらこうはいかないんだよ」

「へぇ～。ナミ先生って実はエリートだったの？」

　感心するとユユはさらに顎あごを上げ、ひっくり返りそうになるくらい胸をそらした。

「そうだよ。冥府って、世界の狭はざ間まにある世界で、みんなの身体からだは『仮』のものだからね。『魂たましい』と『身体』をちゃんとつなげるのって実は無意識にすっごい不安定な事をやり遂とげてるんだよ！　さらに、動物の形を保たもったまま『力』を渡して『使い魔』にするなんてもっともっと大変なわけ！　ユユみたいに人になれちゃう『使い魔』作れるって、ナミ先生はエリート中のエリートなんだからね！」

「そうなの？」

「そうだよ～。もう、ココロはなーんにも知らないんだから。じゃあ何も知らないココロに、もうちょっと『使い魔』について教えてあげるね。『使い魔』に成り立ての赤ちゃんも、自分で自分の事をうまくできなくて、人の世話になったりするんだよ。そのへんは普通の動物も同じだけどね」

「赤ちゃん使い魔がいるの？　可か愛わいいのかな。見てみたいかも」

「赤ちゃんの使い魔っていっても小さいわけじゃないんだからね。ある程度大きくなってる成せい獣じゆうに『力』を渡す事になってるの。そうじゃなきゃ『使い魔』として仕事できないでしょう？　つい最近『使い魔』にする年齢制限の法ほう律りつも決まったんだよ。ペット感覚で小さな子どもの動物を『使い魔』にして連れ歩いて、大きくなったら見捨てちゃうっていうのが増えて、取り締まろうってなって……」

「え～。そんなひどい事をする人もいるの？」

　飲み水を汲くんできて置き、食後のデザートにペレットを餌えさ置き場に用意し、天気がいいから柵を解放して、囲われた散歩コースへと牛達を誘ゆう導どうする。

　ユユと話しながら手を動かしていたらあっという間に時間が過ぎていた。

　ひととおり終わって、牛舎の壁にかかっている時計をちらっと見る。授業開始までの時間を逆算したココロは、

「大変だ、急がなきゃ！」

　大おお慌あわてで掃除用具を片付けると学校へと駆かけ出したのだった。




　動物達の世話だけではなく、そのあとは職員室で雑用を引き受けるというのもいつもの流れだった。それでも最終的に、朝の授業の時間には、教室に無事にたどりつくことができた。

「カイリ、何も問題は起こさなかっただろうな？」

　教室の扉とびらを開けると、ヨルがカイリをじろりと睨みつけ尋たずねているところだった。

「今日は大丈夫だった！」

　天てん真しん爛らん漫まんな笑顔つきでカイリが応じた。「今日は」という区切りがついているのは、たまに何かしら問題を起こしているからなのだろう。

　ココロは走ってきたから息が上がっている。席に着いてほっとして周囲を見渡す。

　入ってきたときには気づかなかったが、シュンが教室の端はしにある長なが椅い子すに寝転がっていた。

「あっ、シュン君がいる！」

　補習組の教室は一般教室と比べるとカオスで、椅子や机や黒板といった普通の備品以外に、長椅子をはじめ雑多なものが端に寄せられているのだ。

「僕が教室に来たときには、もうそこの椅子に寝っ転がっていました」

　アメの視線がシュンとココロとを往復した。

「まったく、そんな態度だから特別補習組に入らされるんだぞ」

　呆あきれた顔でシュンを見下ろすヨルに、アメがしれっと言い返す。

「でも、ヨルさんみたいな真ま面じ目めな人も特別補習組にいるじゃないですか」

「……っ、そ、それはそうだが。俺には俺の事情があるんだ」

　たじたじとなるヨルをアメは平静に見返していた。

　ヨル対アメの勝負はアメの勝ち。

　思わずくすっと笑ったら、ヨルがむっとした顔でココロを見る。また怒らせてしまったかとココロはきゅっと首をすくめ、小さくなった。

（ヨル君には何か特別な事情があるのかもしれないなぁ。冥府では過去の事を聞くのは禁止なんだって詳しく教えてくれたのもヨル君だったし……）

　ガラリと扉が開き、ナミが入ってきた。

「諸しよ君くん、おはよ～さん。今日も面倒くさいけど授業はじめるぞ～」

　飄ひよう々ひようとした足取りで教きよう壇だんに立ち、ぱたりと教科書を広げる。

「はい、『魔ま獣じゆう飼育学』の教科書出せ～」

　いきなりはじまる授業に、ココロは挙手をして質問した。

「先生、出席はとらなくていいんですか？」

「全員いるだろ？　見ればわかる」

　それはそうだが……。

　そしてナミの雰ふん囲い気きそのままのゆるさで、授業がはじまった。

　ずっと寝ていたシュンが「うーん」とのびをし、目を擦りながら起き上がる。

　よく考えたら長椅子でぐーぐー寝ている生徒を起こしもしないのだから、ナミの授業はなんともフリーダムだ。

「えー、『魔獣飼育学』の授業なんていらねぇよ、別に」

　起きたばかりのシュンがそう吐はき捨て、再び寝入る姿勢を見せた。

「お前らが毎日世話してる動物達にも関わってくる事なんだがな。……仕方ない」

　嘆たん息そくして、開きかけた教科書を閉じてしまったナミに、ココロの目が点になる。

「じゃあ生せい歌かの授業にするか」

「チッ！　歌なんて歌わねぇし、聞きたくもねーよ!!　そんな授業すんなら、寮の部屋に戻って寝る」

「そうか？　だったら生歌も今日はやめとくか。来月の『生せい楽がく祭さい』、お前達はどうせ出ないだろうしな。あぁ、そういえば連絡事項があった。明後日あさつてから２泊３日の『宿泊研修』がある。特別補習組も一般クラスと混じって、冥府の山に登る事になるから、体調整えとけよ～」

「せいがくさい？　登山？」

　知らなかった学校行事を羅ら列れつされ、ココロは目を瞬しばたたかせる。

「やったー。クラスみんなで登山遠足をして、山のロッジに泊とまって、食事を作って食べて、キャンプファイヤーだ！」

　カイリがテンション高くガッツポーズを決めた。

「カイリ！　面倒な事起こすなよ。研修旅行はあくまでも生徒の親しん睦ぼくを深めるための行事で、あちこちで悪戯を仕掛けたり、花火したりする行事じゃないからな」

　速攻でヨルがカイリに釘くぎを刺す。ヨルはカイリのストッパー係であるようだ。

「あ～、ヨルの言うとおりだ。そこんとこ、そこそこ適度に考えとけよ～。面倒くさいけど、死神はペアにならないと仕事ができない。今回の研修旅行、こないだのペア試験に受かった一般生徒達にとっては、ペアとうまく息を合わせられるようにっていう事前訓くん練れんで、まだペアが決まってないお前達にとっては、気が合う相手を見つけるための貴重な時間になる。ただの旅行じゃなく、これも授業だからな～」

（親睦を深めて、みんなで旅行して、登山に食事にキャンプファイアー!?）

「はいっ。わかりました」

　聞いただけでわくわくして、ココロは元気よく返事をしたのだった。




　食堂で昼食を食べ終えたお昼休み。

「ふぅ……。美お味いしかったぁ～」

　ココロは満足のため息をついてしばし思考を停止させていた。

　すると、食堂の出入り口付近の人混みがざっと左右に割れ、ゼンとリッカがやって来る。死神候補生にとってはまぶしい存在なので、みんなの目がゼン達に釘付けだ。

　ゼンは、自然にできた通り道を当たり前の顔をしてすたすたと歩き、ココロの前に座った。

「よう、ココロ」

「ゼン！　どうしたの、遊びに来たの？」

「お前、人を暇ひま人じんみたいに言うなよ」

「事実、暇人ではないですか」

　リッカがゼンの傍かたわらに立ち、冷静に告げる。

「そ、そんな事ねーだろ！　ちょっと仕事までに時間があるから、学校の様子を見に来てやっただけだし！」

（それを暇人って言うんじゃないのかな……）

　２人のやりとりを眺ながめながら、ココロは苦笑いを浮かべる。

「そういや、明後日から宿泊研修なんだってな。懐なつかしいな。オレ達も行ったよな？」

　ゼンがリッカを見上げた。

「ええ。そんな事もありましたね」

「へぇ～。ゼンはまだしも、キャンプファイヤーしてるリッカさんてなんだか想像できないなぁ」

「オレ様はまだしもってのはどういう意味だよ？」

「だって、ゼンがキャンプファイヤーの近くでお祭り騒さわぎしている様子は簡単に想像できるもん」

「うっせーよ！　つーかお前、そんな顔して笑ってられんのは今のうちだけだぞ。なんせ宿泊研修のロッジには……出るらしいからな」

　ゼンが声を潜ひそめて、そう言った。

「出るって？　何が？」

「なんだかわかんねー、おっそろしいもんがだよ。誰もいないのに後ろから足音がして、振り返ると黒い影がすーっと走り抜ける……とか。そのへんに置いた食い物が、誰も食べてねーのになくなってしまった……とか。最近、あそこの山に登ったりロッジに泊まったりすると、そんな不思議な体験をするという……」

　ココロを脅おどすように、ひそっと告げる。

「お、おそろしいものって……な、なに、その展開……!?」

　真顔になるココロに、リッカが眉まゆをひそめて嘆息する。

「ゼンの言う事をいちいち気にするんじゃありませんよ、ココロ。ロッジに何か妙みようなものがいるというのは、最近になってささやかれはじめた根も葉もない噂うわさですから。冥府と、わたし達の存在の成り立ちを考えてみてください。冥府に幽ゆう霊れいがいるはずがない」

「でも、冥府の住人の観光スポットみたいになってるっていう話だぜ？　あの山の、あのロッジに行くと『何か』に会えるかもしれないって。最近ロッジが大人気で予約とるの大変だっていう……」

「くだらない話です。死神が幽霊に会いたがるなんて。あまりにも無意味だ。ゼン、早く行かないと、時間ですよ」

　リッカにたしなめられ、ゼンが「だって、こいついっつもいい反応するからさぁ」と笑っている。

「も～、ゼンはいつもそうやってわたしを騙だましてからかうんだから！」

「騙してねーよ。教えてやったんだよ。最新の噂をな！」

　ひらりと手を振り、ゼンとリッカが食堂を出ていった。
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　宿泊研修の前日の夜、ナミが寮にやって来た。「準備してるかー？」と声をかけたはいいものの、ソファにころりと寝そべって、そのままくぅくぅ寝息を立て出した。

「……ナミ先生、何しに来たのかな？」

　首を傾かしげるココロに、ヨルが苦い顔をして応じる。

「さぁな」

　ちょうどそのときココロ達は、ヨルに言われて持っていく荷物を鞄かばんに詰つめているところだった。

　寝ているナミをとりあえず放置し、宿泊研修の栞しおりを片手に、リビングで各自で鞄をチェックする。

「夜に遊ぶトランプにボードゲームとあとマッチと火薬と……」

　カイリの荷物は遊具ばかりだ。

「不要なものは持っていくな！」

　すかさずヨルがカイリを叱りつける。

「全部必要なんだってー」

　カイリはヨルに火薬を取られないよう、鞄を持って部屋の向こうにさっと逃にげた。

　その傍らでシュンは、空からっぽの鞄を放置している。

「ったく、宿泊研修なんて面倒くせーなぁ……」

「シュンは必要なものも入ってないじゃないか。着替えもいるし現地で勉強もするんだぞ。最低、着替えと筆記用具くらいは入れておけ！」

　ヨルは今度はシュンを怒り、筆記用具と研修旅行の栞をシュンの鞄に詰め込んだ。

　黙もく々もくと自分の荷物を詰めていたアメが、ふと顔を上げ、ココロの手元を覗のぞき込み、つぶやく。

「ココロさんの荷物……」

「えっ？　わたしの荷物何かおかしい？」

　動どう揺ようして狼狽うろたえるココロの鞄を見たヨルが呆れた声音でトドメを刺した。

「ココロはお菓か子しを入れすぎじゃないのか」

「そんな事ないよ～。絶対にこれくらい食べるよ？　だって２泊３日だよ？　ユユもそう思うよね？」

（たしかに鞄がパンパンになるくらいお菓子を入れているけど……）

「ユユもココロは食べすぎだと思うよ～」

「今に限った話じゃないですからね。僕も、毎食、ご飯を５杯おかわりする女性を見るのははじめてです。ココロさんはすごいですね」

　アメが淡たん々たんと言う。

「うぅ～。その『すごい』って誉ほめ言葉じゃないよね……」

　だってお腹がすくんだもんと、うつむく。あまり感情の起き伏ふくを外に出さないアメが、整った顔に呆れを見せるので、ココロは恥はずかしくなり赤せき面めんした。

「大丈夫。ココロが食べ切れなかったら俺も手伝うし。みんなで食べれば平気だろ！」

　カイリがまとめに入ってくれたので、ココロはそのまま鞄のファスナーをどさくさ紛れに一気に閉めた。

　ジッという音が耳に入ったのか、ナミが「ふぁ～」とのびをする。

「うん。ここはヨルが仕切ってくれるから俺が注意する事は特にないようだな」

　ゆっくりと起き上がり、首を左右にコキコキと慣ならして、笑って言う。

「くっ……。先生がちゃんと指導してくださらないと困ります」

　ヨルの眉間のしわが深くなったが、ナミはおかまいなしだ。

「俺はお前らを信用して自主性に任せてるだけだよ。これもちゃんとした指導だ。ま、頑張れよ」

　ゆらりと斜ななめに立ち上がり、白衣の裾すそを翻ひるがえして部屋を出ていく。

「マジで何しに来たんだよ、アイツ」

　シュンが後ろ姿を見送ってつぶやいたのだった。
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　宿泊研修の朝は快晴だった。

　全校生徒が勢せい揃ぞろいで一応の注意事項を聞いたのち、各クラスごとに乗り合い馬車に乗って山の麓ふもとまでいくのだという。

　校長先生の挨あい拶さつのあと、生徒の列がばらりと解ほどける。

「うわぁ。馬車がたくさん……。あ、ジョセフィーヌもいる。ジョセフィーヌ、今け朝さ、ちょっと疲つかれてるみたいだったのに大丈夫かなぁ。特別に角かく砂ざ糖とうをこっそりあげたんだけど……」

　城を出てすぐのところに、黒地に金の縁ふち取どりの２頭引きの馬車が何台も並んでいた。車輪が大きくホイールも金だ。今朝、ご飯をあげた馬の姿を見つけ、ココロは駆かけ寄っていった。

　ちなみにジョセフィーヌという名前はカイリがつけたのだそうだ。カエルのマクシミリアンといい、カイリのネーミングセンスはある意味一いつ貫かんしている。

「待てよ、ココロ。あんまりうろうろすると行き着く前に迷子になっちゃうぞ」

　そう言いながらカイリがココロの後ろを駆けてきた。ちらっと振り返るとカイリも笑顔で、ココロはそれだけで楽しくなる。

「そういうカイリも、勝手な行動を取るんじゃない！　馬車にはクラスみんなで乗るようにと先生からの指示が……あぁ、まったく」

　ヨルの怒る声ですらココロをうきうきさせる。

（みんなで旅行って嬉うれしい。補習組のみんなともっと仲良くなれるよう、頑張ろう！）

「なんだお前らは。見かけない顔だな」

　駆け寄ったジャセフィーヌの鬣たてがみに手を置いて覗のぞき込んでいると、見知らぬ少年がココロを見み咎とがめ、そう言った。

　さらさらと流れるまっすぐな淡あわい茶色の髪。青い双そう眸ぼうがココロ達を値ね踏ぶみするように見み据すえている。同じ学校の制服姿なのだが、ココロと違って、彼の出いで立ちはピシッと隙すきがなく、ココロは気け圧おされてしまった。

「えっと、わたし達は……」

　おどおど応じるココロの代わりに、カイリがココロをかばうように前に立った。

「特別補習組の生徒だよ」

　カイリが胸を張って、そう答えた。

　明るい髪の色の隙間に覗のぞくカイリのうなじはまっすぐで、悪いた戯ずらばかりしていても、姿勢も気持ちもまっすぐなカイリの本質をそのまま表しているようだった。

「特別補習組？」

　相手は不ふ審しんそうに眉まゆ根ねを寄せてから、小こ馬ば鹿かにしたような笑みを浮かべ続ける。

「……ああ、噂うわさで聞いた事がある。ダメダメな学生達が集まる、この学校の墓はか場ばって噂をさ！」

「……ずいぶんな言い方してくれてんじゃねーか」

　吐はき捨てるきつい声が聞こえ、ココロはそちらへと首を回す。シュンだった。

　いつの間にかカイリだけではなく他のみんなも側にいた。シュンにアメ、ヨルにユユ。

　神経質そうな顔立ちの少年はココロ達をくるりと見回し、ココロにだけ視線を留めて言った。

「ああ、お前の顔は知ってるぞ」

「えっ、わたし？」

「総合２点っていう、脅きよう威いの点数をたたき出したアホ女だろう？」

　はっと鼻で笑って蔑さげすむようにそう言った。

「っ!!」

（わたしのテストの点数ってそんなに有名になってるの!?　は、恥はずかしすぎる……!!）

「わぁっ、すごい！　ココロ、有名人だね！」

　ユユが暢のん気きに合いの手を入れてきたが、ココロはまったく嬉しくない……。

「そういう君はさぞや優秀なんだろうね。君の名前は？」

　しかしカイリも負けてはいなかった。一歩踏ふみ出し、挑戦的にそう聞いた。

「今年度、現在最優秀成績を修め続けているヒイロさ。覚えておくといい」

　ふんっと鼻息荒く相手が応じる。

（ヒイロ君っていうんだ……）

「すごい！　最優秀の成績なんだ!?」

　ココロがユユに言われた「すごい」とは比べものにならない。最優秀というと本当に別格ではないか。驚おどろいて目を丸くしてヒイロを見つめるココロだった。まさしくココロとは真逆の人だ。

　ココロの素直な感かん嘆たんに、ヒイロは逆にたじろいだ。視線をさまよわせ、狼狽うろたえたように目元を赤くする。

「な、なんだよ。いいから、そこ、どいてくれ。この馬車は僕達、優秀な生徒の御ご用よう達たしなんでね。君達落ちこぼれ組はオンボロの安い馬車で来るといいさ！　そうじゃなきゃ徒と歩ほでな！」

　ヒイロがそう言い放ち、冷たい視線をココロ達に投げつけ、馬車へと乗り込んだ。

「くそっ。腹の立つ野や郎ろうだな。威い張ばりやがって」

　シュンが怒いかりにまかせたように罵ののしる。

「でも最優秀の成績って、やっぱりすごいと思うよ」

　それより、とココロは当初の目的どおり馬のジョセフィーヌに顔を近づけて話しかける。

「ジョセフィーヌ、朝ご飯食べたら、元気になったのかな？　角砂糖が効いた？」

　ぶるんっと頭を振ってジョセフィーヌが元気さをアピールしてくれた。

「うん、平気そうだね。よかった。じゃあ道中、気をつけてね。みんなもね」

　馬達それぞれをそっと撫なでているココロに、シュンが口ごもる。

「……お前」

「うん。なぁに？」

「なんでもねーよ。さっきみたいに突っ走って迷子になんなよ、アホ毛」

　パッと片手だけ振って冷たく言いシュンが離れていく。「アホ毛って……」とココロは慌あわてて自分の髪を両手で押さえた。




　ネザーパークから離れ、山の麓まで、６人乗りの馬車で走る。他のものより少し格が落ちる馬車だったが、そこは気にしない。

　ずらっと馬車が並んで走っていく様子が不思議で、ココロは何度も窓まどから身を乗りだして外を見た。その度たびにヨルに怒おこられ、最後にアメに「ココロさんはいつも子どものようですね」と呆あきれられた。

「わ～、山だ！」

　到着し、馬車から降り立ったココロは歓声を上げた。

　ココロの想像以上にちゃんとした「山」が目の前にあった。

　もちろん学校行事で登山に選ばれるような山なので、そこまで険けわしいわけではなく、道路もきちんと整備されている。

　蹄ひづめの音が近づいてきて、白塗りの馬車がココロ達の側で停てい車しやした。

「こっからはオリエンテーリングがてらの登山だからな。クラスみんなで、ちゃんと地図に載のってる目印をチェックして、登ってくように。といってもチェック場所は途中の一いつ箇か所しよと頂上だけだけどな～。ルートはどこを選んでも別にいいぞ～。今回の登山は、到着時間が早くても別にいい事もないから競きそう必要もないからな」

　窓からナミが顔を出し、のんびりと告げる。

「はーい。ナミ先生はどのルートを通るんですか？」

　尋たずねたココロにナミがあっさりと返した。

「俺か？　俺は馬車ルートだ」

「え、登山しないで馬車で頂上まで行くんですか？」

「そうだ。なんせ年だからな。若者と一緒に登山なんて無理無理」

　顔がひゅっと引っ込み、ナミを乗せた馬車が静々と走り出す。

（ナミ先生、自由だな～）

「それじゃあみんなで登るか！　ルートは地図見てここがいいと思ったんだ。ちょっと遠回りだけど登りやすそうなとこ。最初に体力温存して歩いてって、中間地点チェックしたあとは、距離短くてちょっと険しいルートで早めにフィニッシュって計画！」

　地図を持ち、カイリが先頭を切った。ヨルも、大きなリュックにくくりつけていた杖つえを伸ばし、手にして歩き出す。登山用品なのか、持ち手がついて、伸しん縮しゆく自在の金属の杖だった。それを見てシュンがガクリとうなだれた。

「杖って、どこのジジィだよ……」

　片手で杖をついて歩くスタイルは、たしかに老人によく見かけるそれだ。

　ヨルのルックスがいいせいもあって、手にした杖とのギャップがすごい。

　でもヨルは「これがあるほうが登りやすいんだ」と堂々と杖をついて傾けい斜しやを踏みしめ登っていく。

「そうなの？」

　あまりにもきっばりとしているから妙みような説得力がある。ココロは、だったら自分も杖があったほうがいいのではと、付近を探した。木の枝の手ごろなものを拾い上げ、地面について歩いてみる。

　カイリがそんなココロを横目で見てくすっと笑い、気合いを入れるように大声で言う。

「よーし。じゃあ、なんか歌おうぜー。ハイキングの歌」

「ユユもーっ」

　歌声が流れる。

　カイリとユユは気が合うようだ。ユユはぴょんぴょんと跳はねるようにしてカイリの後ろについた。ユユとカイリは軽い足取りで、今にも走り出しそうだ。

　シュンは仏ぶつ頂ちよう面づらで「歌なんて歌って、何が楽しいんだか……」と投げ捨て、大おお股またで歩く。アメはというと無言でココロの少し後ろを付いてきた。

　カイリの歌声が楽しげで、ココロもつられてハミングする。聴いた事のない歌だけれど、覚えやすいフレーズが何度かくり返されていて、耳に馴な染じんだ。軽快で明るく元気の出てくる歌だった。

　知らない歌だから、合わせて口ずさむココロの音がたまにずれるのも、それはそれでよしという感じだ。

　カイリの歌声は甘やかで、けれどどうしてか少しだけ寂さびしさを滲にじませていた。

　ずっと舐なめ続けたい甘い飴あめみたいな声だ。大事にして舐めていても、いつかきっと溶けてなくなってしまう、そんな優しくて冷たい甘さ。

　威い勢せいのいい楽曲と歌詞に、カイリの魅力的な声という取り合わせが、耳に染み込むようだった。

「いい歌だね。誰の歌なんだろう」

「俺が今作った歌」

　即そつ興きようソングというあたりが、カイリらしくてココロはつい笑ってしまう。そうしたらカイリも笑い出した。

　カイリの歌声に混じる寂しさが、笑う事で消しよう滅めつした。ぐっとテンションが上がり、一気に明るさが増して、さらに勢いのいい歌になった。即興ソングに、ときどきマクシミリアンの「ケロッ」という鳴き声まで加わる。

　そうやって歌いながら、ココロ達は、林りん檎ごの皮をむくように山肌にくるりと巻きついて整備された道を歩いた。途中で１回、何もないところでココロが転び、シュンに馬ば鹿かにされ、アメに嘆たん息そくされるというアクシデントがあったが、それ以外はいいペースで山を登っていく。

　最初のポイントにたどりつく。山の中ちゆう腹ふくにあるリフト乗り場だ。ココロ達は別の側から登ってきていたが、下からここまではリフトで登る手段もあったようだ。

　たぶんこの道が一番手軽な登山コースなのだろうけれど、途中から傾斜もきつくなってきて、ココロの息も上がって汗が滲んでいた。

　平たいらなときは気にならなかったが、坂になると杖で支点を作って登る楽さが足腰の負ふ担たんでわかる。

　ヨルを見み倣ならって、枝を見み繕つくろってよかった。

「チェック……と。休きゆう憩けいするぞ」

　カイリが言う。

「お、思ってたより本気の登山なんだね……」

　ココロはハンカチで汗を拭ふいて、水筒のお茶を飲む。カイリは「そうか？」と聞き返し、ヨルは「このあとの道のほうが大変なんだぞ」と地図を確認している。シュンは汗ばんではいるが平気な顔だ。

　アメだけが、ひどく疲れた顔をして、道ばたの大きな石にぺたりと座り込んでいた。

　他のみんなは水分補給をしているのに、アメは座ったきりぼんやりとしている。水を飲む元気すらない様子だった。

（そういえばアメ君はずっと無む言ごんだったな。もしかして、無理をしてるのかも。心配だな……）

「大丈夫？　はい。アメ君の分」

　ココロは水筒のお茶を蓋ふたのカップに注そそぎ、アメへと手渡した。

　容器を手渡すときにアメの手に一瞬だけ触れた。びっくりするほど冷たく感じ「え!?」と声を上げる。アメはというと電気が走ったみたいにハッとしてココロから手を離し、カップを両手で抱かかえ直して、口をつけた。

「……ありがとう、ございます」

　アメが上目遣いでココロを見る。小さな整った顔の下半分がカップで隠かくれている。

　長めの前髪のあいだで光る澄すんだ目と、抑よく揚ようのない声のせいか、アメの様子は人ひと慣なれしない小動物みたいだった。

　無条件に人の心をわしづかんでくるような、いたいけな眼まな差ざし。

（か、可か愛わいい……）

　ちゃんと様子を見てあげないと、すーっと消えてなくなってしまいそうに儚はかなげで綺き麗れいで、ココロの胸がきゅんとする。

（アメ君て、ちょっととっつきにくい子なのかもしれないって思ってたけど……こうして素直にお礼を言われたりすると、なんだかドキッとしちゃうな）

　だから、というわけではないけれど。

　ココロはそれまで持っていた木の枝の杖をアメに差し出した。

「これがあると本当に少し楽みたい。もしよかったら、使って」

「でもそれ、ココロさんのですよね」

「わたしは平気。体力だけが取とり柄えだからねっ」

「そのとおりだな。アホ毛」

　シュンが２人の会話に割って入る。

「ひ、ひどいよシュン君～！」

　ぷうっと膨ふくれたココロに、アメが小さな笑みを浮かべ「わかりました。使わせてもらいます」と、カップと引き替えに杖を手に取った。立ち上がったアメは、お茶を飲んで休憩したせいか、少しだけ持ち直したようだ。

「それじゃあ、そろそろ頂上目指そうか。俺もけっこう足にきてるから、このまま整備された道を歩いて行こう」

　カイリが地図をしまって、にっこり笑ってみんなを見渡す。登山前の予定では、この後はきついルートを歩くと言っていたのに、さらっとリーダーシップを取ってルート変更を宣言する。

「わかりました」

　最初に返事をしたのがアメで、歩き出したのもアメだ。

　カイリの咄とつ嗟さの切り替わりや言い方。反応してすぐに立ったアメ。シュンのココロへの突っ込み。三者三様の優しさと気遣いだった。

　ココロも「はい！」と声を上げ、水筒をしまった。

（なんか……みんなちゃんとわかりあっている……って感じだなぁ）

　アメがココロに渡された杖をついている。

　木の枝の杖とアメというのは、ミスマッチだった。ココロが探した木の枝は不格好なただの枝で、アメに渡すならもっと吟ぎん味みして拾えばよかったかもと、変な後こう悔かいをしてしまう。

（わたしってみんなのなかの、あの木の杖かも……。そのへんで拾ってきたまがい物っていうか……。だってみんなは「どうしてここにいるの？」って思うくらい、実は落ちこぼれてない感じがする。仲間っていっても、わたしだけ、まだ仲間になれてない気がするよ……）

　ココロは彼らにちゃんと認みとめられているのだろうか。もしかして「落ちこぼれ組」のなかの、さらなる「落ちこぼれ」が自分なのでは……と、胸の奥がツンと痛む。

　杖の力は思っていた以上に偉い大だいだったようだ。

　三十分ほど歩いているうちに今度はココロのほうがへこたれてきた。でも疲ひ労ろうをアメに気取られると、逆に気を遣わせてしまいそうだから元気よくふるまうココロである。

（ここでわたしが疲れを見せたら、全員に迷めい惑わくかけることになっちゃう。杖を渡されたアメ君だって困ると思うし）

「よーし、カイリ君、またハイキングの歌、歌っちゃおうよ！」

　こんなときは歌だ。大きな声を出して自身を奮ふるい立たせるに限る。

「お、ココロ元気だな！　それじゃあ次はココロの自作の歌でいこうか？」

「え～。わたしの自作……ええっと、ええっと」

　ココロは「山を登ると～お腹がすくのだ～♪」と、思いついた歌詞をメロディに乗せる。

「お腹がすくと～、そのあとの夕飯が楽しみ～♪　お菓か子しももちろん美お味いしい～♪　登らなくても美味しいんだけど～♪」

　仏頂面で歩いていたシュンが、そこでブッと噴ふき出した。

「アホ毛の歌は、無む駄だに元気がつくな」

「シュン君、『無駄に』は余計だよ～」

　そこでココロの息がとぎれる。大きな声を出した分、呼吸が上がった。ぜいぜいと息が切れる。

　先を歩いていたヨルが身体からだを少しねじり、ココロを振り返った。じろりと睨にらまれ、怒られるのではとココロは身をすくませる。

「ほら、摑つかめ」

　しかしヨルはココロの前へと自分の杖を差し出したのだった。

「えっ？　でも……」

「つべこべ言わずにいいから摑め」

「……？」

　取っ手のある側をぐいっと押しつけられ、ココロはそれを摑んだ。ヨルも杖の端を握ったままなので、杖を真ん中にしてつながるような形になった。杖を挟はさんで互いの手をつないでいるような状態だ。

　ココロが摑んだのを確認し、ヨルは前を向いて歩き出す。

「うわっ……あ……と」

　引っ張られてココロの足が前に進んだ。力強い足取りでヨルはココロを牽けん引いんしてくれる。

　そうして背中を向けたまま、変わらぬ冷たい声でココロに告げた。

「足手まといになられるのは迷惑だ。集団行動なんだから遅おくれるな」

　言葉や表情とは裏腹のヨルらしい親切に、ココロは元気づけられた。

（うん。まだたくさん頑張れる気がしてきた！）

「ありがとう。ヨル君、優しいね」

　ココロが感謝すると、ヨルのうなじがほんのりと赤くなった。そして、いきなりすごい勢いで引っ張られ、ココロは続ける。
















「ヨル君て、力持ちだね」

　前へと引っ張っていく力強さに、ココロが感嘆した。途と端たん、ヨルが振り向いてぎろりとココロを睨む。

「いいから、お前は黙だまって引っ張られていろ」

　口調にも目つきにも棘とげがあるのに、ヨルのうなじが朱しゆ色いろのせいか、険を感じられない。

（後ろから見ないと気づかなかった。そっか、ヨル君も、誉ほめられると照れたりするんだな。怒ってるように見えても、実はそうじゃなかったり……？）

　ココロはそう思う。気持ちの内側がくすぐったいようにこそばゆくなっていく。

「うん」

　ヨルはそれきり口をつぐんで、ずっと杖を引いてくれたのだった。
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　歌を歌ったり、引っ張ってもらったりして全員で無事に頂上のロッジにたどりついた。

　傾斜のゆるい整備された長距離コースを使ったため、ココロ達はみんなより遅めに到着する事になった。競わなくてもいいと言われていても、他のクラスはできるだけ早く着くことにしのぎを削けずっていたようだ。

　ロッジ前の広場では、すでにクラスごとに列ができていた。整然と並んでいる生徒達がココロ達の到着を冷たい目で迎え入れる。

「ふんっ。やっぱりお前達がビリだったんだな」

　ココロを見て、列のなかにいたヒイロが鼻で笑って吐き捨てる。

　シュンの表情があからさまに険しくなる。

「主役は遅れて、最後に登場っていうのがセオリーだろ？　待たせてごめーん」

　だが、カイリは笑って、はきはきと切り返した。

「なっ……」

　ヒイロは目を丸くしている。そういう返事がくるとは想定外だったのだろう。咄嗟に言い返せないヒイロの側を横切って、カイリは空あいている場所に陣じんどって座った。

　全員が揃ったという事で、教師が１人、前に立った。今回の宿泊研修の目的や、これからのスケジュールについてを手短にまとめて伝えはじめる。

「このあとは昼食を各自でとってください。夕食の準備まではクラスによって過ごし方が違います。各クラスで集まって、担任の指示を聞いてください。皆さん、怪け我がに気をつけて、有意義な研修旅行を過ごしてください。以上！」

　言い終えると、各クラスの教師のもとに生徒が駆けていく。

　ココロ達も立ち上がり、指示を仰あおごうとナミの姿を探した。

「あれ……ナミ先生は？」

　しかし、ナミは何ど処こにもいない。それぞれのクラスの生徒達が担任のもとに集まっているのに、ココロ達だけはうろうろとするしかなかった。

「あのダメ教師、いねぇのかよ。ったく、相変わらず使えねぇな」

　シュンがチッと舌した打うちをする。

「何処かで寝ているのかもしれませんね」

「……たぶん、そうなんだろうな」

　アメとヨルが顔を見合わせ、言った。

「仕方ない。みんなで手分けしてナミ先生を捜そう。アメとシュンはあっち、俺とヨルはそっちで、ココロとユユはあそこらへんな！　よし、いくぞ～！」

　カイリがみんなに指示し、身を翻ひるがえして、広場の向こう側へと走っていった。

　言われるがままにユユと一緒にナミを捜そうとしたココロだったが、

「ユユ、疲れちゃった。それにナミ先生はダメ教師なんかじゃないもん。待ってたら広場に来てくれるよ！　ユユは捜さないでここにいる」

　と、ユユがむくれたので途方に暮れる。

「えーと……でも、そうだね。ナミ先生が戻ってきたときにわたし達が誰もこの広場にいなかったら、それはそれで困るよね。じゃあユユはここにいて、ナミ先生を見つけたら、わたし達みんな、先生を捜しに行きましたって伝えてくれる？」

「うん。わかった！」

　ユユがうなずいてくれたので、ココロは１人でナミを捜しに、みんなとは別方向の林へと分け入っていったのだった。




「先生～。ナミ先生～」

　ココロが呼んでも、返事はない。

　広場から離れていくにつれ、緑の色が濃こくなっていく。高い木の合間にこんもりと低木の茂しげみが密集していた。

　あたりは草の丈たけも長く、葉が生おい茂って、少し先の景色さえも見えなくなっている。ナミの姿を捜しながらくるりと見渡すと、背後の茂みから、がさっと音がした。

「きゃっ……！」

　何者かがココロの腕をくいっと摑んで引っ張った。

　気が付くとココロは茂みのなかに引きずり込まれていた。木の枝が腕に当たる。しかし、引き寄せた相手がココロの顔をかばうように抱いたため、痛みは感じなかった。

　トクン、と心臓が鳴った。

　懐なつかしい匂においと体温に包まれたような気がした。

　すっと視界が開く。

　茂みを抜けたのだ。

　樹じゆ木もくに閉ざされた向こうからはわからなかったが、そこは整地された休憩所であった。付近の草は短く刈かり込まれ、中央には少しだけ土が盛られている。円形のテーブルの上には屋根がついていて、それを囲むように丸い椅い子すが並んでいた。

　傍かたわらにはブリキでできた四角い灰皿が置かれている。

「しっ……」

　低い声がしてココロは顔を上げる。

　ココロを抱きしめていたのは──ナミだった。

「大声出すと見つかっちまうだろう。年寄りには適度な休養が必要なんだ。そのへん察さつして休ませといてくれよ」

　ナミがいつも吸っている煙草たばこの香りがふっと鼻び腔こうをくすぐる。そうしてナミは、ココロを抱きしめたまま、顔を覗き込んだ。

（ち……近い！　ナミ先生、顔が近いよ……!?）

　ココロの頰ほおにカッと朱がのぼる。

「ナミ先生っ!?」

「だから、しーって。黙ってろ」

　ココロの唇に、ナミのひとさし指がそっと触れる。抗こう議ぎしようにも、ナミの指先の感触に固まってしまって何も言えない……。
















　眼鏡めがねのレンズの奥で、ナミの双眸が意地悪に、からかうように瞬しばたたいていた。

　触れられた箇所から焦じれったいような熱が伝わってくる気がして、ココロの胸の鼓こ動どうがさらに速まった。

　言葉を発することができず沈ちん黙もくすると、ナミの手が唇から離れ、ポンッとココロの頭をゆるく撫なでる。

「その調子で黙ってろよ～。俺が一いつ服ぷくし終わるまでいい子で待ってろ」

　そう告げると身体を離し、ナミは灰皿の側まですたすたと歩いていく。白衣のポケットから煙草を取り出し、口に咥くわえて火を灯ともす。器用そうな指で煙草を挟み、ふうっと美味しそうに煙を吐いた。その一連の仕草すべてが、大人の男らしくさまになっている。

「いい子……って」

　ココロが呆ぼう然ぜんとしてつぶやくと、ナミがくすりと笑った。

　どういう顔をして、何を言えばいいのかココロはわからなくなってしまった。トクトクと高鳴ってしまった胸を抑え、ナミに向かって唇を尖とがらせて訴うつたえる。

「ナミ先生、みんなナミ先生のこと捜してるんですからね。煙草吸い終えたら広場に戻りますよっ」

　ドギマギが高じて、怒るしかなくなっていた。

「はいはい、わかったよ。お前もそんなとこに立ってないで、そこに座って待ってろ～」

　煙草を挟んだ指で、対面の椅子を示しナミが笑っている。余裕たっぷりで、子どもの言うことなんて別に気にも留めないといった口調だ。

「もうっ」

　ココロはナミの向かいの椅子に座った。目の前に座るナミは日だまりでくつろぐ猫のように目を細め、ぷかぷかと煙草の煙を唇から吐き出している。

（あ、でもこの場所、気持ちいいなぁ……）

　屋根がちょうど日差しを遮さえぎり、汗ばんでいた身体に風が吹きつけ、心地良い。

（そういえば猫って、いつでもその時期にいちばん居い心地ごこちのいい場所を知っていて、陣どってるんだよってユユに聞いたことがある）

　ナミは猫みたいに、常に「最適の場所」を知っているのかもしれない。

　自由すぎるナミの側にいると、ココロもなんとなく自由な気持ちになれる。すべては気のせいなのかもしれないけれど……。

　ナミのスローペースに引きずられるように、ココロの疲れはゆっくりと引いていった。

　そうして、ぼんやりと静かな一服タイムを共有し、煙草を吸い終えたナミを連れて、ココロは広場に戻った。




　広場は閑かん散さんとしていた。補習組のメンバーだけが、頭を付き合わせて待っている。

「みんな～。ナミ先生、いたよ～！」

　ココロが走って報告すると、カイリが顔を上げ、

「お、ココロが見つけたのか。よくやったな!!」

　と破は顔がんする。

（カイリ君て、些さ細さいな事でもすっごく嬉しそうに誉めてくれるよね）

　登山途中のアメへの気遣いといい、カイリは身構えず、自然に人に優しくできる性格なのだろう。

「ナミ先生、捜したんですよ」

　小言を言うヨルに対して、ナミが「あー、ご苦労さん～」と気の抜けた声で返す。

「とりあえず、昼食はロッジで食べてもいいし、炊すい事じ場ば近くの広場で食べてもいいぞ。それじゃ、荷物を置きにロッジに行くか。付いてこーい」

　ナミが白衣のポケットに手を入れて歩き出したので、ココロ達は「ナミ先生ときたら……」と一様に呆れた表情になって、ぞろぞろと彼の後ろを付いていった。
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『特別補習組』には２棟のロッジがあてがわれた。１棟はココロとユユ。もう１棟にカイリ、ヨル、アメ、シュンが泊とまる事になる。

　ナミが「ココロは女の魅み力りよくがないから全員で１棟でもよかったんだけど、校長先生がいくらなんでもそれはって言うから分けた」と、案内の際に説明しなくてもいい説明をつけ加えてくれた。

（女の魅力がないって、そんなのわかってるけど……でも、やっぱりひどいよ～！）

　わかってしまうところが問題なのだと思いながらも自由時間を過ごしたあと、集合時間になるとココロ達は夕飯の準備のため、指定時間に炊すい事じ場ばへ集まった。

　各クラス、それぞれに協力して調理をする事になっている。

　ココロ達の献こん立だてはカレーライスに野菜サラダとスープだ。外の炊事場ならば定番のもののほうが失敗も少ないし安心だろうと、多数決で決めた。

　持ち込んだ材料を洗い、手分けして切っていく。

「キャンプだったら豚ぶたの丸焼きが一押しだと思うんだけどなー」

　自分の提案した料理ではなくカレーに決まった事に不満を持っているのか、カイリが野菜を切りながらそう言った。

「材料を運ぶのも俺達だっていう事を考えろ。豚１頭なんて担かついで登山してたまるか」

「俺とヨルなら運べた気がしないか？」

「うるさい」

　ヨルはカイリを一いつ喝かつしてから、ココロへと視線を向ける。

「ココロ！」

「は、はいっ」

　ココロは何かまた怒おこられるのではないかと身構えた。

「火傷やけどとか切り傷とか……その……気をつけろよ」

　語尾が少しだけとまどったようにかすれて、小さくなった。心配のあまり声をかけるも、思いがけずココロにまっすぐに見返されて動どう揺ようしたかのようだった。

「あ……うん。ありがとう。気をつけます」

「別に感謝されるような事は言ってない。お前はしょっちゅう火傷と怪け我がをしているから、注意しておいただけだ」

　ココロがにこっと笑い返すと、ヨルは視線を逸そらして答え、離れて行った。

（うぅ、ヨル君にはドジしてるところたくさん見られてるからなぁ……）

　ココロは、怪我をしないようにしなくてはと気にかけながら、じゃがいもを切っていく。芽めのところを抉えぐって取るのがちょっと難しい。皮をむくのも難しい。ココロがむいたじゃがいもは、もとの形から２回りくらい大きさが縮ちぢんでいた。

　隣でシュンが玉ねぎを切っている。タンタンタンとリズミカルな包丁の音がする。

　シュンはちらっとココロを見て──。

「……っ。アホ毛、ちょっと貸せ。そんなんじゃ、いもがなくなっちまうだろうがっ」

　ココロからじゃがいもを奪い取り、するすると皮をむいていく。ピーラーを使わず包丁の角で芽を取っていく様子が手て慣なれている。

「シュン君、すごいね！」

　思わず尊そん敬けいのまなざしになって、シュンを見上げるココロである。

「すごーい。器用～」

　ココロがすぐ横で、手元と顔を交互に何度も見て重ねて感かん嘆たんすると、シュンの目元がパッと赤く染まった。

「べ、別にこんなん普通だろ。お前が特別できないだけだ。あんまりこっち見るんじゃねーよ」

「ご、ごめん」

　視線を逸らしたココロの逆隣で、人にん参じんの皮をむいていたアメが会話に加わってきた。

「そうですね、料理の腕にかけては、シュンはすごいと思いますよ」

「だよね？　シュン君すごいよね」

　同意の言葉に勢いづいて、ココロはアメを見る。

「シュンは意外と器用なんですよね」

　アメは自分が誉ほめられたかのように誇ほこらしげな顔で笑った。

（わ、すごい可か愛わいい笑顔！）

　それはココロが見み惚とれるほどの、春先の花みたいな鮮あざやかな笑顔だった。

　アメとココロの様子を見たシュンがさらに声を張り上げた。

「意外とってのはどーゆー意味なんだっつーの。ほら、いつまでも、ぼーっと見てんじゃねーよ。むいたから、これ切れよ。それならアホ毛にだってできるだろう？」

　嚙かみつくような言い方で、ココロ達を睨にらみつける。しかし、シュンはよく見ると、目元だけじゃなく耳の先まで赤くなっている。

（ひょっとしてシュン君……照れてる？）

　ふてくされたように視線を逸らした横顔には、ココロの気持ちをくすぐってくるような魅力があった。

　不良っぽい態度や見た目で、いつも非協力的なシュン。それは彼の本質ではなく、本当はただ不器用で、人並み以上に照れ屋なだけなのではないか……。

　じゃがいもの皮むきを手伝ってくれたのがなんだかとても嬉うれしい。誉め言葉に恥はずかしがって怒るシュンがちょっと可愛い。

　言葉とは裏腹にシュンの耳先の朱色が、感情を伝える。

「うん。手伝ってくれてありがとう。じゃがいも、切りまーす」

「宣言すんな。うぜぇ」

　冷たく言い捨てられても、ココロの気持ちは温かくほころんでいた。




　カレーのいい匂においがあたりに漂ただよっている。食欲を刺激するスパイスの香りに、ココロのお腹の虫がぐうっと鳴った。鍋なべで炊たいたご飯を蒸むらし、サラダもスープもできあがる。

　各々の皿に盛りつけ、席に着く。

　できたての料理から湯ゆ気げがふわふわと立ちのぼった。

　サラダの皿には、赤く熟うれたトマトに青々としたキュウリとレタス。ヨルが作ったフレンチドレッシングが野菜にとろっと振りかけられていた。

　スープの具はトマトと玉ねぎとじゃがいもだった。乱切りになったじゃがいもは、角の部分を残したままいい感じに煮にえている。

　ココロは箸はしを持ち──。

「いっただきまーす。うん！　美味し……い……。ん、あれ？」

　とろとろに煮えた玉ねぎの甘みとトマトの酸味、それを追いかけるようにブイヨンの旨うま味み──そして具材の玉ねぎとじゃがいもが……ほくっと口のなかで崩くずれる……はずなのだけれど……。

「……ん？　なんだこれは……」

　無言になったココロの向かいの席で、ヨルが声を上げ、器うつわのなかを凝ぎよう視しした。

「ええ。なんだか甘いです。これは、林りん檎ご……ですね」

「なんでだよ……じゃがいもじゃねーのかよっ」

　アメとシュンもスープに手をつけ、口々に言った。

「じゃがいもも入ってますが、同じ形で切った林檎も入ってます。これ、見た目では見分けがつきませんね」

　どうやらこのスープのなかには半々の確率で、じゃがいもに似せて切られた林檎が混じっている。

　アメが眉まゆ根ねを寄せたのと、ヨルがハッとしたように目を見開くのが同時だった。

「こんなことをするのはカイリだな!?」

「そのとーり！　大成功～！」

　ぎろりと睨みつけられてもカイリは悪いた戯ずらっぽい顔でニッと笑っている。

「なんでお前はそういうくだらない事ばかりするんだっ」

　がみがみと叱しかり出すヨルに、カイリは首をすくめる。でも特に堪こたえてはいないようだ。カイリが「楽しかった？」とでもいうようにココロに笑いかけた。

「なんかこれはこれで予想外の味で美味しい……かもしれない。っていうか、考えてみた事なかったけど、じゃがいもと林檎って切り方を同じにしたら、そっくりなんだね。カイリ君、よくこんな事思いつくね。カイリ君て、ある意味、天才なんじゃ……」

　ココロは素直に感心してしまった。

　ココロの言葉にカイリがパッと顔を輝かがやかせる。

「だが、カイリは才能の使い方を間違ってる」

「そんな事ないって。俺はいつだって、みんなで楽しむためにアイディアを使ってるんだから！」

　そう笑顔で言うカイリに、ヨルが深く嘆たん息そくし、うつむいたのだった。
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　スープは不思議な味わいだったが、カレーやサラダは美味しかった。

　食べ終えて食器や鍋を洗い、ココロはうきうきとして、提案した。

「じゃあ食後のデザートで持ってきたお菓か子しをみんなで食べない？」

　でも、シュンは何も言わずにココロを無視して去っていく。

「僕はもうお腹がいっぱいですから」

　アメが席から立ち上がる。

「そっか。じゃあお菓子はあとにして、もうちょっとお話ししようよ」

「俺は腹ごなしにそのへんを歩いてくる」

　ヨルもそっけなく告げ、歩き去った。

「ユユも！　満腹だよ～。ちょっと走ってくる～」

　ポンッと猫の姿に戻ったユユまでもが、ココロを置いていった。

（あれ？　みんな行っちゃうの？）

　最後に残ったカイリをすがるように見つめる。

「じゃあ……じゃあね、今は満腹だとしてもこのあとみんなで一緒にお菓子を食べたいの。だから、お腹をすかせるために一緒に散歩しようよ」

　必死に食い下がるココロに、カイリが、思わずというふうに小さく笑った。

「いいよ。わかった」

「え？」

「どうしてそんなに驚おどろいてるんだよ。散歩するんだろ。ほら、行こう！」

　カイリにも断られるのではと思い込んでいたココロは嬉しくて、飛び跳ねるようにして椅い子すから立ち上がった。




　気づけばもう夕暮れで、西の空が朱色に染まっている。たゆたう雲が虹色に輝いて幻想的だ。

　カイリとココロの足もとに２人の影が長くのびる。歩く２人の距離は開いているのに、影だけは仲が良さそうに寄り添って、一部が重なっていた。

　なんとなくそれが寂さびしいような、それでいてくすぐったいような、そんな心境でココロは黙だまってカイリの隣を歩く。

（みんな……１人１人は優しいし、いい人で、親切にしてくれるときがあるのになぁ。わたしが『みんなで何かしよう』って言うとスーッと引いていっちゃう。これって、わたしがダメダメで、みんなの足を引っ張っちゃうからかなぁ）

　自分の思い込みではなく事実なのだろう。

（足を引っ張らないようにもっと頑張って、みんなと仲良くなる！）

　決意を新たにするココロであった。

「遠回りして帰らないとお腹すかないよね！」

　ココロは、ロッジの方向ではなく、人の少ない林のほうへと足を進めた。

　山の空気が日暮れと共にだんだんと冷え込む。肌に触れる風はさっきまでより冷たい。

　遠い稜りよう線せんに光を注ぎながら日が沈み、濃い緑の葉も木の枝も、闇やみの色を重ね、色を失っていく。

「たくさんお菓子を持ってきたから、カイリ君も一緒に食べようね。他のみんなもそろそろお腹すくよね。……って、みんなはわたしほど食いしん坊じゃないからお菓子にはつられないのかな」

　ユユはきっと食べてくれると思うんだけど……、口のなかでそんな言葉を転がす。

「別にみんなはお前を避さけてるわけじゃなくてさ」

　カイリが言う。

「……うん？」

「あいつらはみんなワケあって友達がいない、独りぼっちの集まりなんだ。だから……」

　独りぼっち、と言ったときのカイリの横顔をココロはじっと凝視した。

（カイリ君も、そう思っているっていうこと？）

　明るいお日様みたいな笑顔で、気遣いができて、リーダーシップを取ってみんなを引っ張ってくれているのに？

「友達がいないのはわたしも一緒だよ。この世界に来て学校に入学してから、何をやってもダメダメで……。わたしと仲良くなったらペアにされちゃうかもって、みんなわたしから遠ざかってた。ゼンやリッカさん、校長先生は話し相手になってくれるけど、みんな忙いそがしくてめったに会えないから、だいたいいつも１人でいたんだ」

　林のなかには明かりがなく、空に浮かぶ星と月はまだ淡あわく光るまま。カイリの表情は暗く影を落とし、薄い墨すみ色いろの闇にすべてが溶とけ込んで見える。

　そんな空間だから、ココロも自分の孤独を口に出す事ができた。

（わたし……記き憶おくのないまま冥府ネザーワールドに来て、ずっと寂しかった。カイリ君に『仲間』って言ってもらえたとき、本当に本当に嬉しかったんだ）

「そんなわたしはペアを作れなくて、特別補習組に落とされちゃって……。でもね、落ちこぼれ組に入って、みんなと出会えて、嬉しい気持ちもあったんだ。新しい友達ができるかも、って」

　ココロはこれまでの寂しさを思い返しながらカイリにそう打ち明ける。特別補習組に入った事で芽生えた、みんなと仲良くなりたいという感情に、希望を込めずにはいられなかったのだ。

「わたし、みんなと仲良くなりたい」

「お前は感情が丸わかりだな」

「え？」

「授業で習わなかったか？　冥府の住人は、生きた身体からだをなくした精神体だ。この身体はしょせん精神を入れる器。死後の世界で過ごす仮の身体だから、思考や感情を脳のなかに抑え込む力が弱い」

（難しいとつい寝ちゃうから、そこの講義はちゃんと聞いてなかったかも。けど、たしかユユが「みんなの身体は『仮』のものだからね」って言ってたっけ）

「誰か他人が近づくと、自分の思考や感情が伝わってしまう特性を持っているんだよ。これを『感情伝達能力』というんだ」

「感情伝達能力？」

　何がどう伝わるのかピンとこなくて聞き返す。

「まぁ『伝達』とはいうけど、しっかり気持ちが伝えられるわけじゃなくて、なんとなく伝わる程度だけど……この能力のせいで噓うそをつけなくなる」

「そうなの？」

「そんな事も知らないなんて、さすが総合２点だな～？　普通、この学校に入学したヤツは、一番に感情のコントロールの仕方を学ぶもんなんだけど」

「ほ、放っておいてよ……」

「ははっ、冗じよう談だん冗談！　……どんなもんか、試ためしてみるか？」

「え？　試すって……きゃっ!?」

　カイリがココロの肩を引き寄せ、抱きしめた。すっぽりと腕のなかへと包み込む。カイリの肩先がココロのすぐ目の前にある。

「か、かかかカイリ君!?　何、いきなり」

　心臓がトクトクと激しく高鳴る。恥ずかしくて、たまらない。ココロは、カイリの腕から逃のがれるため身を引こうとした。けれどカイリはココロの身体を離さない。

「どうだ？　俺の今の感情が伝わってこないか？」

　わずかに視線を下げ、ココロの目の奥を覗のぞき込む。いつも茶目っ気たっぷりな色合いを滲にじませているカイリの双そう眸ぼうが、柔やわらかく細められた。

「え……？」

（……あれ？　カイリ君に触れてる部分が、ぽわっと温かくなった。もしかしてこの温かさがカイリ君の感情……？）

「冥府に来てから今まで、他人とこんなに距離をつめたことがなかったから知らなかったよ。かなり伝わるもんなんだな。お前、今すっごくびっくりしてるし、恥ずかしがってる」

「そ……んなの当たり前じゃない！　だって男の子にいきなり……」

　抱きしめられるなんて……とココロは思う。

（でもこれはカイリ君が、何も知らないわたしに、実際に『感情伝達能力』を教えるためにしただけで……。だったら恥ずかしがるなんて自意識過か剰じよう？　そうだとしても、やっぱりこんなの恥ずかしいよ……）

　頭のなかが沸ふつ騰とうしそうに熱くなって、たくさんの気持ちがぐるぐる浮かんでは消えていく。

「なんか、やばい……。伝わりすぎてこっちが恥ずかしくなってきた」

「そんな事言われても！」

　ココロは耳まで真まっ赤かに染めると、カイリの胸に両手を押し当てて、身体を遠ざけた。カイリは笑いながらもしれっとした表情で身体を離した。

「本当にお前は色々知らなすぎて、見てるこっちが心配になるよ」

　余裕たっぷりに言われ、ココロは頰を赤くしたままうつむいた。

「う……すみません……」

「俺もユユみたいに、失敗するお前のこと見守るの癖くせになりそうだなあ。楽しいし」

「だから～、わたしが失敗するのを前提で話すのはやめてよ～！」

　失敗しやすい事をからかわれ、頰を膨らませる。しかしカイリの笑顔を見ていたら、そういうのも嫌じゃないかもと思えてくるのは不思議だ。落ちこぼれたからカイリ達に会えた。ダメだからこそこうやって心配して教えてくれる人がいる。

「お前ってさ、つい応援したくなるタイプの『ダメ』なんだよな。努力してるのがわかるからかな」

「え？　何？」

「なんでもなーい」

　カイリはくるっと身体を翻ひるがえし「そろそろお腹減ってきたんじゃないか？　ロッジでお菓子が待ってるぞ」と言ったのだった。
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　夜になった。

　ユユと２人きりのロッジのドアが軽くノックされる。

（え、誰？　もしかして特別補習組の誰かがお菓か子しを食べに!?）

　勢い込んでドアを開けると──。

「何、血相変えて走ってきたんだ？」

　ノックの主ぬしはナミだった。くすりと小さく笑われ、ココロは「ナミ先生かぁ」と肩を落とす。

「夜間の見回りなんて面倒だが、そこまであからさまに、俺の顔見てがっかりされると、複雑な気持ちになるな。入るぞ～」

　ナミは眼鏡めがねを軽く押し上げ、ココロの肩に手を添そえて促うながすとロッジのなかへと入った。

　ナミの白衣からは煙草たばこの匂においがする。ココロの肩に触れる指先や、距離が縮ちぢまった胸元からも、同じように煙草の匂いがした。

（なんだか大人の男の人の匂いって感じで……。ちょっとドキドキする……）

「が、がっかりなんてしてないですよ」

　それより手を離してください、と言いたくても言えない。飄ひよう々ひようとした軽い口調や態度。しかし、どうしてか、ナミにはココロの思考を停止させてしまうところがあった。先生と生徒という立場のせいだろうか。

「そうか～？　まぁ、がっかりされたところで、別にどうでもいいけどな」

　ナミは部屋を一いち瞥べつすると、ココロから離れてソファに座る。ドアからここまで歩いただけで疲つかれてしまったとでもいうように、ふぅとため息をついた。

「あーっ！　ナミ先生だー！　聞いて聞いて。ココロったらこんなにたくさんお菓子ばっかり持ってきてるんだよ。さっきからずっとユユと２人で食べてるのー」

　ユユがさっそくナミに駆かけ寄っていき報告している。

　ココロは慌あわててテーブルの上に広げられたお菓子の山を両手で隠かくした。

「……この量はさすがにすごいな」

　ナミが素で感心しているので、いたたまれない心地になる。

「ほ、放っておいてください～！　もう、先生は何をしに来たんですか？」

「何って。だから、夜の見回り。他の先生たちの手前、俺だけやらないでいると、うるさくってな～。一応聞いておくぞ。何か問題あるか？」

　どうでもよさそうに尋たずねられ、ココロは「問題って……」と口ごもる。

　一瞬だけ考えて──。

「あの……、何か問題あるといえば、あります！」

「ん？　なんだ？」

　ナミは首を傾かしげながら、話を促す。

「その……わたし、特別補習組のみんなと友達になれてない気がするんです。もっと仲良くなりたいのに……。このお菓子もみんなと食べようって思ってたくさん持ってきたんです。でも……」

　床に座り込んだココロは、重たい吐と息いきをもらした。

「結局、ユユと２人で食べる事になっちゃって。どうやったら友達になれるのかなぁ」

「みんなと友達になれない、ねぇ……」

「そうなんです。話しかけようとはしてるんですけど逃げられるっていうか、流されるっていうか」

「まぁ、カイリはともかく、他のヤツらは仲良しこよしには興味ねぇからなぁ」

「ナミ先生、人生の先せん輩ぱいとして、担任として、みんなと打ち解けるために何かアドバイスをお願いできませんか？」

「生徒同士の問題は、教師の仕事じゃないんだよ。つーか、正直面倒だ」

「えぇ～……。教師としてどうなんですか、それ」

「いーんだよ、給料分は働はたらいてるんだから」

（うぅ、先生なら何か良い考えがあるかなって思ったのに、真ま面じ目めに相談に乗ってくれないよ……）

「もうっ！　ナミ先生、ちゃんと考えてください」

　むっと口を尖とがらせて訴うつたえると、ユユが「ナミ先生に向かってその口の利きき方は生意気なの！」と、ココロを叱しかった。ユユの尻尾しつぽが不ふ機き嫌げんそうにぶんぶん横に揺ゆれている。

「そう言われても、教科書に載ってない事は教えられないしな。第一……そんなにあいつらと仲良くなりたいのか？」

　ぞくっと背筋にくるような、低く冷たい声音だった。

　眼鏡のレンズの向こうで、ナミの双そう眸ぼうがきらりと光る。ココロの胸の内側まで探りを入れてくるかのような、遠えん慮りよのない、強いまなざし。

　ココロはナミの視線に怯ひるまず、即座に答えた。

「仲良くなりたいです。研修の旅の栞しおりにだって、みんなで親しん睦ぼくを深めましょうって書いてあったじゃないですか」

　はね返して答えると、ナミの視線に宿やどっていた毒気がするりと抜けた。またいつもの、気だるげなナミに戻っている。

「親睦、ねぇ……。まぁ、何事も行動あるのみ。当たって砕くだけたらいいんじゃないか？」

「砕けちゃったらダメじゃないですか？」

　へたり込んで応じたココロを見て、ナミが小さく笑った。

「じゃ、問題はないって事で」

　ナミは白衣のポケットに両手を入れて、立ち上がる。

「先生～。だから問題はありますってば～」

　後ろを付いていき言い募つのるも、ナミは背中を向けたまま片手をひらひらと振って、軽くココロをいなして立ち去ったのだった。




　その後、残されたユユとココロは山盛りのお菓子を２人で食べて崩していった。ユユとココロは「はあ～」とお腹をポンポンッと撫なでて座る。

「ココロにつられてユユもたくさん食べちゃった～。ふぇ～」

　ユユがポワッと猫に変身し、横になって幸せそうに毛け繕づくろいをする。

「ユユ、もう１回お散歩に行ってお腹すかしてから、あと１箱食べちゃおうかな～」

「ダメダメ！　そんなに食べたらお腹壊しちゃうよ。それにもう就しゆう寝しん時間だから外出はしちゃいけないんだって！」

　止めたけれどユユは軽い足取りで窓まど際ぎわまで走っていく。

「見つからなければ平気だよ～」

「ユユ！　待って……！」

　そのとき、コツンと窓ガラスに何かが当たる。突然の物音に、ユユとココロは顔を見合わせた。

　ユユはひらりと窓枠に飛び乗り、ココロも近づいてカーテンを開き、そっと外を見た。

　また、コツンと音がする。ガラスに弾はじかれて、落下していったのは小さな赤い木の実だった。その軌き跡せきを視線で追いかけながら、ココロは窓を開ける。

「……カイリ君？」

　片手に赤い実をたくさん持ったカイリが笑顔で外に立っていた。カイリだけではなく、ヨルやアメ、シュンもいる。クラス全員が勢せい揃ぞろいだ。

「せっかくの宿泊研修なんだから、夜こそ遊ばないとな。ココロ達も出てこいよ」

　カイリが言う。

「だよね～。ユユも一緒に遊ぶ！」

　ユユがココロの脇わきをすり抜け、外へと身体からだを躍おどらせた。しなやかな猫の動きで、ユユはたちまちカイリ達の足もとに走り寄る。

（就寝時間だから外出禁止！　……なんだけど）

　こちらに顔を向けたユユの目は闇やみに瞬またたき、ココロを見上げている。カイリの手の中では、赤い木の実が月に照らされて光っていた。

「こ・い・よ！」

　声が遠くまで響ひびかぬようにと気をつけているのだろう。小さすぎて、ココロの耳にはしっかりと届かない。しかし、唇の動きでカイリが何を言っているのかは伝わった。冒険心をくすぐるような、秘密の誘さそいの言葉。

　少しだけ迷ってから、ココロは「うんっ！」とうなずき、ロッジの外へと急いだ。

　ドアを開け駆け出し、彼らの前に立つ。

「俺は反対したんだが……」

　ヨルが不服を唱となえると、カイリがすかさず言い返す。

「さっき、ナミ先生が『旅の栞に親睦を深めるようにって書いてあるから、お前ら全員仲良くなれよ～』って言っただろ。ココロとユユも仲間なんだし、一緒に肝きも試だめしとかしたいじゃん」

「そこまで夜遊びなんてしたいものなのか？　お前の考えはつくづくわからん……」

　ヨルが眉まゆ根ねを寄せている。

「反対するって事は、ヨルは俺に秘密をばらされてもいいって事？」

　と、悪いた戯ずらっぽく笑いながら、カイリは手のなかにある木の実をヨルの口元に放り込む。

「カ、カイリ、お前っ……。って、あれ……？　これは、甘くて美う味まいな……」

「ああ、これはグミの実。もちろん食べられるんだ。散歩してたときに見つけてさぁ」

　先ほどからカイリが手元で遊ばせていた赤い実の正体は、どうやらグミの実らしい。月明かりを受けて、美味しそうに赤く艶つやめいていた。

「食べられる実だからみんなにも食べさせたいなって思ってさ。どうせならみんな自分の手でグミの実を木からもいで食べるほうが楽しいだろ？　で、せっかく全員で夜に外に出るなら、グミの実をもぐだけじゃなく、ここはやっぱり肝試しが定番だよなーって」

「オレは戻って寝てーよ」

「あ、シュンって実は怖がりなんだ？　逃げるなら止めないよー」

「は？　ちっげーし！」

　カイリはシュンの口のなかにもグミの実を押し込む。

「……死神が肝試しって、どうなんですか？」

「アメ、そういう細かい事は気にしなーい！」

　さらにアメにも。

　全員の口にグミの実を放り込み、カイリは自分でも摘つまんでポイッと口に入れた。それからココロへとグミを差し出す。ココロはツヤツヤと輝く赤い実を１つもらって、口に入れた。

　弾力のある実。皮を嚙かむと、なかから果汁が溢あふれる。甘あま酸ずっぱくて爽さわやかな味が舌の先に広がった。

「美味しい……」

（持ってきたお菓子とはまた違う美味しい味だなぁ）

　カイリはいつでも、その場で一番楽しいものを見つけてくる。そして全員へ笑顔でそれを差し出すのだ。

「じゃ、行こうぜー」

　先頭に立って歩くカイリを追いかけ、ヨルが「花火は禁止だからな」と釘くぎを刺さしていた。




　カイリはどんどん暗い場所へと進んでいく。ココロは楽しい気持ちで付いていった。しかし後に続くヨルが、カイリに問いかけた。

「肝試しって事は、お前もしかして事前に何か仕掛けをしたのか？」

（カイリ君だから絶対に仕掛けてる。それも、すっごいものな気がする……）

　ぴたりとみんなの足が止まる。ココロと同じ事を全員が思ったようだ。

　ユユだけがカイリの後ろを元気よく歩いていった。尻尾がピンとのびて、陽気に左右に揺れている。

「いいところに気づいたな、ヨル。実は……」

　カイリがくるっと振り向きそう言いかけたとき──。

　ユユの側の茂みが、がさごそと動いた。

「うぎゃっ!!」

　ブラシのように逆立つユユの尻尾──茂みから転がり出てきたのは、狸たぬきとも子犬ともつかない生き物だった。

　黒い目と、黒い鼻。口こう吻ふんのまわりの毛の色が濃く、他はくすんだ灰色だ。猫のユユよりひとまわり大きな動物に、ユユが「シャーッ」と本能をむき出しにして、素早い猫パンチをくらわせた。

　怯ひるんで下がった動物の丸く黒い鼻に、血の玉が浮かぶ。

「ユユ、びっくりしたんだから！」

　さらに何度もユユはパンチをたたき込む。俊しゆん敏びんに横に跳とんではくり出す攻撃に、とうとう相手も「ぐるるるる……」と歯をむき出しにし、威い嚇かくを返した。

　あっという間に「２匹」は、１つの塊かたまりになった。互いに牙きばをむいて、爪を出し、手足を交こう錯さくさせる。上になったり下になったりしながら、ころころと転がり出す。

　唸うなり声の合間に、互いの毛がパッと散ちる。取っ組み合いの応おう酬しゆうのスピードは速く、２匹はココロ達のまわりを駆かけまわる。

「ユユ、やめてー！」

　ココロは制止しようと手を出したが、どちらかわからない爪に引ひっ搔かかれてしまった。

「痛っ……」

「ったく。何してんだよ、チビ猫！　危ねーだろ！」

　シュンが声を張り上げ、制服の上着を脱ぬいで「２匹の塊」にかけた。その状態のまま上から地面に押さえつける。それでも上着からはみ出しそうな勢いで、ユユと動物はまだ戦っている。

「頭冷やせ、お前らっ！」

　シュンが続けてガツンと言うと、形を変えて上着の下で動きまわっていた塊から「だって、ユユびっくりしたんだもん！」という抗こう議ぎが上がった。そして同じ調子で威嚇し続ける「ぐるるる」という低い獣けものの声も聞こえてくる。

「痛っ。もう、ユユ怒ってるんだからね！」

　さらに威嚇し返すユユの声のすぐ後で「きゃんっ」という悲鳴が響き、ユユだけがシュンの上着からすり抜けて飛び出てきたのだった。




　そのあとは肝試しどころではなくなり、揃ってココロのロッジに戻ってきた。

　合わせて、シュンが上着ごと包み連れ帰った動物は、前足から血を垂らし、尻尾を丸めて怯おびえた表情をしている。

「子犬……？　かなぁ」

　ココロが首をひねると、隣でカイリも、

「見た目だけならそれっぽい。でも狸にも見える」

　と、しげしげと子犬のようなその動物を観察する。

　全体的に灰色の毛並みをしており、牙と手足だけはしっかりしている。しかし、丸顔で鼻の周囲の毛だけが黒い。「唸りさえしなければ」どことなく狸のような間抜けで可か愛わいい顔をしていた。

　上着で押さえつけたものの、しばらく暴れまわっていた子犬。その捕ほ獲かくで、ココロやアメの手にも引っ搔き傷ができている。とはいえ、一番手て負おいだったのは、当の子犬のほうだ。ユユは一切の手加減をせず、やられた以上にやり返していたのだ。

　シュンの上着ごと床に置かれた子犬は、落ち着きなく逃げ場を探すようにあたりを回ると「きゅーん」と悲しげに鼻を鳴らし、うずくまった。上着を前足でかき集め、姿勢を低くする。

「怪け我がしてるよね。手当てしないと」

　ココロは子犬に近づくために屈かがみ込む。子犬は警けい戒かいしているのか牙をむき出し威嚇するので、手出しができない。

　一方、救急用具を取り出したのはヨルだった。出てくるのは消毒液にガーゼに包帯。ヨルの荷物が誰よりも多かった理由がわかった。

　ココロはめげずに少し手を伸ばすが、「うー」と唸られては、手を引くのをくり返すばかりだった。

「……チッ。めんどくせー。こーゆーのは気合いなんだよっ！」

　シュンはそう言うと、言葉とは裏腹に子犬の背中にそっと触れた。びくっと身体を震ふるわせた子犬の耳と視線がシュンへと動く。低く唸る子犬に、シュンが鼻先で笑う。

「お前みたいなチビに唸られたところでちっとも怖くねーっつーの。うっせーから、こうだ！」

　そう言ってシュンは、子犬の身体をくるりとひっくり返した。腹を見せて転がされた子犬は観念したかのように手足を硬こう直ちよくさせ、なすがままになった。

「怖がってんのはわかってる。怖いから、先に攻撃したんだろ？　悪いようにはしねーって。いいから黙だまって手当てさせろ」

　いつものシュンとはまったく違う優しい目をしてささやく。

　すると子犬は「きゅーん」と甘えた鼻声になり、黒い目に信頼の色を浮かべシュンを見上げた。

（わぁ。シュン君……すごい！　手なづけちゃった……）

「アホ毛。呆ほうけてないで、消毒液」

　子犬を片手で固定し、もう片方の手をココロに差し出してシュンが言った。

「はい！」

　シュンは手早く子犬の傷に消毒液を噴ふきつける。流れる血を拭ふき取って「染みるけど我が慢まんしろ」とつぶやき、前足に包帯を巻く。丹たん念ねんに子犬の身体をチェックしながら、小さな傷を発見すると消毒液で手当てした。

　シュンはポンッと軽く子犬の頭を撫なでて、立ち上がる。ロッジに備そなえられていた器うつわに水を汲くみ、目の前に置く。

　あとは何事もなかったかのように子犬から距離を置き、知らない顔だ。

　魔法みたいに子犬を手なづけてしまったシュンの手腕に舌を巻くココロだった。

「シュン君って……実はただ者じゃなかったんだ……」

　ココロの言葉を聞きとがめ、シュンが「はあ？」と眉み間けんにしわを寄せた。

「ええ。シュンはただ者じゃないんです。本当にすごいんです」

　横からアメが即答すると「あ……あぁ……」とシュンの語尾が下がる。

「べ、別に……犬コロに消毒液噴きつけるくらい誰でもできるだろうが。も、もうねみーし、オレはあっちのロッジに戻って寝るからな！」

　そっぽを向いて吐き捨て、ココロ達から足早に離れていく。去り際、備え付けの家具に足をぶつけた。

「……っだよ！」

　シュンは八つ当たりのように家具を叩たたき、荒々しくドアを閉める。すべての行動が乱暴なのだけれど、ココロにはそのなかにシュンの照れと優しさが隠かくれているように思えた。

　どたばたと帰っていくシュンの様子に、カイリとヨルが顔を見合わせて、くすっと笑った。

「シュン君て優しいんだね」

　ココロはぽつりとつぶやく。

　そうしたらアメがなんだかとても誇ほこらしげな様子で微笑ほほえんで「そうです。シュンはすごく優しくて、そして強いんです」と答え、続ける。

「シュンは誰にも負けない一いつ匹ぴき狼おおかみですから……たぶんそれでこの子どもの狼もシュンには敵かなわないって思ったんでしょうね」

　アメにさらりと告げられた「狼」のひと言に、その場にいたみんなが驚おどろく。

「え？　子どもの狼……？　子犬じゃないの？」

「はい。最初はどうかと思ってたんですが、途中で気づきました。おそらくそうかと……。牙の鋭するどさといい、手足の太さに毛質といい、普通の子犬とは思えません。しかもこの子『使い魔』だと思います。他の動物に比べ、僕達との意い思し疎そ通つうがきちんとできていましたし。そう思うとユユさんの暴走も納得できるかなって……」

「どういう意味だ？」

　ヨルが尋ねる。

「ユユさんも、この子の脅おびえや不安や怒いかりが伝わって、つられて混乱しちゃったんじゃないでしょうか。相手が普通の動物だったら、突然出てきて飛びかかられても、あそこまでむきにならなかったんじゃないかと思うんです」

「なるほど。子どもだから不安定で、脅えや恐怖をむき出しにした。それがユユに伝染して喧けん嘩かになった……って事か」

　カイリが納得したようにうなずく。

（……『感情伝達能力』だったっけ。わたし達だけじゃなく『使い魔』達にもそういうのがあるんだ）

「じゃあ、わたし達がさっきのシュン君みたいにどーんと構えてれば、この子も落ち着いてくれるかな。例えば歌を歌ったら安心しないかな？」

　ココロは素知らぬ顔をして子こ狼おおかみを見ないふりをしてハミングする。自然と思い浮かんだメロディを口ずさむ。ひっそり横目で子狼を見ると、耳を立て首をのばし、ココロの歌を聴いている。

　しばらくすると、子狼の身体から強こわ張ばりが解とけていき、力が抜けたのがわかった。

　子どもの狼は黒い目でココロを見つめ続けている。そして、シュンの上着を宝物のようにたぐり寄せ、巻きつけた。

「どうやらその子、あなたの歌が気に入ったようですね」

　アメの言葉に、ココロはアメへと視線を移す。

「よかった。……っと、この子はいいとして、アメ君も怪我してるよね」

「え？」

　アメの手にも引っ搔き傷がついている。ココロは消毒液とガーゼを引き寄せて、アメに向き合った。

「それから……ユユも薬つけないと」

「えー、染みるのやだよー」

　ココロが視線を巡めぐらせて言うと、ユユが後ずさって答えた。

「でも化か膿のうしたら困るでしょう。はい。順番に手当てするから、そこに並んで」

　ユユは渋々と促された場所へ座る。ココロが思ったほどにひどい怪我もなく、消毒液をつけ、次にアメの手を見る。アメはというと、ユユの隣で生き真ま面じ目めな顔をして正座で待っていた。

（そりゃあ「並んで」って言ったけど……正座しなくても……）

　真顔なのが余計に可愛らしくて、ココロはつい笑ってしまう。

「何が可お笑かしいんですか？」

　むっとした表情になりながら、アメがココロへと手を差し出した。両手のひらと指に、小さな引っ搔き傷がある。

「ごめん！　別に悪い意味で笑ったんじゃなくて……」

「それはわかってます」

　アメがツンと冷たく応じる。あたふたと動どう揺ようするココロに、ゆっくりと今度は言い聞かせるようにして言葉を重ねる。

「あなたが……人をあざ笑ったりする人じゃないことはわかってます。でも、だからこそ……どうして笑ったのか僕にはわからない」

「可愛いなぁって」

「え？」

「あの、本当に変な意味じゃなくて……。気を悪くしたらごめんね。アメ君がすっごく可愛いなって思ったの」

　ココロの正直な言葉に、アメはとまどう表情を見せて首を傾かしげた。

「僕が可愛い？」

　疑ぎ問もん符ふをたくさん浮かべたような不思議そうな様子。それがどれほど「可愛い」かを、アメ本人は思い至れないのかもしれない。

　消毒液をかけ、ガーゼで傷口を押さえて血を拭いていく。切り口の深い傷だけは絆ばん創そう膏こうを貼はる。アメに触れる指先からふわっと温かさが伝わり、なんだか気持ちが軽くなる。ココロはそれほど嫌がられているわけではないと、知ることが出来た。

（感情伝達能力って、ちょっといいかも……。噓うそがつけないのは、つかなきゃ済む事だし）

　痛いときは、アメの眉根がきゅっと寄る。声に出さず、わずかに強張る頰ほおと目元が、我慢をココロへと伝えてくる。

　治ち療りようを終えると、アメがしっかりと唇を引き結んでココロを見返していた。

　ユユと２人で姿勢正しく並んで座っている姿に、ココロはまた「可愛いんだから」と頰がにやけてしまう。

「染みて痛いのに、２人ともよく頑張りました！」

　自然と手が動き、ココロはユユの頭をそっと撫でた。その横にいるアメの頭も同じように撫でる。

「えへへ」

　ユユが嬉しそうに笑った。

「…………っ」

　アメの全身がびくっと震え硬直する。それでもココロが触れる指先から温かいものが伝わるため、アメのさらさらとした髪を指で整え、撫でた。

　アメが瞼まぶたをゆっくりと閉じる。硬くなっていた身体も弛し緩かんし、わずかにうつむく姿勢になる。なんだかすべての様子が、先ほどの子狼とシュンとのやり取りを彷ほう彿ふつとさせた。人慣れしないアメという小動物が、ココロに強く出られて、やっと少しだけ気持ちを許して身体を預けてきたように見えて……。

「アメ君の髪の毛、滑なめらかで気持ちいい～」

　ココロはくすくす笑って言う。

「もう～。ユユだって毛並みいいのに。ユユの事ももっと撫でて。アメ、ちょっとどいてよ～。ユユ、撫でられるの気持ちよくて好きなんだから！」

　ユユが妙みような対抗意識を燃やして、アメとココロの間に身体を割り入れぷんぷんと怒おこりだした。

　いつものアメであれば、「どうぞ」と身を引くと思いきや、どこか感じ入る姿勢のまま、何か１つ合点がいったかのように、ぽつんとつぶやいた。

「……そうか。これが気持ちがいいっていう状態なんですね……」
















　そしてアメはユユの身体を押しのけ、もっと撫でてくれというように、ココロへとさらに頭を突き出した。一瞬上うわ目め遣づかいで見つめてから、うつむく。ココロの前には、アメのつむじがあった。

「むーっ。ユユが撫でられるんだから！」

　なおも撫でられたがり怒るユユと、がんとして場所を譲ゆずらないアメが愛いとおしい。ココロはアメとユユ、２人を両手でそれぞれにずっと撫で続ける。

　すると、ヨルが腕組みをし考え込みながらつぶやいた。

「法律では、『使い魔』にできる年齢が決まっているよな。どう見てもこいつは子どもだ。法律に違い反はんしている」

「だな。違反しているから、迷子になったとしても、届けを出せないよな」

　カイリが応じる。

「手当ては済んだが、こいつをどうする？　先生に報告したほうが……」

　ヨルの言葉にユユがぴくっと身体をすくめる。

「えー！　ユユ怒られちゃうよー。夜は外出禁止なのに外に出たのばれちゃうー」

「ユユは厳密には生徒じゃないから、怒られるとしたら俺達だろうけど」

　肩をすくめ、カイリが答える。それから全員の顔を見回し、最後に子狼に尋ねる。

「念のため確認。使い魔だったら、子どもであっても、人の言葉、理解できるはずだから。おまえ……子犬じゃなくて子どもの狼なのか？　そうだったら唸ってみて。犬だよってときは『わん』って言ってみな」

　カイリが質問すると、黒い鼻先にしわを寄せ低く唸り返した。

「わかった。もう寝てくれていいよ。怪我してるのに、無理させてごめん」

　見守るように子狼を見つめながら、カイリはココロ達へと話しかける。

「とりあえず今夜は様子を見よう。怪我してまだ脅えてるみたいだし、先生達があれこれとまわりで騒さわいだら、こいつも嫌なんじゃないかな」

　姿勢を低くし、子狼の顔を覗き込む。子狼はまだ警戒しているのか、耳をカイリに向け「うー」と低く応じた。

「動くのは明日以降、って事だな。じゃあ、こっちはこっちで一いつ旦たん、落ち着いたみたいだから、カイリが仕掛けた肝試しの悪戯、回収してくるか」

　ヨルがおもむろにそう言って立ち上がった。

「え？　あれはそのままで、また明日の夜にあらためて肝試しを……」

「ダメだ。無関係な誰かが引っかかって、事故にでもあったらどうする？　今晩中に回収だ。全員、子狼の事も気になるだろうが、明日もあるからちゃんと寝るように！」

　ヨルはビシッとそう言うと、カイリの腕を摑つかんで引きずっていった。
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　翌朝。

　子こ狼おおかみは「大丈夫そうだ」と納得したのか、ココロが包帯を巻き直して消毒する事を許ゆるしてくれた。差し出された食事も全部ぺろりと平らげた。

「お水をここに置いておくね。わたし達今日は１日、オリエンテーリングと野外学習だから、しばらく戻ってこないけど……大丈夫だよね」

　確認するように言い聞かせてから、ココロはユユと２人で炊すい事じ場ばへ向かった。

　朝食もクラスごとに分かれて仕し度たくし、全員で食べる。

　他のクラスのみんなは眠ねむたそうにしているが、ココロ達『特別補習組』にとってはいつもより遅おそめスタートの朝である。なにせ毎朝四時起きで鍛きたえられているのだ。

「ロッジとキャンプ場の管理人さんに聞いてみたんだけど、このへんに住んでる人っていないんだってさ。ここの施し設せつを使うときは事前に予約しないとダメだから、予約が入ったときにみんな通いで仕事に来るんだって。子狼が、近所の人の使い魔っていう線はこれで消えたかなー」

　何ど処こに行ってもたやすく友達を作る事のできるカイリはそのテクニックを使って、さっそく情報収集をしてきたらしい。

　朝ご飯を食べながら、ココロ達に教えてくれた。

「あと、通ってきてる施設の人の使い魔でもないみたいだ。馬の様子見にいったついでに、水とご飯の世話をしてくれていた人に『子犬か子狼と暮らしてる人いますか』って、聞いてみたんだけど……いないってさ」

「そうなんだ？」

「ただ……みんな変なんだよな」

「変って？」

　賑にぎやかな周囲のなかで、ココロ達だけは声を潜ひそめ話していた。使い魔を拾い保護してロッジで留守番させているというのを、まだ秘密にしなくてはという想いが、ココロ達全員の気持ちをいつもより１つにさせていた。

「ロッジやこの近辺の山に、知らない生き物が紛まぎれ込むって可能性もあるんですかって聞いたら、全員が言葉を濁にごすんだよなぁ。何か隠かくしてるっていうか……曖あい昧まいっていうか……。逆にこっちに質問してくるんだよ。『何処かで噂うわさを聞いたんですか？』って」

「アァ？　噂ってなんだよ」

　シュンがぶっきらぼうに聞き返す。

（噂……って。わたし、最近、ロッジの噂を聞いた気が……）

　思い返したココロは「あ……」と声を上げた。

「どうしたんだ？」

　ヨルがココロに問いかける。

「わたし、このロッジの噂をゼンに聞いてたんだ。何かが『出る』っていう噂。もちろん冥府ネザーワールドに幽ゆう霊れいがいるはずはないと思うけど。でも、誰もいないのに足音が聞こえたり、食べ物がなくなってたりするって」

（冥府とわたし達の有り様から考えると、それが『幽霊』のはずないんだよね。という事は……噂の元は……）

「それ、あの子狼が、腹が減って食べたとか、山のなかをうろうろしてたとか……そういうんじゃ？」

　ココロが思いついた考えと同じ事をカイリが言う。

「だとしたら、俺達が来る前からあの子狼が迷子になってたって事だよな。もうちょっと色々突っ込んで聞いてみる」

「うん。わたしも情報集めてみるね」

　ココロだけではなく、他の全員がそれぞれにうなずき合ったのだった。




　日中も子狼の事は気になっていたココロだったが、キャンプファイヤーのための薪まきの用意に、動物実習と、数々のスケジュールが組み込まれていて休きゆう憩けい時間がない。

　今日のオリエンテーリングは、ロッジとは真逆の場所だった。トイレ休憩と申し出て抜け出したとしても時間通りに戻ってこられるかは微び妙みようだ。

「……待て。何処に行くつもりだ」

　いつものようにサボろうとしたシュンは、教師に見み咎とがめられ、連れ戻されていた。しかも、周囲からひそひそと「これだから『特別補習組』は……」という声が聞こえてくる。

（こんなふうに言われたら、こっそり様子を見に帰る事もできなくなっちゃうよ～）

　カイリが「キャンプファイヤーのときが自由時間だから、そのときだな」と小さく嘆たん息そくした。

「手当てもしっかりしているし、食事と水も置いてきたし、まあ大丈夫だろう」

　ヨルが言う。

「そうだよね。キャンプファイヤーのときに戻って、美お味いしいお菓か子しをたくさんあげればきっと元気になるよね」

「お菓子……ですか」

　アメがくすっと笑う。

「うぅ……。だって……」

　ロッジに残してきた子狼の身を案じ、ココロ達は固まって相談していた。

「そこ！　だらだらしていないで、２人１組になって柔じゆう軟なんとストレッチ！」

　教師の叱しつ責せきが飛ぶ。

「準備運動ができたら、クラス対抗のオリエンテーリングだ！　地図に載のっているチェック場所に、次のチェックポイントへのマップが隠されているからそれを順にたどって……」

「……べりーはーど」

　研修旅行は楽しい。楽しいが、とても体力勝負な日程で山を駆かけ回らされている。

　ココロは子狼の事を気にしながらも、研修を頑張ってこなしたのだった。




　そして、やっと１日が終わった。

　広場の中央に薪が積み上がっている。キャンプファイヤーの火が灯ともり、みんなの歓声が上がる。大きな炎が空に向かって立ち上がり、揺ゆらめく。見上げる生徒達の顔がオレンジに輝かがやく。

　やがて音楽が流れ、火を取り囲んで人の輪ができていく。

　誰もが、かがり火に目を向けているのをいい事に輪のなかをくぐり抜け、ココロはロッジへと走り出した。

　たどりつくと、ロッジに向かっていたのはココロだけではなく、特別補習組の全員が集合していた。示し合わせたわけでもない鉢はち合あわせに「あ」と小声でつぶやいた。

　最初に動いたのはこのロッジの鍵かぎを持っているココロだった。そっとドアを開け、

「オオカミ君。ただいま」

　と声をかける。

「オオカミ君て……名前、まんますぎじゃねーか。センスねーな」

　シュンが呆あきれ顔で突っ込み、ココロの横をすり抜けて部屋に入る。子狼に上着を貸したため、今日１日、着替えのジャージで過ごしていた。

「おーい。小こ太た郎ろう」

　シュンの後ろをユユ、アメ、ヨル、カイリと続いて入ってきた。

「エレオノーレ、ちゃんとしていたか？」

　各々が名づけた名前を好き勝手バラバラに呼んでいる。

「いない……みたいだな」

　返答はもちろんの事、子狼の姿が室内から消えていた。朝、最後に見届けた場所にはシュンの上着がポツンと床に取り残されている。部屋じゅうくまなく探し、家具の下や隙すき間まも覗のぞいたが何処にもいない。

「オオカミ君。オオカミ君。返事して……」

「出ていったっていうことか？　鍵もかかってたのに、どうやって？」

　カイリが首を捻ひねって室内を見渡した。ユユは猫の姿で部屋のあちこちをうろつき、しきりに匂においを嗅かぎ回っている。

「あ、窓！　窓、開けたままだったんだ。ここから出たのかも。うん……。あの子の匂いが残ってる！」

　ひらりと窓に跳び上がって言う。

「出ていっちゃったの？　わたしが窓を閉めるの忘れてたからだ……。どうしよう。まだ傷もちゃんと治ったわけじゃないのに。わたし、捜してくるっ」

「でも、あの子、自分で出ていったんだよ？　ここにいたくなかったから出ていったんじゃないかな。ほっといてもいいんじゃない？　ユユ達の事、嫌いだったのかもしれないよ。ユユ、いきなり嚙かみついちゃったし……」

　ユユが窓の桟さんにすとんと座りそう言った。

「かもしれないね。でも、怪け我がの具合も心配だし、わたし達、明日にはまた学校に戻っちゃうでしょう？　あの子１人だけを置いてくのは、わたしが嫌いやなの」

（はぐれて迷子になっちゃったかもしれない使い魔……。独りぼっちで寂さびしくて……。怖くて、それでぶつかってきたユユに嚙みついて……。そんな子を、怪我したまま置いていくなんて……）

　ココロは子狼に対し、親近感を抱いだいていた。冥府に来るまでの記き憶おくがなく、特別補習組に入るまで孤独を抱え１人で過ごしていた。ココロだって、一歩間違えたら子狼のように、手当たり次第に突っかかる形でしか他者とコミュニケーションが取れない人になっていたかもしれない。

　たまたま校長先生に拾ってもらい、ゼンやリッカに話しかけてもらえるようになって、特別補習組のみんなやナミ先生と出会った。受け入れてもらいたいと頑張っているうちに、みんなのそっけない態度の裏にあるそれぞれの優しさに触れる事もできた。

「もしわたしが、あの子だったら、捜してもらいたいって思うから。わたし、記憶もなくて、迷子になってここに来て……校長先生に拾われてなかったらどうなっていたか……。あの子、寂しくて不安で怖かったんだよね？　ユユはその気持ちが伝わったから、あの子に突っかかっていったんでしょう？　それがわかってるのに置き去りになんて……」

　誰にも受け入れてもらえないまま、独りぼっちだったら、自分にはどんな未来が待ち受けていた事だろう。話しているうちに気持ちが高ぶり、ココロはじわっと涙ぐむ。

「うん。手分けして捜そう」

　カイリが口火を切る。

「……っ。泣くこたねーだろ。ああっ、もう。……わーったよ！　ダメ教師捜すよりはラクそうだしな」

　シュンが頭を搔かきむしって、そっぽを向いて言う。

「そうですね。あの子の事は僕も気になりますし」

　アメもうなずく。

「ここまで治療しておいて今日の夜の分の薬を飲ませないと中途半端で気持ちが悪い。やりはじめた事は見届けておきたいんだ」

　ヨルはとってつけたように言う。

「ユユも……まだちゃんと『ごめんね』って言ってないから……もう１回だけなら、会ってもいいなーって。で、でもっ。ユユが悪いんじゃなくて驚おどろかせたあの子が悪いんだよ！　あの子もユユに謝あやまればいいと思うの！」

「じゃあ、みんなで捜しに行こう！」

　カイリがみんなの顔を見渡して笑いかけたのを合図に、ココロ達は夜の山へ入り、捜そう索さくをはじめたのだった。




　ユユが先頭に立って歩いていく。猫の嗅きゆう覚かくを頼りに、子狼の足取りをたどる。

　遠くのほうから、フォークダンスの楽しげな音楽が流れてくる。ココロ達以外はキャンプファイヤーを囲み、研修旅行の最後の夜を楽しんでいるはずだ。

　ユユの尻尾しつぽが闇やみ夜よにゆらゆらと揺れていた。

　茂しげみを抜けると、両りよう脇わきが岩で阻はばまれた細い道が見えた。ココロ達は縦一列になってみんなで進む。進めば進むほど、道が険けわしくなっていく。

　いつの間にか陽気な音楽も聴こえないくらい遠くまで来てしまっていた。

「おい。本当にここでいいんだろうな。登ってるんじゃなく俺達は道を下っているぞ？　両脇見てみろ。崖がけじゃないか」

　ヨルが警けい戒かいするように言った。

「オリエンテーリングで回った道からずいぶん離れている。つまり……危険ってことじゃないのか？」

「でも地図には崖も載ってましたよね。たしかこの先に、川があったはずです」

　アメは冷静に判断すると、昼に使った地図をポケットから取り出し、月明かりでチェックする。

「ああ。川は近いな。水の音が聞こえる」

「シュン君、すごいね！　水音なんてわたし、聞こえない。耳もいいんだね」

　感心するココロに「お前はいちいち、うるせーんだよ」とシュンは唇をへの字に曲げる。面と向かって誉ほめられるのが本当に苦手なようだ。

　さらに進むと、大きな石が道の中央に転がり、ココロ達の行く手を阻んだ。ユユは軽々と跳ちよう躍やくし、岩の上に飛び乗る。

「あっちだよ。ユユに任せて！」

　威い張ばって告げ、石の向こう側へと飛び下りた。ユユの姿が消え、残されたココロ達はポカンとする。

「……ユユはいいとして、みんなどうやってこの道を」

　ココロが思わずつぶやく。

　石は道みち幅はばいっぱいの大きさで、横をくぐり抜けるスペースもない。石をよじ登ればいいとしても、つるりとしたフォルムは、手をかける場所がなく大変そうだ。

「任せろ」

　カイリがさっとポケットから爆ばく弾だんを取り出し、火を点つけて石の脇に置く。

「みんな、離れて、伏ふせて!!」

　カイリがココロの腕を摑つかんで、遠ざける。他の全員が耳を押さえて飛びすさるのと同時に、破裂音が空気を震ふるわせた。

　パラパラと石の破片が飛んでくる。あたりが見えなくなるほどの白はく煙えんが周囲を漂ただよう。

　煙が晴れると、カイリが満面の笑顔で弾はずむように岩へ近づく。ココロもおそるおそる様子を見る。

　岩の片側が砕くだけ、ずれ込むように斜ななめに傾かしいでいた。そのおかげで岩の高さが半分になり、道の向こう側が見えるようになった。岩の先では、ユユが目をまん丸にして毛を逆立て「びっくりしたんだからー！」と怒っていた。

「でもこれでみんなここを通れる」

　カイリが率そつ先せんして岩を飛び越える。

「な？　マッチや火薬、今回の旅行に必要だっただろう？」

　得意顔でヨルを振り返った。ヨルは複雑な顔つきで「そうだな」と破壊された岩を見つめていた。




　そうして、途中に立ちはだかる障しよう害がい物ぶつをカイリの道具で取り除いて歩いていき、ココロ達は川の手前で小さな洞どう穴けつを見つける。

「ここだ！」

　ユユが言う。

　小柄なココロですら、腰を屈かがめないと入っていけないような洞穴だった。ココロは身を小さくして、洞窟の外からなかを覗き込む。奥行きはなさそうだ。しかし、奥にまで光が届かず、入り口からだと様子が窺うかがえない。

「おーい。小太郎、いんのか？」

　シュンがそう言ってなかへ入ろうとして、額ひたいをゴツンと洞窟の天てん井じようにぶつけた。長身の彼にはどうにもきゅうくつで見み誤あやまったらしい。するとシュンの声に反応したのか、奥から「きゅうん」と切ない鳴き声が聞こえてきた。

　尻尾をピンと立てたユユがためらいなく洞穴に入っていく。ココロも後を追って、付いていった。

「待て！　俺達が先に行ったほうが」

　ヨルがココロを引き留めた。

「大丈夫～。みんなのなかでわたしが一番小さいから、わたしが見てくるよ！　ユユもいるし平気」

　入ってみてわかった。入り口から奥が見渡せなかったのは、少し先で洞窟の穴が斜めに曲がっているからだった。最さい奥おうで、子狼の目だけが光っていた。

　近づいて行くと、暗闇に輪りん郭かくがぼんやりと浮かび上がる。子狼は前足をしっかりと揃そろえ、伏せをしてココロ達を見返している。

「見ーつけた！　もう、どうして逃げたのさー」

　子狼は前夜のように唸うなり返さない。前足のあいだに大事そうに何かを抱かかえ込み、必死な様子でココロ達を見ている。

　立ち上がりかけるも、痛そうに「きゃん」と悲鳴を上げ、そのまままたぺたりと伏せた。

「痛いの？　立てなくなっちゃったの？　包帯、ほどけちゃってるね。ここに来る途中で引っかけちゃったのかな。険しい道だったもんね。あ……傷口また開いちゃってる。でも大丈夫だよ。わたし達、あなたが治るように治療頑張るから、戻ってきて……ねぇ」

　ココロは子狼にそっと手を差しのべる。子狼は耳をぺたりと寝かせ、上目遣いでココロを見上げる。

「大丈夫だよ。怖い事なんて何もしない。友達になろう？　わたし達はあなたの仲間だよ。安心して」

　子狼が「くぅーん」と鼻を鳴らした。

　ココロは子狼を引き寄せ、優しく抱きしめたのだった。




　洞窟を抜け出たココロは、外で待ち受けていたカイリ達に囲まれた。抱きしめた胸元から、子狼の温かさが伝わってくる。

「大事そうに前足のあいだに挟んでたんだ。もしかしたらこれを取りに戻ったのかもしれない」

　洞窟の奥で見つけたとき、子狼が前足で押さえつけていたのは淡あわいピンクのリボンだった。最初はほどけた包帯かと思ったのだが、手触りが違っていた。外の月明かりの下であらためて見る。

「リボンですか？」

「ちょうどこいつの首にくるっと巻きつけるといいくらいの長さだな」

　そして、あらためて子狼の身体からだを確認すると、昨夜よりさらに傷口を広げていた。

「この子、これを探すためにロッジを出たんじゃないかな。それで、探し回ってる途中で、昨日よりひどい怪我をしちゃったから、ロッジにも戻れなくなっちゃって……」

「……これ、裏に名前みたいなのが書いてる。……っ、はいはい。大事なものみたいだから取らないからさ」

　カイリに取り上げられると思ったのか子狼が必死な形相でリボンを口に咥くわえ、ジタバタと暴れる。抱いていたココロは落としそうになってバランスを崩し、無理してかばったため足を捻ってしまった。

「きゃっ！」

　どすんと大きな音をさせて転倒する。

「大丈夫か？」

　咄とつ嗟さの出来事に支えようにも支えきれなかったカイリ達が、心配そうにココロを取り囲んで口々に聞いた。

「うん。オオカミ君……ごめん。今、すごい強くぎゅっとしちゃった。痛くなかった？」

　足と腰を痛めたココロだったが、それより子狼のほうが気になった。

「……自分より先にそっちの心配かよ。ほら、そいつをこっち寄越せ。だいたいお前が小太郎を抱えてるのが危なっかしいんだよ。いつ落とすかひやひやだ。それにアホ毛に抱かれてるとアホが移る」

　シュンがココロの腕から子狼を取り上げる。

「もうっ」

　シュンの言葉に頰ほおを膨ふくらませたが、たしかにココロが抱き上げているより、子狼も安心しているように見えた。ココロは立ち上がり、シュンの腕のなかにいる子狼に笑いかける。シュンは「取り上げたりはしねーから」と言うと、リボンを指に引っかけて取り、裏側を見た。

「あぁ、何か書いてるな。あとでもっと明るいところでちゃんと見せてくれ。んで……アホ毛、こいつの首にリボンつけてやって。首しめたりすんなよ？」

「しないわよっ」

　子狼の首のまわりにそっとリボンを結ぶ。シュンの手が、あやすようによしよしと子狼の頭を撫なでている。大きくて厚い手のひら。思いのほか繊せん細さいに、慈いつくしむように動く長い指に、子狼はすっかり気を許し、目を細めている。

「できたっ」

　リボンを巻かれた子狼は「くぅーん」と鳴いた。まるで、ありがとうと言っているかのようだ。

「明日には帰る事になるんだし、やっぱりナミ先生に伝えたほうがいいだろうな。怒られるのは仕方ない。こいつを１人で残していけないとしたら、学校に連れ帰るしかないわけだし、この怪我は放っておけないだろう」

　ヨルが言う。

「そうですね。リボンという手がかりを、この子が自みずから取りに戻ったわけですし。捜すあても増えました」

「どうせオレらが学校の動物の世話してるんだし、こいつ１匹くらい増えても困らねーだろ」

「シュンは言うほど世話してないけどなー」

「うるせーよ、金髪ヤローが」

　顔を見合わせ、ココロ達は笑顔になる。

「じゃあ、行こうか」

　カイリが先を歩き出す。しかし、ココロは一歩足を踏ふみ出したところで、ズキンと身体を突き上げてくる痛みに呻いた。

（さっき転んだ拍子に、捻ねん挫ざしちゃったかも）

「足、痛いのか？」

　カイリがココロの様子に気づき、そう声をかける。その声に、アメも振り返った。

「この子の匂いを追いかけての探索で回り道をしたから遠かっただけで、もっと短時間で、しかも安全な道がありますよ。地図を見て楽な道にしましょう」

　アメが地図を取り出しルートを確認する。

「ヨル、なんか治療道具とか持ってないか？」

「あのなぁ、カイリ、俺だっていつでもなんでも用意してるわけじゃない。俺のポケットや鞄かばんを当てにするな。そっちこそ爆弾とマッチ以外のものは持ち歩いてないのか？」

　カイリとヨルが言い合って──。

「じゃあ、こうしよう。エレオノーレの怪我と今後が気になるから、シュン達は先に行って。ココロと俺は、ココロの負担にならないよう、ゆっくり後から歩いてく。同じペースで歩いたらココロの足の具合がひどくなりそうだし」

　ヨルは「なんで……」と眉まゆ根ねを寄せたが、察さつしたかのように１つため息いきを零こぼした。

「まぁ……シュンが子狼を抱いてるのが一番で、かといってシュンだけに先生への説明を任せるのは不安だし、となるとそういう人選になるのは仕方ないか。俺が先生達を説得して、アメはシュンが切れて暴走しないようにストッパーだな」

「お前らのなかでオレはどういう扱いなんだ」

　シュンだけが目をつり上げたが、他は納得したようにうなずき合った。

　そうして、カイリの提案通りに二手に分かれ、帰き路ろについた。




　ユユも、ヨルたちと一緒に先行組に混じって歩いていった。最初のうちはみんなの背中が闇夜にうっすらと見えていたが、じきに何も見えなくなった。

　遠く、虫の音がリンリンと聞こえてくる。草丈の短い平地を踏みしめると、足もとの虫は一瞬だけ鳴き声を停止する。通り過ぎると、鈴を震わせたような音が再び鳴り出す。

「ごめんね。わたしのせいでカイリ君にも迷めい惑わくかけて……」

「別に迷惑かけてないだろ？」

　カイリがなんてことないように、笑って隣を歩く。

　痛む箇か所しよをかばっているのでゆっくりとしか進めないココロと同じ歩調で、のんびりと。

「あの子、連れて帰れるといいな……」

「ああ。ヨルに説得任せたんだから、そこは大丈夫だろ」

「うん」

　そのままココロとカイリはしばらく無言で歩を進めた。

　２人の間に流れていたのは、黙だまっていることに苦痛を覚えない類たぐいの、とても優しい沈ちん黙もくだった。

（カイリ君って、なんだかんだ言ってヨル君の事信頼しているんだなぁ。ヨル君も、カイリ君の事、実は認めている感じだし。いいなぁ、そんなふうに認め合ってるのって……羨うらやましい）

　ダメダメな自分も、そのうち誰かに何かで認められる事はあるのだろうか……と、ぼんやりとそんな事を考えていたせいで、注意力が散さん漫まんになってしまっていたかもしれない。

　痛みで引きずり気味だった片足がもつれ、小石に突っかかってしまった。

（また転んじゃう──っ！）

　頭の隅がひやっとする。がくっと膝ひざが崩くずれ、体勢を立て直せなかった。痛みを覚かく悟ごしたココロは、ぎゅっと目を閉じた。

「危ないっ」

　咄嗟にカイリがココロの身体を引き寄せた。

　ココロとカイリは転がるように地面に倒れ込んだ。が、予想した痛みはやってこず、代わりに温かいカイリの体温に包まれていた。

「カ、カイリ君!?　ご、ごめん……！」

　気づくと、ココロはカイリの上に乗っかる形で抱きしめられていた。至近距離にカイリの顔があり、心臓が跳ねる。

「俺は大丈夫。それより、お前に怪我はないか？」

　慌あわてるココロとは逆に、落ち着いたカイリの蒼あおい双そう眸ぼうがココロを見つめている。自然と視線が縫ぬい止められてしまうようなカイリの綺き麗れいな双眸には、ココロの顔が映っていた。

　また助けられてしまったと思ったと同時に、自分とカイリの体勢にココロは顔を赤くした。頭がカッと熱くなり、心臓の高鳴りが止まらない。

「わ、わたしも平気だよ！　ごめんね、カイリ君……！」

　状況がうまく吞のみ込めず混乱するココロだったが、カイリはそんなココロの様子を見て、「だったらよかった」と、安心したように笑った。すると、カイリの目が何かに気づいたように見開かれた。

「……わ！　すごいな、これ」

　そうつぶやいてココロの腕をぎゅっと摑む。

　摑まれた腕からカイリの温ぬくもりが伝わってくる。感かん嘆たんする声音の理由を問いつめる余裕はココロにはなかった。いつもよりもずっと近い距離に、先ほどからココロの心臓はどんどんリズムを加速させていた。耳も顔も火ほ照てってしまっているのが自分でもわかる。

　立ち上がって、カイリから離れなくてはと必死になるココロの身体を、カイリがさらに引き寄せる。ただでさえ近い顔が、もっと近づいた。

「な、なに……。カイリ君……。きゃっ!?」

　カイリはココロをぎゅっと抱きしめると、くるりと身体を反転させた。

　天と地がひっくり返る。今度はココロがカイリに押し倒される形になってしまった。冷たい地面と草がココロの背中を冷やしたが、火ほ照てった身体にはちょうどよかった。まわりの草花の青あお臭くさい匂いがココロの鼻び孔こうをくすぐった。
















「な！　見てみろよ。星空、すごい綺麗だ」

　暗闇の中、カイリの蒼い双眸だけはキラキラと輝いて見える。

　その双眸の輝きと同じくらいに輝いた満天の星空が、カイリの背中に広がっていた。

「本当……。すごい綺麗……」

　吸い込まれそうな空だった。

　星というのは瞬またたくものだと、はじめて知った。

　光の粒を散らした空が、何処までも何処までも広がっている。迫ってくるような星空は圧巻で、耳を澄すませば、星の立てる煌きらめきの音が聞こえそうな気がした。

「だろ？」

　カイリはそう言って得意げに微笑んだ。まるで自分の宝物を褒めてもらえたかのように。

　そうしてココロの上から身体をずらし、隣に横たわる。

　２人で並んで星を見上げた。

　手をのばしてかき混ぜたら、星が音を立てて幾いくつも落ちてきそうだ。

　ココロは手を掲げ、ささやく。

「……星、摑めそう。すごく近く見えるね」

「そうだな。摑めるかな」

　カイリも片手を空に向かって掲げ、ぎゅっと握りしめる。

「冥府の空も星も自然も、どれも初代死神主人に造られたもので本物じゃないらしいけど……。この星空は、造りたくなる気持ち、わかるな」

「本物じゃないの？」

「授業で習ったのに、忘れたのか？　さすが〝総合２点〟だな」

「うぅ。……すみません。記憶にないです」

　くくっと笑い出すカイリを横目に、ココロはしゅんとする。

「わ、笑わないでよ～」

「ごめん。ごめん。なんかさぁ……研修旅行に来て、良かったな」

　しみじみとした口調でカイリが言う。ココロもそれに同意する。

「うん、そうだね」

「楽しい旅行だった。次から次へとハプニングが起きて、飽きなかったな。まだ終わってないのにこんな事を言うの変かな」

「そんな事ないよ。わたしも……すっごく、すっごく楽しかった」

（ちょっとずつだけど特別補習組のみんなの事も知る事ができたし……前よりも気持ちが近づいてるような気がする……）

　カイリがココロを見る。悪いた戯ずらっぽい笑みが口の端はしに刻まれている。

「学校に戻るまで、とことん旅行楽しもうな！」

「うん！」

「あんまり遅くなるとヨルがまた怒るから。そろそろ行こう」

　カイリは勢いをつけて起き上がる。ココロも「そうだね」とうなずいた。




　みんなに遅れること30分。

　ロッジにたどりつくと、待ち構えていたヨルが「遅い」と文句を言った。

　ヨルは腕組みをして仁王立ち。アメは椅い子すに座り、救急道具をテーブルに広げていた。

　床の上であぐらをかいて座っているシュンの足もとで、改めて手当てを受け包帯を巻き直された子狼が丸くなっていた。

　そして、部屋にはナミもいた。

「遅くに帰ってきた、そこのお２人さん。あんまり揉もめ事を持ち込んでくれるなよ？」

「揉め事って、そんな！　わたし達何も……」

「何も……じゃないだろう？　チビっこいやつのリボンに住所が書いてあったぞ。こいつは法律違反の『使い魔』だ。俺は、こういうのは面倒くさいから、見なかった事にするからな」

「え？」

「手当てはちゃんとできてるようだし、お前らが勝手にこいつを学校に連れ帰って、勝手にもとの飼い主の住所を探して、勝手にそこの家にこいつを引き渡しても俺には一切関係のない事だ。その上であと半年くらいたってこいつが成獣になった時、『動物管理届』を提出するとして、そのときの辻つじ褄つまあわせについては、きっとお前らのなかにうまい事考えるヤツがいるだろう。な、ヨル？」

　ヨルが苦笑してうなずいた。

「ここから先は、なーんにも知らない俺の独り言だ。聞こえても、聞こえなくても、どっちでもいい。……こいつの存在は、このロッジの噂になってた。職員達はみんなこいつの事を、うすぼんやりと知っていた。でも積極的に調べようとはしなかった。だから、こいつの発見が遅れた」

「……それってどういう意味ですか？」

　ココロが尋たずねると、ナミは眼鏡めがねをゆるく持ち上げ、レンズの奥の目を細めた。

「……変な話に聞こえるかもしれないが、ただ彼らは『幽霊がいる』って信じたかったんだ。だから、あえて真相を明らかにしなかったんだろう。みんな未練を持ってこの冥府に来て、過ごしている。冥府の人間には『幽霊になってでも、あの人が会いに来てくれたらいいな。もう１回会いたい』っていう誰かがいる。もちろんそんなのおかしいのはわかってはいるが。冥府の成り立ち上、ここに幽霊なんているはずがない」

（幽霊になってでもあの人が会いに来てくれたら……。そうか……）

　切ない痛みがココロの胸の内側を焦こがした。

（わたしには記憶がないからわからないけど……『未練』をはっきりと覚えている人達は……。つらいんだろうな）

「職員の１人に、茶飲み話ついでに聞いたら、こう言ったよ。『もしかしたら冥府にも〝幽霊〟がいるかもしれない……って、それが、わたし達にとっての願いだったんです。だから、真実を突き止めたくなくて、存在をあやふやにしていた。〝幽霊〟がいるかもしれない。冥府の住人じゃなく……魂だけの存在になった、懐かしい人達とここでまた会えるかもしれない……。一瞬だけでも会えたらと思ってしまうんです。職員だけじゃなく、そういう気持ちでここを訪れるお客さんがたくさんいました』ってな」

　みんな、しんとしてナミの言葉を聞いていた。

「チッ。くだらねー」

　沈黙を破り捨てる勢いでシュンが言う。

「そうだな。くだらないし、面倒くさい話だ。とにかく俺はな～んにも見てないから、あとは適当に頑張れよ」

　ナミはひらひらと手を振って、ロッジを出ていった。
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　宿泊研修を無事に終えたココロ達は、シュンの鞄かばんに子狼を詰め込んで学校に戻った。

　すぐにリボンに書かれた住所を探し出すと、ヨルが事前に相手と連絡を取ってくれた。赤い屋根のアパートメントの一室だった。ココロとシュンが代表して、約束の時間に相手のもとを訪れた。

　呼び鈴を押すと、すぐにドアが開いた。

　シュンの腕に抱かれていた子狼が、腕のなかから暴れて飛び下りる。小さな尻尾を勢いよく左右に振って、「きゅーん」と甘えた声を上げた。

「……ああ、よかった。捜したんだよ。ずっと、ずっと、捜してたんだ」

　その人は床に膝をつき、涙ぐんで子狼を抱き上げた。

「本当に、ありがとうございます……」

　ぺろぺろと顔じゅうを舐なめられて、泣き笑いの表情で、その人は何度もココロ達に感謝の言葉を言った




　子狼はやっと会えた事が嬉しいのだろう、その人にべったりとくっついて離れない。膝によじ登り、胸元にすがり、甘えて鳴いて、ずっと尻尾を振り回している。見ているだけで気持ちが温かくなる光景に、ココロの涙腺もゆるんでしまった。

「ある日空腹で独りぼっちでいたこの子を森で見つけて……。食べ物を与えたら懐いてきたので、そのままにするのがしのびなく、連れ帰って『力』を与えました。法律に違反している事はわかっていたので、外には出せないから、ずっと部屋で過ごしていました。でも、それもだんだんかわいそうに思えて他に誰もいない山なら自由に動き回らせてやれると思い、連れていったんです。そうしたら、はぐれてしまって。捜し回ってもなかなか見つけられず、誰かに力を借りる事もできませんでした……」

　ココロ達が話をしている間も、子狼はその人にずっと寄り添っていた。撫でられながら、気持ちよさそうに目を瞑つぶっている。そんな１人と１匹の邪魔をするのが悪いような心地になり、ココロ達は帰ることにした。

　帰り道、感極まったココロは涙が止まらなくなってしまった。

「うう、よかったね……。オオカミ君、幸せそうだったねぇ……」

「それはわかったから、いい加減もう泣くなっての……。俺が泣かせてるみてーに見えるだろうが」

　見かねたのか、シュンがぼそりとそう言う。

「だって、ホッとしたら、なんだか涙が出てきちゃって」

　でもシュンは、いつもみたいにココロを置き去りにして別の道に行ったりはしなかった。ココロの歩調に合わせ、少し離れて隣に並び、ゆっくり歩く。

　決して目を合わさず、ずっと違う方向を見み据すえているのだけれど……。

「泣きやめって。ほら、これやっから」

　シュンがポケットから飴あめを取り出し、ココロへと渡した。

「え……飴？」

　透明な小袋に入った、小さなキューブの飴が２個。ピンクと黄色。

「なんだよ、文句あんのかよ。お前にはお菓子与えとけばどーにかなんじゃねーのか？　しょっちゅう食ってるだろ。アホ毛」

「アホ毛じゃないもんっ」

　言い返したら、シュンが目をつり上げて怒り出す。

「跳ねるな、アホ毛！」

「だからアホ毛じゃないって……」

「……うっさい。あのな、足、まだイテーんだろうが。跳ねるなっての」

　そう言われ、ココロは「え？」と息を吞んだ。

（シュン君……ゆっくり歩いてくれてるのも……もしかしてわたしの足を心配してくれているの？）

「ええと……うん。ありがとう！」

　ココロはもらった飴の袋を破り「お返し！」と、なかにあった黄色の飴をシュンに渡した。

「お返しじゃねーっつーの。オレがやったもんだろうが、それ」

　文句を言いながらも、シュンはその飴をぽいっと口に放り込んでガリガリと齧かじったのだった。
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　６月──。

　研修旅行から帰ってきてからというもの、ココロ達の距離はほんの少しだけ縮んでいた。

　だが、相変わらず朝の動物の世話や通学は、別々のままなのだけれど。

（一緒に飼育小屋の掃除とか学校の掃除とかしなくても、いざっていうときにみんなが一致団結できるならいいよ……ね……）

　うんうん、と自分に言い聞かせ、ココロは今日も動物達の世話を終えて、慌あわてて学校に向かって走っていた。

　問題はそのいざというときがめったに訪おとずれない事なのだ。

「……それにしても、どうしていっつもわたしだけ走ってるんだろう。カイリ君やヨル君は、余裕で動物のお世話をして、職員室で先生のお手伝いもして、そのあとでゆっくり教室に向かってるのに……わたしだけ毎日走ってる。手て際ぎわが悪いから？」

　シュンはいつの間にかいなくなるから論外として、ココロ以外のみんなは、そこまで時間に追われていなさそうなのだ。

「このあと職員室で資料のコピーを頼まれてるのに……時間がないっ」

　もっとてきぱきとやりたいものだと考えながら、とにかくココロは職員室までの最短距離である中庭を突っ切っていった。

「そういえば、もうすぐ『生せい楽がく祭さい』だよな」

　そのとき、通り過ぎる男子生徒の声が、ふと耳に入った。

（……ん？　せいがくさい？　そういえば前にナミ先生が言ってたっけ……）

「お前、参加するのか？　今年も優勝した生徒は、校長になんでも願い事を１つ叶かなえてもらえるらしーぜ」

「参加したいけど、今年は歌が上う手まいやつが多いって聞いたからなぁ……」

　走っていたココロの足が止まる。

「…………優勝？　参加？　歌？」

　あまり普段聞かない単語だった。やはり行事の１つなのだろうか？

　ぽつんと立ち止まるココロの周囲を、教室に向かう生徒達が通り過ぎていく。男子生徒達はそのまま会話を続けながら歩き去っていったので、詳くわしい話を聞く事はできなかった。

「お前、何してんだ？」

「どうしましたか？」

　ふいに声をかけられ、ココロが慌てて振り向くと、そこにはゼンとリッカがいた。

「あ、えっと……今、男の子達が話してたのを聞いて。『生楽祭』ってなんだろう、って思って」

「なーんだ、総合２点様はホントに物を知らないんだな？」

　リッカの横で、ゼンがニヤッと意地の悪い笑みを見せて言った。

「う……。わたしはまだ、冥府ネザーワールドに来て１カ月しかたってないんだもん。イベント事までは把握できてないよ」

「ふ～ん？　まあそういう事にしておいてやっか。親切なオレ様が教えてやる。生楽祭っつーのは、街ぐるみで行われる校内イベントの１つだよ。個人でも、グループでもかまわねぇ。そんなかから、１番歌の上手い死神を選ぶコンテストなんだ」

「へぇ、そんなお祭りがあるんだ！　ゼンとリッカさんは、参加した事あるんですか？」

「いいえ。生歌とは、本来、死を迎えようとしている魂のために歌う歌ですからね。順位など、つけるべきものではありませんよ」

　リッカが嘆たん息そくする。

「……ねぇ、さっき個人でもグループでも参加できるって言ってたよね？」

　少し考え、ココロはゼンに確認をした。

「ああ、それがどうした？」

（これっていざ一致団結っていうイベントなんじゃないかな……）

「生楽祭か……うん、いいかも！」

　もっとみんなと仲良くなれて、ココロ自身も成長できそうな気がする。

「ゼン、リッカさん、ありがとう！　わたし、頑がん張ばってみる!!」

　ココロはぐっと握りこぶしを作り、力強く宣言した。

　走り出したココロを、

「あ、おいっ！　……行っちまった。どうしたんだ、あいつは？」

　というゼンの呆あきれた声が追いかけたが、勢いよく走り出したココロにはもう届かなかった。




　その夜である。

　ココロは、夕飯を食べるためにリビングに集まっていたみんなに話を切り出した。

「あのね、みんなに聞いて欲しい事があるの！」

　今夜の夕飯当番はヨルとカイリだ。肉じゃがにスープ、唐から揚あげといった定番のメニューが食卓に並んでいる。ヨルが食事当番のときはシュンの機嫌がいい。というより全員の機嫌がいい。出だ汁しから丁寧に取って調理する、ヨルの料理力恐るべしなのだ……。

　どんどん箸はしが進み、大皿の料理があっという間に消えていく。

「お？　どうしたんだよ急に」

　カイリは、ほうれん草のお浸ひたしにのばした箸を止め、ココロを見た。お浸しは刻んだ柚ゆずの皮がトッピングされた、上品で優しい味だ。

　ユユも首を傾かしげて聞いてくる。

「今日のお夕飯に、キライなおかずでもあったの～？」

　いきなりすぎただろうか……。

「違う違う、わたし嫌いなものなんてないし、ヨル君のご飯はいつもどれでも美お味いしいって、そうじゃなくて。みんなで生楽祭に参加しようよ！」

「生楽祭？」

　ヨルがおうむ返しに聞き返してきた。

「そういえば、もうそんな時期ですね。校内が、歌を練習する生徒達の声であふれて、とても心地の良い時期になります」

「…………歌ねぇ」

　アメとシュンがそれぞれにそう口にする。

「そう、そうなの！　みんなで参加したら、きっともっと楽しいと思うの！　特別補習組の絆きずなも強くなるし、生歌の練習にもなるし。一石二鳥じゃない？」

（一致団結して、芽生える友情！　研修旅行のときの子こ狼おおかみ迷子事件もそうだったし、ここで協力して練習すれば、みんなとの距離も、さらに縮まるはず！　旅行で前より仲良くなったから、みんな『いいアイディアだな』って受け止めてくれるはず！）

　ココロは意い気き揚よう々ようと全員の顔を見回した。

　同意の言葉が得られるだろうと思い込んでいたのだが……。

「生楽祭とか、バカじゃねーの。んなもん、誰が出るかよ」

　シュンが即座にココロの膨ふくらんだ気持ちを叩たたきつぶした。それまで上機嫌で夕飯を食べていたのに、いきなり表情が険しくなっている。

　ヨルも、

「補習組の連中が、全校生徒の前に出てみろ。何を言われるか、わかったもんじゃないぞ」

　と難しい顔をした。

「そ……そうかなぁ。でもみんなで一致団結したら、きっと楽しいと思う！　ねぇカイリ君、やろうよ！」

　カイリに望みを託してココロは言う。

「おう、いいんじゃないか？」

　カイリはさらっと同意した。

「えっ、いいの!?　そんなあっさり!?」

　拍子抜けするくらいの勢いだ。

「うん。なんだか楽しそうだなって思うし……なんといっても、優勝者はなんでも願いを叶えてもらえるとかいうしな」

（ゆ、優勝賞品目的だった……。でも、賛同してもらえるのは嬉うれしい！）

「オレはごめんだな。お前が１人でやりたいだけだろ。それを他人に押しつけんな。オレは絶対にやらねーからな」

　しかし、シュンが切り捨てるように冷たく言い放つ。

「そうですね。僕達には練習する暇ひまなんて、ありませんしね」

　アメもシュンの言葉に補足をした。

「ちょ、ちょっとみんな、もう少しくらい話を聞いてくれても……！」

（で、でも、カイリ君だけでもいいって言ってくれてるなら、まだ望みはあるよね。一生懸命頼めばきっと……）

「わたしは明日から放課後、音楽室で練習するから！　みんなでやろうよ」

「えーと、つまり俺も明日の放課後から音楽室で練習するって事になるわけだな」

　カイリがぼそっと言う。

「わ、あの、ごめんなさい！　勝手に……」

「なぁ、ココロ。１つ聞いていいか？」

「え、なあに？」

「ココロはさ、どうして突然、生楽祭なんて言い出したんだ？」

　質問をしたカイリ以外の目も、一いつ斉せいにココロに集まった。

「それは……みんなともっと仲良くなりたいって思ったからだよ。あの研修旅行で、わたし、みんなと友達になりたい、もっと近づきたいって思ったの。生楽祭に出るっていう同じ目標を持って協力し合えば、それも叶うんじゃないかと思って……」

　けれど、こうしてやはり断られてしまった。

（どうして、わたしはこううまくいかないんだろう。冥府に来る前のわたしは、友達の作り方を知っていたのかな？　ひょっとしてわたし、生きてるときも独りぼっちだったんじゃ……）

「ココロ～、ここのみんなに、ココロの言うことを聞いて動くような協調性があったら、とっくに誰かとペアになってるよ。ここのみんなは『特別補習組』なんだよ～？」

　ユユがヒゲをピンとのばして、ココロを諭さとすように言う。

（協調性……それは、そうかも）

「失礼だな。少なくとも俺は協調性があるつもりだが」

　ヨルだけは不服そうに意義を唱えた。けれど他のみんなは納得したように、顔を見合わせている。

　補習組は、誰ともペアを組めず試験に落ちた人達が集つどうクラスだ。個性たっぷりなメンバーで「みんなで仲良く」というカラーじゃないのは、ココロだってとっくに身をもって知っていた。

「けど『特別補習組』だからダメみたいなのは、ないと思う！　やってみないとわからないし、それにわたしは……歌が好きだから」

　そうつぶやいたら、気持ちがちゃんと形をもって、胸のなかに収まった気がした。

（そっか。わたしは歌が大好きで……だからこのクラスのみんなと、歌いたいんだ）

　大好きな歌を通じて、みんなと仲良くなりたい。みんなで優勝したい。一緒に何かをやり遂げたい。そのすべてをつなげるために──歌いたい。

「わたし『特別補習組』のみんなで歌を歌って、もっとたくさん仲良くなりたいの!!」

「オレはやらねー」

　シュンが椅い子すから立ち上がり、部屋を出ていく。

　他はさておき、シュンの拒否が思いのほか強くて、ココロはしおれてしまう。

「まぁ、やってみないとわからないってのは同意だなぁ。旅行から戻ってきてから、また雑用と勉強ばっかりだし、パーッと楽しい事したいよな！　ココロの気持ちはわかったよ。……俺がシュンに頼んでみようか？」

「えっ？　カイリ君が？」

「俺はシュンに限らず、補習組みんなの弱みをすべて握っているからな。俺が練習に出ろって言ったら、聞いてくれると思うぞ」

（弱みってそんな強引な……！）

「え、えぇっ!?　待って、カイリ君。そんな無理やりな方法じゃなく、わたしが説得するよ。わたしが言い出したんだし、ちゃんと自分で気持ちを伝えたいんだ」

「……そっか。ココロがそう言うなら、わかった」

「うん！　あの……ヨル君、お願いします」

　ココロはヨルに向かって頭を下げた。

「……やりたくはないが〝俺は協調性がある人間だから〟お前達がやるなら協力してやってもいい」

「ありがとう！　アメ君も、よろしくお願いします。一緒にやろう！」

「僕は……まだ考えさせてください」

　アメの視線はシュンが出ていったドアのほうを向いたままだった。

「わかった。シュン君とアメ君にも一緒にやってもらえるよう、明日も頑張って説得します！」

「おう！　頑張れよ！」

　カイリがココロを見てにっこりと笑った。その笑顔と、応援の言葉でココロは百人力だ。

「……ふわぁ。お話終わった？　ユユ、眠くなっちゃった。先に部屋に帰るね～」

　あくびをするユユに「ごめんね。先に戻ってて。わたしは片付けをするから」と答える。

「じゃ、俺も手伝うよ」

「ううん、カイリ君は食事当番でご飯を作ってくれたんだもん、洗い物はわたしがやるよ。大丈夫！　お皿割ったりしないから、任せて！」

　ココロはそう返し、席を立った。
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　翌日、やはり放課後の音楽室に来てくれたのはカイリとヨルだけだった。３人で歌の練習をし、カイリとヨルは図書館に用事があるというので、ココロだけ先に戻ってきた。

　真っ暗なリビングに、ココロはあかりを灯ともす。照明で明るくなった部屋を見渡すと、シュンがソファで寝息を立てて眠っていた。

「シュン君。寝るなら自分の部屋で寝たほうがいいよ。風か邪ぜひいちゃうよ」

　声をかけると、シュンがまばたきをして身じろいだ。目の上に手をかざしてごろんと逆向きに転がる。

「……んぁ？　うるせーなぁ、ほっとけよ」

「寝てるくらいだったら、一緒に生楽祭の練習をしようよ」

「あぁ？　お前まだそんな事言ってんのか。歌なんて歌わねぇって言っただろ」

（シュン君……みんなと何かをやる事が嫌いやっていうより、歌が嫌きらいなのかなぁ）

　今までのシュンの行動を思い返し、ココロは小声で聞いてみた。もしかしたら詮せん索さくしすぎているのかもしれない。怒られるかもしれない。

　けれどココロにとって、歌は幸福の象徴だ。だからこそ、シュンに聞かずにはいられなかった。

「死神は歌を歌って魂を狩るのに、どうしてシュン君は歌うのを嫌がるの？」

　その言葉にシュンはきゅっと唇を引き結んだ。腕が顔の上半分を覆おおっているから、ココロには口元しか見えない。目を隠しているせいかシュンが泣き出しそうに思え、ココロはソファの横にそっと跪ひざまずいた。

　もちろんシュンはいつでも強く元気な一匹狼だから、簡単に涙を見せたりはしないのだけれど。

「……オレはもともと、死神なんか目指してない」

「えっ？　そうなの？」

「あぁ。フクロウのジジイが入学しろって言ってきたから、仕方なく入学してやっただけだ。それに、オレは出来が悪いからな。入学と同時に特別補習組にブチ込まれた。そんなふうに誰からも期待されてねーオレだ。このまま卒業できなくても、死神になれなくても、別にかまわねぇんだよ」

「……シュン君」

（シュン君にも冥府に来るほどの理由があるんだろうな。人に言いたくないような……。ロッジの職員の人達みたいに『幽ゆう霊れいでも会いたい』って思えるような相手がいるのかもしれない。だったら今はそれは聞かない。だけど……）

「シュン君、わたしはみんなで卒業したいよ」

「はぁ？」

　シュンが腕を退け、ココロを見返す。

「一番の新入りが何言ってるんだって感じかもしれないけど、みんなで勉強してみんなで卒業したいって思うんだ。誰か１人が残ってもイヤだし、誰か１人だけが死神になってもイヤなの。……わたしは、みんなの事仲間だと思ってるから」
















　ココロはシュンの目を覗のぞき込み、願いを込めてそう言った。

「……相変わらず能天気なヤツだなお前は」

「わたしね、歌を歌う事が好きなんだ。落ち込んでるときに歌を歌うと元気になれる気がするの。特別補習組に来るまではずっと１人で歌っていたけど、みんなと歌ったら、きっともっと楽しい気持ちになれると思うんだ。だから、シュン君も一緒に歌ってくれたらすごく嬉しい」

「……うるせぇよ」

　シュンはソファから立ち上がると、軽く舌打ちをして部屋を出ていった。

（……ダメだった。聞いちゃいけないところまで聞いちゃったのかもしれない）

　ココロは反省し、床にぺたりと座り込む。しばらくするとリビングのドアが開き、アメが顔を覗かせる。

「……どうしたんですか？　そんな寂さびしそうな声を上げて」

「えっ？」

（わたし、そんなに大きな声で喋しやべっていたかな？）

「えぇと、寂しくなんてないよ。ただ……みんなにうまく歩みよれない自分自身にやきもきしてるの。わたし、友達作るの下へ手たみたいだね。みんなとちょうどいい距離をつめていく方法がわからない……」

　ココロが気持ちを吐と露ろすると、アメのまなざしが少しだけ柔らかくなった。ゆっくりと近づいてきて、ソファに座る。

「人付き合いが苦手なのはシュンも同じですよ。シュンは人との距離の取り方が下手です。不用意に関わる事で自分が傷つくのがイヤで、自分を守るために、ひどい事を言って相手を遠ざけてしまう。まぁ、歌が嫌いなのは事実なんでしょうけど。あの程度でめげていたら、シュンと仲良くなるなんて絶対に無理だと思います」

「アメ君はシュン君をよくわかっているんだね？」

　アメは一瞬押し黙ってから、小声で言う。

「彼の声は、一番まっすぐでわかりやすいんです」

　どういう意味かは、さっきの言葉同様、よくわからなかった。ただココロは、アメがシュンに信頼を寄せている事を知っていた。アメにとってシュンは「わかりやすい」相手なのだという事も。

（アメ君とシュン君って、友達なんだろうなぁ。すごく仲良しっていうふうには見えないけど、でもお互いの性格をちゃんと知ってる。いいなぁ）

「あなたも……シュンと同じくらいまっすぐだと思いますよ。噓うそをつけないというか」

「そ、そうかな？　あんまり自覚はないんだけど……シュン君にもうまく気持ちが伝わらないみたいなんだ」

「諦あきらめてしまうんですか？」

「……ううん。この程度ではめげないよ！　わたしもっと頑張る！　いい加減にしろって言われても頑張ってみるね！　あ、もちろん、わたしはアメ君の事も諦めてないよ。アメ君が放課後の練習に来てくれるまで待ってるから」

「行ってあげてもいいですよ」

　アメがさらっと言い放つ。

「え？」

「歌の練習、やるんですよね？」

「えっ……ええぇぇぇぇぇぇっ!?　い、いいの!?」

「なんですか、その声……」

「だって、あまりにあっさり過ぎて」

「はい。僕も歌は好きなので。ただ、シュンが嫌がっていたし、あなたが簡単に諦めるようだったら練習に参加したところで時間の無む駄だになりますから。しばらく様子を見ようと思ってました。どうやら、やる気は充分にあるみたいですし、付き合ってあげてもいいです」

「わぁ！　ありがとう、アメ君!!」

　ココロは思わずアメの手を握りしめた。飛び上がりたくなるくらい嬉しい。

（アメ君の手、あったかい。これってアメ君の感情が伝わってきてるんだよね）

「アメ君、わたし明日の放課後待ってるから。必ず来てね！」

　アメが微笑ほほえんで「はい」とうなずいてくれた。




　翌日の放課後である。

　一日はあっという間に終わっていく。朝、昼と、シュンに話しかけようとしては冷たくあしらわれ、逃げられるを繰り返した。シュンの勧誘には失敗したものの、カイリ、ヨル、アメは生楽祭の練習に参加してくれる手はずになっていた。

「ココロ～、早く早くぅ～」

　人型になったユユが廊下を走っていく。

「待って、ユユ！」

「アメ、ちゃんと来てくれてるかなぁ？　来てくれるって言ったんだよね？」

「そうだよ！　昨日、約束したんだもん。必ず来てくれるよ！」

　ユユが音楽室のドアの前でくるりと振り返りココロを見上げる。ココロはドアに手をかけて勢いをつけてがらりと開けた。

「自分で呼んでおいて遅いですよ」

「アメ君！」

　アメが先に教室にいて、待っていてくれた。

「びっくりした～！　ココロの言ってたとおりだ！　本当にアメが来てる！」

　ココロの頰ほおが自然とゆるむ。

「これで歌の練習ができるね！」

「カイリさん達は、まだ来ないんですか？」

　アメがココロの後ろへと視線を飛ばし、聞いてきた。

「カイリ君は、先生達の雑用が終わったら来るって言ってたから、もう少しかかると思う」

「そうですか。では時間ももったいない事ですし２人で練習をはじめますか？」

「うん！　あ、そうだ！　うちのクラスは生歌の授業で実習がまだないから、わたしの歌をちゃんと聴いてもらった事なかったよね。登山のときの即そつ興きようの歌とか、そういうのだけで。わたしの歌、聴いてもらってもいい？」

「かまわないですけど……」

「今日はアメ君が来てくれて嬉しいから、すごく上手く歌えると思う！」

　ココロは──歌いたくなったのだ。

　アメが来てくれた悦よろこびが胸をいっぱいにしている。冥府に来てからつらいときは歌で自分を慰なぐさめていた。独りぼっちで歌う事ばかりだった。それがこうやって、他人に向き合って「聴いて」と言えるようになった。

　そんなすべてに幸せを感じた。

（息を大きく吸って、気持ちを込めて……）

　天の高いところから見えない糸がココロを引っ張ってくれているような気がした。ピンとのびた背筋。身体からだのなかに大事に抱えた感謝の気持ちを、声という楽器を使って、外に出すように。

（わたし、言いすぎちゃったり、押しすぎちゃったり、言葉の選び方を間違えちゃったり……そんな事が多いけど……でも「歌」なら……きっと伝わる。大好きだよっていう気持ち。ありがとうっていうこの気持ち……）

　たとえば鳥が歌うように、言葉ではなく「音」で「声」で、すべてが伝わるようにと。

　ココロの歌声が空気を震わせた。

　一曲、歌い終えて、紅こう潮ちようした頰を押さえ、ココロはユユとアメを見る。

「うわぁ……綺き麗れいな声！　ココロって、こんなに歌えたんだぁ」

（いつもよりずっと声がのびてた気がする。アメ君への感謝を込めたからかな？）

「……驚きました」

　アメの目が大きく見開かれている。

「えっ？」

「歌が上手いんですね。……透き通っていて優しい歌声でした」

「本当？　ありがとう！　ちゃんと歌ったの聴いてもらった事なかったけど、歌はちょっと得意なんだ」

「ココロさんの口から出た声とは思えませんでした。……本当にあなたが歌ってたんでしょうか？」

「う、歌ってたよ！　なんなら別の歌も歌おうか？」

「はい。是ぜ非ひ聴きたいです」

「ユユも聴きたい！　っていうか、ユユも一緒に歌いたい！」

　２人の熱心な言葉に、ココロは嬉しくて空に飛び上がりそうになる。

「２人ともありがとう。わたし、ユユも生楽祭に一緒に出て欲しいって思ってたの！　ユユは『特別補習組』じゃないけど、一緒の寮で暮らす仲間で友達だから。一緒に生楽祭に出てくれる？」

「いいよ！　ユユも出る～」

　ココロの申し出に、ユユは飛び跳ねて喜んだ。それから、何かに気づいたようにドアのほうを見て言った。

「ん？　ねぇねぇ、ドアの向こうに誰かいるみたいよ」

「あ、もしかしてカイリ君とヨル君が来たのかも！」

「それなら入ってくるんじゃないですか？」

「そっか、たしかに。ちょっと見にいってみようか」

　ココロが音楽室のドアに近づくと、何やら話し声が聞こえてきた。

「だからここまで来ておいて、今さら行かないとか、何言ってるんだよ！」

　廊下にいるのは、やはりカイリとヨルだった。

「ちげぇよ！　オレは、たまたまここを通りかかっただけだって言ってんだろ！」

　続いて、シュンの声も聞こえてきた。シュンがカイリとヨルに挟はさまれ、文句を言っているようだ。

「シュン君！」

　思いがけない人物の声に、ココロはドアを勢いよく開けた。

（カイリ君とヨル君は来てくれるって思ってたけど……シュン君も!?）

「ああ、ココロ！　こいつ音楽室の前でウロウロしてたから連れてきてやったぞ！」

　カイリがシュンの腕を引きずって、その身体を反転させてココロへと突き出した。逃げようとしたシュンだったが、左右をカイリとヨルに固められ、身動きがとれないようだ。

「みんな、生楽祭に参加してくれるの？」

　ココロはシュンを中央にして立つ３人に向かって尋たずねる。

「だから、オレはそんなんじゃっ……」

　シュンは左右のヨルとカイリを交互に見て、狼狽うろたえたようにそう言った。アメがココロの背後で嘆息し、言った。

「いい加減見苦しいですよ。素直になったらどうです？」

　ヨルがシュンを横目に、ココロに向き合って告げる。

「お前の歌、廊下まで響いていた。上手いな。あれを聴いたあとで言うのはなんだが……俺は、その……歌はあまり得意じゃない」

　少し落ち込んだように言うヨルに、彼にも不得意な事があるのかと思うココロだった。

「そんな事関係ないよ！　みんなで参加する事に意義があるんだから！」

「おい！　みんなってなんだよ。オレはまだ参加するなんてひと言も……」

　シュンだけはまだ拒絶していたが、

「シュンも参加します」

　アメがシュンの言葉をもぎ取るようにして、そうつけ加えた。

「っ！　なんでお前が言うんだよ！」

「シュンもココロさんの歌を聴いて、彼女の本気がわかったでしょう？　それで音楽室の前から離れられなくなったんじゃないんですか？」

「それは……っ」

「みんな、お願い。わたし、もう１回……歌ってもいいかな。さっきのはアメ君への感謝の気持ちを歌ったの。今度はこの６人が揃そろって、練習できるのが嬉しいっていう気持ちを込めて歌うから。聴いて！」

　返事を待つより先に、ココロは歌い出す。

（楽しさが届けばいい……。シュン君、アメ君、ヨル君、カイリ君、ユユ……そして、わたし。特別補習組の仲間で歌える幸せを、わたしの声に乗せて歌いたい……!!）

　温かい感情が満ちていた。ココロはみんなの顔を見渡し、大きく息を吸う。自然と身体が動き出す。

（楽しさや嬉しさや好きという想いを伝えるために歌えるって、どうしてこんなに心地がいいんだろう。声が何処までも、何処までも、遠くに伝わっていく気がする）

　喉のどではなく、魂を震わせて声を出し、音楽を生み出しているような。

　歌い終え、ココロの口から我知らず吐と息いきが零こぼれた。何もかもを出し切って、晴れ晴れと、けれど少しだけ不安な気持ちでみんなを見た。

「……どうだった？」

　カイリは目をキラキラと輝かせて聴き入っていた。

　ヨルは驚いたように固まっている。

　シュンはポカンと口を開き「……マジかよ……」とつぶやいた。

　アメは無む垢くな笑顔を浮かべ、どことなく自じ慢まんげに、ココロからシュンへと視線を向けた。

「ん～。ユユ、やっぱりココロの歌が好き～！」

　ユユがぴょんぴょんと跳ねて言う。

「つーか、そんだけ歌えるなら、別にオレなんて出なくたって」

　シュンがいつになく弱気な声で言う。

「ダメです。さっきの歌声も綺麗でしたが、今のほうがもっとよかった。僕達が全員揃っているから、彼女はこんなに嬉しそうに歌えるんですよ。シュンがいないだけで、今の歌声が聴けなくなるんですからね。その責任は大きいと思います」

「な、なんでオレのせいになってんだ!?」

「……歌が苦手な俺だって参加するんだぞ。お前だけ参加しないとは言わないよな？」

　ヨルがシュンを睨にらみつけた。

「まぁ、どうしてもイヤだというのなら……カイリさん？」

　アメがカイリに目線を向けると、カイリは大きくうなずいた。

「そうだな。そんときはあの秘密を全校生徒にバラす！」

「なっ、卑ひ怯きようだぞ!!」

　シュンの顔が真っ赤になった。

「あの、秘密とかそういうのじゃなく……。わたしはシュン君にも参加してもらえたら、すっごく幸せに歌えるなって。みんなで１つの歌を歌いたいんだ。だから、一緒に歌おう！　お願いします!!」

　みんなの援護射撃を受けて、ココロはシュンに頭を下げた。

　少しだけ間があり、シュンのため息が聞こえた。

「……ったく、わかったよ。オレも参加すればいいんだろ!?」

　シュンがふてくされたようにそう吐はき捨てる。怖い見た目だけれど、泣いていたココロに飴あめを差し出してくれた人。

「シュン君も参加してくれるの!?　やったぁぁ!!」

　ココロはシュンの手を取った。

「なっ、て、手を握るな！」

　シュンは叫んで、すごい勢いでココロから手を引く。その目元や耳が朱色に染まっていく。そして、触れた肌は温かかった。

「あっ……ごめん。つい嬉しくって！」

「これでやっと、特別補習組全員集合だな」

　カイリが言う。

「うん！　おめでとう、ココロ！」

　ユユが尻尾しつぽをぶんっと振った。

「うんっ！」

　ココロは大きくうなずいたのだった。
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　ココロ達の歌う曲はナミの推すい薦せんで『リバースデーソング』に決定した。

　魂の復活を祝うための歌だという。

　冥府ネザーワールドに古くから伝わっている曲だが、古すぎて、今は歌うものがいないらしい。だから、他の参加者の歌と被かぶる心配もないだろうとナミが言っていた。

　その曲を聴きいたとき、はじめて聴いた曲なのにココロはなんだか懐かしく感じた。胸を切なくさせる綺き麗れいな曲だった。

　相変わらず忙しい毎日のなか、さらに放課後や夜に歌の練習の時間を詰め込んで、みんながへとへとになっていたある日のこと。

「そういや、生せい楽がく祭さいのエントリーは済ませたか？」

　ナミが思いついたように聞いてきた。

「エントリー？」

　ココロはきょとんと聞き返す。

「期日までに生楽祭担当の職員にエントリーを済ませないと、生楽祭には参加できないんだぞ？」

「えぇっ!?　そうなんですか!?」

「……お前、まだエントリーしてなかったのか？」

　ヨルがぎょっとした顔で突っ込みを入れる。

「し、してないよ！　だって知らなかったんだもん！」

「んなこったろうと思って、エントリー用紙持ってきてやったぞ～」

　ナミが用紙を取り出し、ユユが「さすがナミ先生だ～」と拍手する。

「記入して、さっさと提出してこい。担当の職員なら、今職員室にいるはすだ」

「ありがとう！　ナミ先生」

　ココロは用紙を受け取り、急いで記入しはじめた。

　カイリは、ココロが書き終えるのを待って、

「よし、それじゃあさくっとエントリーしてくるか！」

　と、全員を誘さそった。




「全員でぞろぞろ行く意味なんかあんのかよ？」

　流れで連れてこられたが、シュンだけは不満げだ。

「あるよ、ある！　みんなでエントリーしたほうが『エントリーしたぞ～』って気持ちになれるでしょ？」

　力強く答えるココロだったが、シュンは怪け訝げんそうに眉み間けんのしわを深くした。

　職員室のドアをノックして入る。目当ての先生は、別の生徒と話をしているところだった。その生徒は、ココロ達と同じエントリー用紙とおぼしき紙を提出し、軽く頭を下げてから振り返った。

「ヒイロ君！」

　ヒイロはココロ達と目を合わせ、嫌いやそうに顔をしかめた。

「今、先生に渡してたのって生楽祭のエントリー用紙だよな？　君も生楽祭に参加するのかな？」

　カイリが明るくヒイロに尋たずねる。

「ああ、そうさ！　僕のエントリーするチームは生楽祭のために編成した特別なチームだ。生楽実習でトップクラスの成績の生徒だけを集めたんだ。もう、僕達の優勝は決まったようなものさ。そっちもエントリーに来たみたいだけど……やめたほうがいいんじゃないか？」

　ヒイロはココロが持っている用紙を見て、鼻先で笑って続ける。

「どうせ落ちこぼれ共の歌なんて、恥はじさらしなものになるに決まっている」

「……こいつ、うぜぇ……」

　シュンが言う。

「奇遇ですね、シュン。僕も同じ事を考えてました」

　アメも同意する。

「ユユ、こいつ嫌い」

　ユユは尻尾しつぽの毛を逆立てた。

　しかしヒイロはそんな３人を居い丈たけ高だかに見返し、「ふんっ」と肩を怒らせて職員室を出ていった。

「まず、エントリー用紙を出そうか」

　カイリがココロを促うながした。

「うん！」

　ココロは担当教師のところに用紙を渡しに行く。教師は用紙をチェックして「はい。エントリー受け付けたよ。頑張れよー」と気安く応じた。なにせ落ちこぼれクラスは毎日、職員室の雑用を頼まれているので、担任以外の先生達とも顔なじみなのだ。

　来たときと同じくぞろぞろと職員室を出て、カイリは両手を頭の後ろで組むと、ニッと笑った。いい事を思いついたときのカイリの笑みだ。

「……いけ好かないヤツだけど、あいつ、言うだけあってたしかに成績は優秀らしいから。こっちもとっておきの手を使うとするか！」

「とっておきの手？」

（また何か爆発させるっていう事!?）

「そっ。よーし、ヨル！　シュン！　行くぞ！」

　カイリは笑顔のままシュンとヨルの腕を摑つかむ。

「は、ハァ!?　なんだよいきなり！」

「お、おい、カイリっ!?　腕を引っ張るな、おい!!」

　カイリを中心として、残り２人を引きずって駆かけていく。

「カイリ君、何を思いついたんだろう？　待って～。何ど処こに行くの～っ？」

　ココロはココロで、咄とつ嗟さにアメとユユの手を握りしめ、カイリの後を追って駆け出した。

「…………っ」

　アメがハッと息を吞のむ。

「何かこれって鬼ごっこみたい！　そーれ！　カイリ達を追っかけちゃえー」

　ユユがつないだ手をぶんっと振って、けらけらと笑った。

「本当だね。カイリ君達を捕まえよー！　おー！」

　ユユの笑い声は鈴みたいに朗ほがらかで、ココロも調子に乗って言い返す。

「おー！　ユユ、捕まえるー！　ね！　アメ！」

　ユユが何かを期待するように、走りながらアメを見た。

「……これが、鬼ごっこ……ですか」

　アメはちょっと照れくさそうに小声でそう言って、ココロの手をきゅうっと握り返してくれたのだった。

　すぐ前を走っていくカイリ達３人に追いついたのは、教室だった。

「ナミ先生、ただいま！」

　ココロ達より３歩ほど先に教室に着いたカイリが、ドアを勢いよく開けて大声で言う。

「ああ、今職員室に戻ろうかと思ってたとこだ。エントリーは済ませてきたのか？」

「あのさ、この２人に徹てつ底てい的てきに歌の技術を叩たたき込んでやってくれないか？」

　ナミとカイリの会話は微び妙みようにすれ違っている。カイリはいてもたってもいられないといったふうで、ぐっとナミに詰め寄った。引きずってきたシュンとヨルの腕を離し、そのままナミのほうへと２人を押しやる。

「なっ!?」

「お、俺もか？」

　シュンとヨルは揃そろって目を白黒させた。

　息を弾はずませて教室に着いたアメが、くり広げられている光景に、驚おどろきながらも納得したようにうなずいた。

「ああ、なるほど。『とっておきの手』って、ナミ先生に歌の指導をしてもらうことだったんですね」

「俺達だけで練習しても、上う手まくならない。だったら、本物の死神に聞くしかない！」

　カイリが「だろ!?」と、誰に問うでもなく呼びかけると、ユユが威い張ばってそれに応じた。

「ナミ先生は、プロの死神だもんね！」

　けれど頼まれたナミはというと、あからさまに嫌そうな顔になっている。

「おいおい、指導してくれって……俺に授業外労働しろっていうのか？」

「わたしからもお願い、ナミ先生！　わたし達、悔くやしいんです。補習組ってだけでバカにされて……」

「そうですよ。ヒイロを負かしてやりましょう」

　ココロとアメもナミに懇こん願がんする。

「いや、だからって、なんでダメ教師に教えを乞こわなきゃいけねーんだよ……」

　シュンは当惑顔で、ナミからココロ達へと視線を移した。

「ナミ先生がダメなのは態度だけで、教師としての腕は悪くないだろ？」

　カイリの即答に、ナミが苦笑する。

「お前ら、さりげなく好き勝手言ってくれるなぁ」

「しかし、そんな付け焼き刃で俺の歌が上手くなるとは思えないが……」

　ヨルは、自分の能力に対する見み極きわめも客観的すぎる。他の事が優秀すぎる分、自分の歌に対しては懐かい疑ぎ的てきだ。

　だからココロはぐっと拳こぶしを握ってヨルに訴うつたえた。

「やってみないとわからないよ！　みんなで、いっぱい練習して、ヒイロ君を見返してやろう！」

「そうだぞ、ヨル。俺達の力を見せてやろうぜ！」

　続いてカイリもやる気をキラキラと放出させて言う。

　ナミが、だるそうに前髪をかき上げ、観念したように嘆たん息そくした。

「はぁ……。職員室で何があったのかは知らないが、お前らの闘とう志しに火がついたのはよくわかった。仕方ない。教えてやるからには、俺のやり方に文もん句く言うなよ？」

「やったあ！　さすがナミ先生！」

　ユユがぴょんぴょんと飛び跳ねた。

（死神のプロが教えてくれるなんて、百人力だよ！　これならきっと、わたし達みんな上手くなれる……！）

「はいっ！　よろしくお願いします、先生！」

　ココロの元気な声が教室に響いたのだった。




　しかしその後、みんなが身をもって知ったことなのだが──。

　普段のゆるさはどうしたのだというくらい、ナミの指導は厳きびしいものだった。

「シュン、お前はそもそも歌う身体からだができてない。ってことで、その場で腹筋腕立て五百回！」

「は、ハァ!?」

「ヨルは音を出す前に身構えるから音程がずれるんだ。慣なれるまでは、手で高低をつけながら音の高さを意識して歌ってみろ！」

「は、はい。わかりました」

「アメとカイリは個人パートの練習。もっと深く！　寝てても歌えるぐらいメロディーを身体に染み込ませろ！」

「……はい」

「ココロは１人で突っ走って歌う癖くせがあるから力を抜け。お前は体力がありすぎなんだ。疲つかれるくらいでちょうどいい。走り込みして来い。学校から寮まで往復ラン！　はい、行け！」

「…………べりーはーど」

　そんなふうにみんなの呼吸と気持ちを合わせ、ナミの特訓に耐たえ、生楽祭までの半月を過ごしたのだった。
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　あっという間に生楽祭当日になった。

　ココロ達はやるべき事をすべて終えた清すが々すがしい気持ちで、生楽祭に挑いどむ。みんなできる限りの努力をしたのだ。

　全校生徒が列を組んで並ぶ講堂の壇だん上じように、フクロウの校長先生がふわりと舞い下りる。

「ホッホッ！　全校生徒のみなさん、ごきげんよう。今日は、みなさんが待ちに待った生楽祭です。各々、この祭りに懸かける想いがあるかと思います。プレッシャーに囚とらわれず、みなさんが自由にのびのびとした歌を披ひ露ろうしてくれる事を、期待していますよ」

　生徒達、教師達が拍手を送った。

「校長先生の挨あい拶さつが終了しました。生歌祭の開始まで、短いですが自由時間になります」

　壇の下でマイクを持つ教師が手短に伝える。最後の練習をするために固まって音合わせをするチームもあれば、リラックスして話しているチームもある。

　ココロ達も楽がく譜ふを手に、一いつ箇か所しよに集まった。

「はぁ……緊張するなぁ……」

　ココロの身体はガチガチだ。

「そ、そうだな……」

　心なしか、シュンの目つきもいつもより厳しくなっている。

「……あ、ああ……」

　ヨルまでも、すでに雰ふん囲い気きに吞のまれているようだ。

「おいおいお前ら、揃そろいも揃って緊張しすぎじゃないか？」

　普段と変わらない様子のカイリとアメは、ココロ達を心配そうに覗のぞき込んだ。

「３人から、辛しん気き臭くさいオーラがプンプン漂ただよってきますね」

「だ、だって……こんな人前で歌うのってはじめてなんだもん！　歌は好きだけど、発表会ってなるとやっぱり緊張しちゃうね……」

「きっと大丈夫だよ。１人で歌うんじゃなくて、俺達みんなで歌うんだからさ。なんとかなる、多分！」

　カイリの励はげましにヨルがすかさず突っ込んだ。

「多分は余計だろう……」

「あ、あはは……」

　ココロは力なく笑ってしまった。

（……でも、カイリ君の言うとおりだ。みんなとずっと一緒に頑がん張ばってきたんだし　きっと大丈夫だよね）

　ふうっと深呼吸をして周囲を見回したココロは、ユユの姿がないことに気づいた。

「ねぇ、そういえばユユは？　姿が見えないけど……」

　講堂に来るまでは一緒にいて「ユユ、長いお話キラーイ」と廊ろう下かに出ていった。校長先生の挨拶が終わったら戻ってくると言っていたのに……。

「ア？　チビ猫か？　……そういや、いねーな」

「どうしたんだろう？　そろそろ戻ってきてもいい頃なんだけど……」

「参ったな。生楽祭のルールでは、１人でも人数が欠けると、出場が認められなくなる」

　ヨルもユユの姿を捜すように視線を周囲に巡らせた。

「えっ、そうなの!?　大変……。わたし、ユユのこと捜してくる！」

　ココロはいてもたってもいられず、講堂から廊下へと走り出した。

「あ、おい。俺も行く！」

　カイリもそう言ってココロの後を追った。




「ユユー？　もうすぐ、はじまるよー？」

　講堂を出てすぐの廊下のあちこちにも人だかりがあったが、ユユはいなかった。

「ユユ、いないのー？」

（困ったな。ユユってば、何処に行っちゃったんだろう？）

　カイリと２人で走り回る。曲がり角を抜け、中庭へと向かう。そこにもいない。

　念のため、普段は立ち寄らない別棟へ続く廊下にも足を踏ふみ入れる。

「……え？」

（今、廊下の先にいたのって……ユユ!?）

　ユユの尻尾だけが、ちらりと見えたような気がした。

　しかしそれはココロの見慣れた元気な尻尾ではなかった。だらりと力なく垂れ下がり、毛のついた、ただの紐ひもみたいに見える。

　曖あい昧まいなのは、ユユだけではなく複数の生徒達が周囲にいたせいで、ココロからはしっかりとユユの姿を見られなかったためだ。

「あの尻尾はユユだよね？」

　カイリに聞いた。カイリは「ああ」とうなずく。

「ユユが知らない生徒達に無理やり何処かに連れていかれてるみたいに……見えた」

　そう言葉にした途と端たん、ざわっと鳥肌が立った。

　ココロは生徒達が消えた方向へ向かい、全速力で駆かけた。

「ユユ!!」

　見失ったら、後こう悔かいする。不安な気持ちがココロの胸をいっぱいにしていった。

（ユユ……どこにいるの？）

　廊下を曲がって、まっすぐ走る。生徒達とユユの姿は見えない。行き止まりで左右へと視線を散らしていると、カイリがすぐ後ろから駆けてきてココロの隣に並んだ。

「……あれ？　どこからか歌が聴こえる」

　鼓こ膜まくではなく、心に直じかになすりつけられるような不快な音がした。

（なんだろう、この旋せん律りつ……。不気味というか、少し怖いような……）

「……っ、気持ち悪い……」

　ココロだけではなくカイリもこの音を不快に感じているようだ。顔が青ざめ、嘔おう吐とをこらえるように口を押さえる。

「っ……これは……『死神の歌』だ。ココロ、聴くな。ダメだ！」

　カイリが叫び、ココロの耳を両手で塞ふさいだ。

（でも……どうして？　耳を塞いでも、音が身体に入り込んでくる。この歌、誰が歌ってるの？　ダメだ……意識が遠くなって……）

　魂そのものを、音でできた冷たい鎖くさりで縛しばられたように、ざらざらとした悪お寒かんがココロを支配していった。そして、ココロは意識を手放し、その場に倒れてしまった……。




　──ここは、何処だろう。

　わたしの周囲は暗い闇やみに包まれている。

　何も見えない。不気味な歌声がする。感触はない。

　──わたしは、何者なんだろう。

　ただただ暗い世界のなか、わたしは独りぼっちだった。




「……っか……して！」

　次に気がついたのは倉庫として使われている空き部屋の床だった。

「しっかりして！　ココロ！」

　パチリと目が覚める。横たわるココロの顔をユユとカイリが覗き込んでいる。

（……ユユ？）

「……っ!!」

　捜していたユユの姿に、ココロは慌あわてて起き上がる。鈍どん痛つうと闇に包まれた気持ちの悪い夢が、ココロの頭の奥にまだこびりついていた。

「ああ、よかった！　目が覚めたんだね！」

　ユユがココロに抱きついた。その温かさがココロをほっとさせる。

「ごめんね、ユユがあいつらに捕まったりしたから……」

「あいつらって……？　ユユ、何があったのか教えてくれる？」

「うん、あのね……ユユを囮おとりにして、ココロ達をおびき寄せたのは、ヒイロと同じグループのヤツらだよ」

「ヒイロ君の？」

「うん、死神の歌でココロとカイリの意識を封じて、この教室に、ユユと一緒に閉じ込めたんだ。ユユだけ捕まえても生楽祭に参加できなくなるけど、それよりもっとひどい目にあわせてやろうぜ……って。『あいつら落ちこぼれだから、まだ死神の歌も習ってないだろう。聴かせてやろうぜ。そうしたら自分達の身の程を知って、死神になろうなんて思わなくなるだろ』って」

　ユユの話にカイリの顔が青ざめる。

「やっぱりそうか……。禁きん忌きの歌の１つだ。聞いた者の魂を封じ込めてしまう歌だよ。俺、途中で気づいたんだけど、耳を塞ぐのが遅くって……ごめん。俺も一緒に倒れちゃって、ついさっきやっと意識を取り戻したばかりなんだ」

　どうやらカイリもまだ不調なままのようだ。

「ううん。いいの。だってユユが無事だったし……ユユもカイリ君も大丈夫？」

「ココロ……」

「お前って、本当に……」

「それより、こうしちゃいられない！　生楽祭！　今、何時!?」

　ユユの耳がしょんぼりと伏ふせられた。

「……生楽祭なら、もうはじまってるよ」

「えぇっ、ウソ!?」

　倉庫の書棚の隅すみに時計が置いてある。カチカチと針が進む時計の時刻は、生楽祭の開始時間をとっくに過ぎていた。

　ココロは慌てて起き上がりドアに向かった。ドアノブを回すと、やはり鍵かぎがかかっていて、押しても引いてもびくともしない。

「ダメだ、開かないよ！」

「言ったでしょ？　閉じ込められたって……」

　ユユが悲しげにつぶやいた。

（この教室には窓もないから、逃げ口がまったくない。大声を出したって、生徒達も先生もみんな講堂に集まってるから、誰も気づかないよね）

「このままじゃ、出場失格になっちゃうね。ユユが捕まっちゃったせいで……。ごめんね……。ココロ達みんな頑張ってたのに……」

　ユユの目に涙が浮かんだ。

「泣かないで、ユユ。大丈夫だから」

（大丈夫って言っても、どうしたらいいのかな。わたしにできることと言ったら……）

　ココロは、ユユの小さな頭をそっと抱き寄せ、優しく歌った。

「……？　ココロ……？」

（……ユユが、泣きやんでくれますように。誰かが、わたし達がここにいるって気づいてくれますように……。お願い、神様でも死神様でもなんでもいいから、　わたし達を助けて……！）

　薄暗い倉庫のなかにココロの歌声が響ひびいた。最初は小さかった声は、胸元で顔を上げたユユの涙が止まったのを見て、ぐんと大きくなる。

　のびていく声の在あり処かを探すように、カイリの視線がドアへと動く。

「こんなときこそ俺の出番だよな。ココロ、ユユ、下がってて」

「え!?」

「ヨルには絶対に怒られるけど、仕方ないだろ」

　カイリはポケットからマッチと小型の爆ばく弾だんを取り出す。ニヤッと笑ってドアの下にそれを取りつけた。

　かばうようにしてココロを退どけると、次の瞬間、ものすごい爆発音と共にドアの下半分が木こっ端ぱ微み塵じんになって吹っ飛んだ。

「きゃあ!!」

　もくもくと黒こく煙えんが上がる。

　ココロのすぐ目の前にカイリの背中。肩越しに振り返って得意げに笑った。

「ほら。これで脱出成功～」

「う……うん」
















　カイリはふざけてばかりに見えるが、ココロが弱っているときにいつも救いの手を差しのべてくれる。

　今も、そう。

（わたし、カイリ君に助けられてばっかり……）

　毎日が楽しい事ばかりというように一緒に笑ってくれるカイリ。ふざけているように見せているのに、ここぞというときに助けに来てくれるのもカイリだった。

　すると、煙けむりの向こうで「……こうなる気はしてたんだ。くそっ」というヨルの声がした。

　煙が晴れると、ヨル、シュン、アメが倉庫に駆け込んできた。

「ココロ、ユユ、カイリ……無事か？」

「ヨル君！　シュン君にアメ君もっ」

「うん。ユユ大丈夫だよ！」

「わたしも大丈夫。……扉とびらが大丈夫じゃなくなっちゃったけど」

　ヨルが引き攣つった笑顔で「校舎の損傷を直すのは、普段から俺達の役目だし、カイリが壊したものはカイリが直せばいいだろう」と返してきた。

「そ、そうだね。でも、みんなよくこの場所がわかったね？」

「いや、それが……不思議なんだけどよ。お前達を捜していたらアホ毛の歌声が聴こえてきたんだよ」

「普通に考えても、こんなに離れた場所から歌なんて聴こえるはずがないんですけどね」

（わたしの歌……？）

「歌声のあとに爆発音がして……」

　ヨルが言う。

「ユユもね、さっきのココロの歌、不思議だと思ったよ。聴いていると、すっごく心がぽかぽかしたの。ココロ、一体どんな不思議な魔法を歌に込めたの？」

「魔法だなんて、そんな……」

（わたしはただ、祈っただけで……）

「そ、そうだ！　生楽祭！　わたし達の番には、まだ間に合うかな!?」

「大丈夫だ。ナミ先生に言って出場の順番を最後に変えてもらった。まだ間に合う。行くぞ！」

　ヨルがきっぱりと答える。６人は急いで講堂へと走ったのだった。




　ナミが舞台の袖そでで腕組みをして立っている。ちらちらと時計を見て、壁にもたれていたナミは、走り込んできたココロ達を見てかすかに笑った。

「それくらい走っておいたほうが、ココロは力が抜けてちょうどいいな。ご苦労さん。校長を説得して時間のばしておいたからな。詳くわしい事は後で聞く。今は精いっぱい頑張ってこい」

　ナミはココロの頭をくしゃりとかき混ぜ、みんなに片手を軽く振って去っていった。

「僕達が大トリだなんて、責任重大ですね」

「あ、アメ……。緊張させるような事言うなよ」

　ヨルが今さらぶるっと震ふるえている。シュンは「うぐ……」と変な声を出して固まっていた。

「だ、大丈夫だよ、２人とも！　わたし達はわたし達らしく、楽しく歌えれば、それでいいんだからね」

　やっと全員が揃い、ナミの裏での尽じん力りよくもあり、ステージの上に立てる。ココロの脳のう裏りに、さっき気を失っていたときに見た暗い夢が過ぎった。そして冥府にたどりついた初日に見た白い夢も思い出す。あのときの不安感と恐怖は、今ここにいるココロには遠い。

（わたし、１人じゃないんだ。冥府に来たときみたいに１人じゃなくて……みんながいる。「泣かないで」って願える相手がいて「助けて」って訴える事のできる相手もいる。わたしの歌声がみんなに届く魔法があるのだとしたら、それは……）

「わたし、ヒイロ君にひどい事を言われて悔しくて絶対に見返してやるって思ったけど……ユユを囮にされた事も許せないけど……歌って、誰かを見返すために歌うものじゃないよね？　もう、勝ち負けにこだわるのやめる。この６人で楽しく歌えたらそれで充分!!」

　ココロの言葉に、みんなが顔を見合わせ、納得したようにうなずいた。

「ああ、わかった。よーし、思いきり、楽しんでこようぜ！」

　すべてを締めて、仕切って、最初のかけ声をかけるのはカイリの役目だ。先頭に立つカイリの後ろをココロ達は歩いていく。

　ステージの上に並ぶまでは緊張していた。手と足を同時に出して歩いてしまうくらいだった。けれどアメが「ココロさん、手と足」と言ってくすっと笑ったから、つられて笑って気持ちが解けた。シュンもココロのドジにぷっと噴き出し、リラックスしたようだった。

「──それでは次が最後のチームです。歌う曲は『リバースデーソング』」

　伴奏の曲が流れる。

　自然な気持ちで、最初の声を出した。みんなの呼吸はぴたりと１つにまとまっている。重なり合う声が、講堂の空気に染み渡っていく。ココロは、友達と出会って共に歌える喜びを胸いっぱいに込めた。ユユはキラキラと元気で綺き麗れいな声を響かせた。カイリの声がココロの気持ちを押し上げてくれる。シュンの音はとても素直で、撥はつ剌らつとしているから、ココロもさらに嬉うれしくなる。アメの歌声は、走りがちなココロを引き留めるように優しく、愛らしい。ヨルはみんなの音をそっと見守るように、低く、安らかなハーモニーを添えて──。

　みんなで１つの楽器になったように、歌声が響いた。

　風と、風に揺れる木の枝の擦こすり合う音。小鳥の囀さえずり。海の波音。すべてを内包した、自然そのもののような歌をココロ達みんなで作り上げていく。

　頭のなかが真っ白になる。誰かを想う優しい気持ちがこみ上げてくる。歌いたい。もっともっと歌いたい。

　最初は聞こえていた観客達のざわめきが聞こえなくなった。

　そんなことも気づかず、ココロ達は、切なく、懐なつかしく、慈いつくしみに満ちたその歌を歌っていた。

　最後の一音が空気に溶け込み、消えていく──……。

　ハッと我に返ったココロ達を、ものすごい拍手の渦うずが取り巻いた。
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　生せい楽がく祭さいの結果は──第３位。

　１位不在で、２位はヒイロ達のチームだった。

　夜、メダルを寮のリビングに飾り、ココロ達は入賞パーティを開いた。

「それじゃあ、３位入賞を祝ってカンパーイ！」

　カイリの音おん頭どでみんなが乾かん杯ぱいをする。

「カンパーイ！」

　ジュースの入ったグラスを合わせるカチリという音がする。ナミだけは成人なのでビールだった。そして先生なのに、率そつ先せんして仕切るわけでもなくだらだらと過ごし、ヨルやカイリに場を任せるのもいつものとおり。

「今日は、ナミ先生が色々持って来てくれたから、ご馳ち走そうたっぷりだね～」

　ユユが尻尾しつぽを小刻みに振ふるってせてご満まん悦えつだ。ご馳走が多すぎて場所がなくリビングで立食パーティーになっている。

「ふふん。ま、今まで散々頑がん張ばってたからな。俺の給料を割さいての出血大サービスだ、ありがたく食えよ」

　みんなどんどん皿に手をつけて、もくもくと食べる。

「……そういえば、なんですけど」

　ふとアメがココロを見る。

「ん？　どうしたの、アメ君」

「優勝したらなんでも願いを叶かなえてもらえるってありましたよね。もし僕達が１位になったらココロさんは、何かお願いしたい事があったんですか？」

「……えっとね、わたしがお願いしたかったのは、生前の記憶を、取り戻したいなあって事だったんだ。わたし、前にちょっと話した気がするけど、冥府ネザーワールドに来る前の記憶が何もないの。自分が何者で、生前どういうふうに過ごしてきて、どんな家族や友達がいたのかとか、全然覚えてないから」

「……マジかよ」

　シュンが肉にかぶりつくのをやめてココロを見た。

「マジだよ。……でも、やっぱりいいんだ、その願いは」

　口にして、ココロは自分のなかでその願いが消えていたことに気づいた。

「えっ？　記憶がないままでも良いってことですか？」

　アメが尋たずねる。

「うん。生きてたときの思い出がなくても、今が充分、楽しいからね。今、お願い事をするとしたら……わたしは、『みんなと本当の友達になりたい』ってお願いするよ。みんなと知り合えて、わたし、すっごく幸せだから！　みんなともっと仲良くなれたらって、そう思ってるんだ。だから──」

　ココロの言葉にカイリが肩をすくめ、笑って言った。

「その願いなら、もう叶ってるだろ」

「えっ？」

　カイリは「ほら」と、飾ってある３位入賞のメダルを指さした。

「俺達はもう仲間だろ？　あれがその証あかしだ」

「仲間って……。わたしを、みんなの友達だと認めてくれるの？」

　その問いに、カイリは大きくうなずいた。

「これまで同じ時間を過ごして、１つの歌を作り上げて、気持ちまで通じ合ったのを俺達全員感じ取ってただろう？　これを仲間や友達って言わなくて、なんて言うんだ？」

「……まぁ、今さらだな」

　ヨルがうなずく。

「そうですね。僕達は仲間で、友達です」

「…………まぁ、たまにはこういうのも悪くねぇかもな」

　アメとシュンが続く。

「あと、前から言おう言おうと思ってたんだけどさ。カイリ君なんて、もうそんな余よ所そ余よ所そしい呼び方はナシにしようぜ」

「そうですね、僕達は同じ家に住む家族みたいなものなんですから」

「えっ、じゃあ……。カイリ、ヨル、アメ、シュン！　みんな、改めてよろしくね！」

　ココロは胸が温かくなって、近くにいるシュンとユユに抱きついた。

「ちょっ、バカ！　アホ毛、何抱きついてんだ！」

「わーい！　ココロあったかい～！」

　カイリが爆笑して、声を上げる。

「おっ、いいな！　楽しそうじゃん！　俺も俺も～」

























「なっ、俺を巻き込むなっ！」

「カイリさん、僕まで!?」

　最後にはヨルとアメまで引き込まれ、全員がおしくらまんじゅうのように引っついて笑い合った。ナミだけはビールのグラス片手に、

「若いよなぁ、お前ら。これが、青春ってやつかねぇ～」

　と、感心したようにつぶやいていた。
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　そうして、生楽祭が終わってから１週間。

　生楽祭での活躍のおかげで、特別補習組は一般の学生達にも広く認知されるようになった。

　雑用係なのは変わらなかったが、先生や生徒達の態度は、目に見えるほどに変わりはじめていた。

　みんなと過ごす、楽しい毎日。

　ココロの日々はとても充実している。みっちりと詰まった１日の予定を終えて、ココロは寮のベッドで布ふ団とんにくるまっていた。

（明日は、補習組のペア決めの発表があるんだ。誰になるのかなぁ）

　死神のペアが決定されたら、今度は現世への実習があるのだとナミが言っていた。落ちこぼれだったココロにも、とうとうペアの相手が……と思うとドキドキする。

（でも……誰がペアになっても、嬉しいし、楽しいだろうなぁ。カイリ、ヨル、アメ、シュン……誰だろう。誰に決まっても足を引っ張らないように頑張ろう……）

「早く知りたいなぁ。早く寝たら、それだけ早く明日になるかな……！」

　布団をぼふっと頭までかぶり、目を閉じ、ココロは幸福な気持ちで眠りについたのだった。
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　こんにちは。佐さ々さ木き禎てい子こです。

　今作「Re:BIRTHDAY SONG～恋を唄う死神～　Star Light Festival」はゲーム「Re:BIRTHDAY SONG～恋を唄う死神～」のノベライズとなっております。

　原作をもとにして少しだけオリジナル要素が加わってます。

　冥府ネザーランドという世界で過ごしている死しに神がみ候こう補ほ生せいの、いつも元気で明るく優しい主人公のココロちゃんと、ココロちゃんを取り巻くタイプの違うイケメン達が、今作では授業の一いつ環かんとして宿泊研修に出かけるのです。もちろん担当教師のナミ先生も一緒です！

　ゲームがお好きな皆さん、それからこのノベライズではじめて死神彼氏の世界に触れたという皆さんにも、それぞれに楽しんでいただけるようにがんばりました。

　関わるにおいて、ゲーム作品のなかの骨こつ格かくとして通っている「死神と冥府」という設定と、そこから自然と滲にじみ出る「綺き麗れいで切ない」雰ふん囲い気きをうまく表現できたらと試し行こう錯さく誤ごしました。ちゃんと表現できていたらいいな。

　ちなみに私はユユちゃんが好きで好きでたまりませんでした。可か愛わいいですよねえ。ユユちゃん。




　監修くださいました死神彼氏のスタッフの皆様、そして美び麗れいな絵で花を添そえてくださったイラストのさとい様、本当にお世話になりました。また担当編集者様も、ボケを連発していた私のフォローありがとうございました。

　なにより本を手に取ってくださった皆様に本当にありがとう。

　またどこかでお会いできますように！
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神奈川在住

『リバソン』の小説化！

久々にキャラクター達を描けたことが、とても嬉しいです。よろしくおねがいします。
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